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設立趣 旨

ブ リヂ ス トン美 術 館

　 ブ リヂ ス トン美術 館 は,株 式 会 社 ブ リヂ ス トンの 創 業 者 ・石 橋 正 二 郎 （1889­1976）が 多 年 に わ た って 蒐 集 愛 蔵
し た 内外 の 美 術 品 を,社 会 公 共 の た め,広 く一 般 の 鑑 賞 に供 し,文 化 向 上 の 一 端 に 貢 献 した い と の趣 旨 に基 づ
き,1952（ 昭和27）年1月8日,ブ リヂ ス トン ビル デ ィ ン グ竣 工 と と もに 同 ビル 内 に開 設 さ れ た もの で あ る 。 そ の 後

1956（昭 和31）年4月 に 設 立 され た財 団法 人石 橋 財 団 が そ の 経 営 を継 承 し,1961（ 昭 和36）年9月 に は 同財 団 が 石橋 正
二 郎 か ら所 蔵 美 術 品 の 寄 贈 を受 け た 。 な お,2003（ 平 成15）年1月 に一 階 部 分 の 増 床 工 事 を行 い,テ ィー ル ー ム を

開 設 した。

石 橋 美 術 館

　 石 橋 美 術 館 は,石 橋 正 二 郎 が1956（昭 和31）年4月26日,同 社 の創 立25周 年 を 記 念 して,社 会 公 共 の 福 祉 と文 化
向 上 の た め に,郷 土 久 留 米 市 に寄 贈 した石 橋 文 化 セ ン タ ーの 中心 施 設 で あ る 。1977（昭 和52）年,石 橋 正 二 郎 の 遺

族 の 寄 付 に よ り増 改 築 が 行 わ れ,同 年4月 以 降,久 留 米 市 の 要 請 に よ り,石 橋 財 団 が そ の 管 理 運 営 に当 た っ て い
る。

　 なお,本 館 に付 随 す る 別 館 は,1995（ 平 成7）年1月8日,石 橋 正 二 郎 に よ っ て蒐 集 さ れ た石 橋 コ レ ク シ ョ ンの う
ち,書 画 ・陶磁 器 類 を収 蔵 展 示 す る施 設 と して石 橋 幹 一 郎 に よ り久 留 米 市 に 建 設 寄 贈 さ れ,一 年 余 の養 生 期 間 を

経 て1996（平 成8）年10月17日 に開 館 した。

機 構 ・運営
石橋財団 （2005年12月31日 現 在 ）

理事長
理事
監事
評議員

石橋　寛
鵜澤昌和
亀徳正之
石井公一郎
水戸岡鋭治

加嶋昭男
唐澤高美
高碕芳郎
遠藤長夫

加瀬英明
湯淺達祐
高階秀爾

中山　暁　　富山秀男　　平野　実

石榑和夫 村上　浩 小林　忠 石橋知子

美術館運営委員会
委員長
委員

寄付助成委員会
委員長
委員

常務理事

石橋　寛
嘉門安雄

鵜澤昌和
加嶋昭男

中山　暁

高階秀爾

村上　浩

富山秀男

小林　忠

富山秀男

島田紀夫

平野　実

富山秀男 平野　実

事務局
事務局長 遠藤長夫

ブ リヂ ス トン美 術 館
館長 富山秀男

石橋美術館
館長 平野　実
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Brief　 Histories　 of　the　 Museums

Bridgestone　 Museum　 of　Art

　 On　January　 8,　1952,　 ISHIBASHI　 Shoj　iro　（1889­1976）,　 the　 founder　 of　the　Bridgestone　 Corporation,　 wishing　 to　promote

cultural　 development　 in　Japan,　 opened　 to　the　public　 a　museum　 of　art　within　 the　newly­completed　 Bridgestone　 Building　 under

the　name　 of　the　“Bridgestone　 Gallery”.　 The　 works　 of　art,　 both　 Japanese　 and　 foreign,　 which　 he　had　collected　 over　 the　 years

formed　 the　nucleus　 of　the　exhibits.　 In　April　 1956,　 the　Ishibashi　 Foundation　 was　 established　 to　take　 over　 the　management　 of

the　Gallery,　 and　 in　September　 1961,　 ISHIBASHI　 donated　 the　works　 in　the　Gallery　 to　the　Foundation.　 In　January　 1968,　 the

English　 name　 was　 changed　 from　 the　 “Bridgestone　 Gallery” 　to　the　 “Bridgestone　 Museum　 of　Art”.　 In　January　 2003,　 the

ground　 floor　 was　 enlarged　 and　 a　tea　room　 was　 opened.

Ishibashi　 Museum　 of　Art

　 On　April　 26,　 1956,　 in　commemoration　 of　the　 25　th　anniversary　 of　the　 Bridgestone　 Corporation,　 ISHIBASHI　 Shoj　iro　 do­

nated　 the　Ishibashi　 Cultural　 Center　 to　his　home　 town　 of　Kurume　 to　render　 a　public　 service　 and　 promote　 cultural　 development.

The　Ishibashi　 Museum　 of　Art　 （originally　 the　Ishibashi　 Art　 Gallery） 　is　the　principal　 institution　 in　the　Center.　 In　1977,　 the　Mu­

seum　 building　 was　 enlarged　 and　 renovated,　 thanks　 to　a　contribution　 from　 the　Ishibashi　 family,　 and　 in　April　 of　the　 same　 year

the　city　of　Kurume　 entrusted　 the　Ishibashi　 Foundation　 with　 the　management　 of　the　Museum.

　 On　January　 8,　1995,　 ISHIBASHI　 Kan'ichiro,　 son　of　ISHIBASHI　 Shojiro　 donated　 to　the　city　 of　Kurume　 a　new　 museum　 es­

pecially　 designated　 to　exhibit　 Shoj　iro's　 collection　 of　Asian　 Arts,　 such　 as　brush　 painting,　 calligraphy,　 porcelain　 works.　 It　has

been　 open　 to　the　public　 since　 October　 17,　 1996.

Organization　 and　 Management

Ishibashi　 Foundation （As　of　December　 31,　 2005）

President　 of　the　 Board　 of　Directors

Directors

Auditors

Council　 Members

UZAWA　 Masakazu

TOMIYAMA　 Hideo

KITOKU　 Masayuki

ISHII　 Koichiro

MURAKAMI　 Hiroshi

ENDO　 Takeo

ISHIBASHI　 Hiroshi

KASHIMA　 Akio

HIRANO　 Minoru

KARASAWA　 Takami

TAKASAKI　 Yoshiro

KOBAYASHI　 Tadashi

KASE　 Hideaki

YUASA　 Tatsusuke

TAKASHINA　 Shuji

ISHIBASHI　 Tomoko

NAKAYAMA　 Akira

ISHIKURE　 Kazuo

MITOOKA　 Eiji

Executive　 Committee　 of　the　Museums

Chairman

Members

ISHIBASHI　 Hiroshi

KAMON　 Yasuo

TOMIYAMA　 Hideo

TAKASHINA　 Shuji

HIRANO　 Minoru

KOBAYASHI　 Tadashi SHIMADA　 Norio

Program　 Development　 Grant　 Committee

Chairman

Members

UZAWA　 Masakazu

KASHIMA　 Akio MURAKAMI　 Hiroshi TOMIYAMA　 Hideo HIRANO　 Minoru

Managing　 Director

Art　 Director

NAKAYAMA　 Akira

TOMIYAMA　 Hideo

Administration

Executive　 Secretary ENDO　 Takeo

Bridgestone　 Museum　 of　Art

Director TOMIYAMA　 Hideo

Ishibashi　 Museum　 of　Art

Director HIRANO　 Minoru
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展 覧 会 　ブ リヂス トン美術館

〈特 集展示 〉

青 木 繁 － 《海 の 幸 》100年

2005年9月17日 （土 ）－10月10日 （月 ・祝 ）

会 場:第1室 －2室

出 品 内 容:油 彩16点,水 彩 な ど紙 作 品7点,借 用 作 品6点,資 料9点 　 計60点

入 場 者 総 数:14,487人 （1日平 均659人 ）

展覧会 チラシ

出品 目録:

1.《 自 画 像 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.5×60.5cm/石 橋 美 術 館

2.《 闍 威 弥 尼 》/1903年/油 彩 ・板/14.7×10.3cm/石 橋 美 術 館

3.《 輪 転 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/26.8×37.8cm/石 橋 美 術 館

4.《 天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.3×75.5cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

5.《 春 》/1904年/水 彩,パ ス テ ル ・紙/17.1×33.7cm/石 橋 美 術 館

6.《 海 》/1904年/油 彩 ・板/10.3×14.7cm/石 橋 美 術 館

7.《 海 の 幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/70.2×182.0cm/石 橋 美 術 館

8.《 農 家 》/1904年/油 彩 ・板/23.3×33.0cm/石 橋 美 術 館

9.《 木 立 （森 の 暮 色 ）》/1904年/油 彩 ・板/33.0×23.0cm/石 橋 美 術 館

10.《 女 の 顔 》/1904年/油 彩 ・板 （羽 子 板 ）/33.0×9.5cm/石 橋 美 術 館

11.《 風 景 》/1904年/水 彩 ・絹 （扇 面 ）/15.6×51.2cm/石 橋 美 術 館

12.《 海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/36.0×73.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

13.《 水 浴 》/1904年/水 彩 ・紙/19.0×34.2cm/石 橋 美 術 館

14.《 海 》/1904年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/36.5×73.0cm/石 橋 美 術 館

15.《 房 州 絵 入 書 簡 》/1904年/墨 ・紙/各17.0×47.0cm（4枚 ）/個 人 蔵

16.《 光 明 皇 后 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/37.6×71.0cm/石 橋 美 術 館

17.《 大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/75.5×127.0cm/石 橋 美 術 館

18.《 雪 景 》/1906年/油 彩 ・板/23.0×32.8cm/石 橋 美 術 館

19.《 狂 女 》/1906年/水 彩 ・紙/29.1×15.5cm/石 橋 美 術 館

20.《 わ だ つ み の い ろ こ の 宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/180.0×68.3cm/石 橋 美 術 館

21.《 月 下 滞 船 図 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/42.5×60.0cm/石 橋 美 術 館

22.《 春 》/1908年/水 彩 ・布 （襖 布 ）/直 径44.3cm/石 橋 美 術 館

23.《 秋 》/1908年/水 彩 ・布 （襖 布 ）/直 径44.4cm/石 橋 美 術 館

24.《 鶴 代,た よ 子 宛 書 簡 》/1910年11月22日 付/17.4×220.9cm/石 橋 美 術 館
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25.1905年3月 発 行 の雑 誌 『明 星 』 巳 歳 第3号 掲 載 の 《海 の 幸 》

26.作 者 不 詳 《青 木 繁 「海 の 幸 」 模 写 》/1940­50年 代/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/70.0×182.0cm/太 田 記 念 美

　 　 術 館

27.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究

　 　 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

28.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

29.《 海 の 幸 》 透 過 赤 外 線 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

30.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

31.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

32.《 海 の 幸 》 透 過 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

33.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

34.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

35.《 海 の 幸 》 透 過 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

36.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

37.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

38.《 海 の 幸 》 左 辺 部 分 画 像/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 財 団 撮 影

39.《 海 の 幸 》 顕 微 鏡 画 像 （赤 線 と黒 線 の 部 分 ）/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 財 団撮 影

40.《 海 の 幸 》 顕 微 鏡 写 真 （金 色 の 背 景 ）/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 財 団 撮 影

41.布 良 の 地 図

42.「 布 良 海 岸 千 葉 県 館 山市 布 良 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

43.「 布 良 鼻 灯 台 よ り望 む布 良 海 岸 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提

　 　 供

44.「 青 木 繁 らが 滞 在 し た小 谷 家 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

45.「 福 田 た ね 肖像 写 真 」/1903年 頃/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会

46.福 田 た ね 《女 良 の 思 い で 》/1960年/水 彩 ・紙/27.7×39.5cm/栃 木 県 芳 賀 町教 育 委 員 会

47.福 田 た ね 《50年前 の 布 良 》/1960年/水 彩 ・紙/25.0×36.3cm/栃 木 県 芳 賀 町教 育 委 員 会

48.福 田 た ね 《館 山 の茶 屋 》/1962年/水 彩 ・紙/27.5×395cm/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会

49.「 茨 城 県 下 館 市 （現 在 の 筑 西 市 ）に あ る 『海 の 幸 』 陶 板 」/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 美 術 館 撮 影

50.「 栃 木 県 芳 賀 町 に あ る 『海 の 幸 』 陶 板 レ リ ー フ」/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 美 術 館 撮 影

51.「 け し け し 山 （久 留 米 市 ）の 青 木 繁 碑 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究

　 　 所 提 供

出 品 参 考 資 料

『青 木 繁 画 集 』/政 教 社/1913年4月

『世 界 美 術 全 集 第31巻 』/平 凡 社/1928年9月
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『明 治 美 術 名 作 大 展 示 会 図 録 洋 画 彫 刻 工 芸 』/1944年12月

『青 木 繁 』/美 術 家 シ リー ズ1/ブ リ ヂ ス トン美 術 館/1954年

「海 の 幸 」 重 要 文 化 財 指 定 書/1967年

北 川 晃 二 『青 木 繁 そ の 愛 と彷 徨 』/講 談 社/1973年

松 永 伍 一 『青 木 繁 そ の 愛 と放 浪 』/日 本 放 送 出 版 協 会/1979年

『明 星 』 巳 歳 第3号/1905年3月 （1980年1月,臨 川 書 店 に よ る復 刻 版 ）

中 島 美 千 代 『青 木 繁 と画 の 中 の 女 』/TBSブ リ タ ニ カ/1998年12月

関連事業:

土 曜 講 座 「《海 の 幸 》100年 」 →p.54

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「展 覧 会 紹 介 」 『新 美 術 新 聞 』no.1060,2005年7月1日 号

西 田健 作 「一 展 逸 点 」 （文 化 欄 ） 『朝 日新 聞 』2005年9月30日 夕 刊

「ア ー トニ ュ ー ス 」 『一 枚 の 繪 』 第410号,2005年10月 号
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〈コ ー ナ ー 展 示 〉

絵 の なかのふた り－ シ ャガール か ら靉 嘔 まで

2005年7月16日 （土 ）－9月11日 （日）

会 場:第1室 － 第2室

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館/石 橋 財 団 石 橋 美 術 館

出 品 内 容:油 彩15点,ア ク リ ル1点,グ ワ ッ シ ュ1点,素 描2点,版 画55点,

　 　 　 　 　彫 刻3点,陶 器1点 　 計78点

入 場 者 総 数:19,602人 （1日平 均384人 ）

展覧会 チラシ

出品目録：

1.恋 人 た ち

1.フ ェ リ ッ ク ス ・ヴ ァ ロ ッ ト ン 《信 頼 す る 人 》/1895年/木 版/17.9×22.3cm

2.ペ ー タ ー ・ベ ー レ ン ス 《接 吻 》/1897年/木 版/27.4×21.7cm/文 芸 誌 『パ ン 』 （1898年 第4年 次 第2

　 　 号 ）よ り

3.モ ー リ ス ・ ドニ 《慈 愛 》/リ ト グ ラ フ/30.2×25.2cm/マ ル テ ィ 版 『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』 （1893

　 　 年 第1号 ）よ り

4.コ ン ス タ ン テ イ ン ・ブ ラ ン ク ー シ 《接 吻 》/1907­10年/石 膏/H.28.0cm

5.マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル 《恋 人 た ち と マ ー ガ レ ッ トの 花 》/1949­50年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.9×

　 　 47.0cm/ポ ー ラ 美 術 館

6.マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル 《ヴ ァ ン ス の 新 月 》/1955­56年/グ ワ ッ シ ュ/64.9×50.1cm

7.マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル 《枝 》/1956­62年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/146.0×114.0cm/三 重 県 立 美 術 館（財）岡

　 　 田 文 化 財 団 寄 贈

8.ア ン ド レ ・マ ッ ソ ン 《木 の 葉 の 上 の 男 女 》/1954年/エ ッ チ ン グ/30.8×25.8cm

9.村 井 正 誠 《モ ー ドの 二 人 》/1986年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/227.8×181.9cm/世 田 谷 美 術 館

10.ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《人 間 の 堕 落 》/メ ゾ チ ン ト,エ ッ チ ン グ/18.3×29.2cm/『 聖 書 』 よ り

11.ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《神 の 裁 き 》/メ ゾ チ ン ト,エ ッ チ ン グ/19.0×29.0cm/『 聖 書 』 よ り

12.ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《楽 園 追 放 》/メ ゾ チ ン ト,エ ッ チ ン グ/19.6×29.1cm/『 聖 書 』 よ り

13.靉 嘔 《ア ダ ム と イ ヴ 》/1963­67年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/192.0×1345cm/東 京 国 立 近 代 美 術 館

14.フ ェ ル ナ ン ド ・ボ テ ロ 《ア ダ ム と イ ヴ 》 （2点1組 ）/1979年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/各237.5× 各120.6cm

　 　 /世 田 谷 美 術 館

2.ふ た り の 物 語

15.オ ノ レ ・ ド ーミ エ 《山 中 の ド ン ・キ ホ ー テ 》/1850年 頃/油 彩 ・板/39.6×31.2cm

16.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《神 秘 の 語 ら い 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.1×31.5cm
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17.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《供 物 》/油 彩 ・厚 紙/33.2×13.7cm

18.ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ フ ォ ル ツ 《サ ロ メ 》/リ ト グ ラ フ/27.3×18.7cm/文 芸 誌 『パ ン 』 （1896年 第2年 次 第3

　 　 号 ）

19.ル イ ・ア ン ク タ ン 《騎 士 と 乞 食 》/1893年/リ ト グ ラ フ/36.7×50.1cm/マ ル テ ィ 版 『レ ス タ ン プ ・

　 　 オ リ ジ ナ ル 』 （1893年 第1号 ）よ り

20.ベ ン ・シ ャ ー ン 《思 い が け ぬ 邂 逅 》/リ ト グ ラ フ/24.6×37.3cm/『 リ ル ケ 「マ ル テ の 手 記 」 よ り一 行

　 　 の 詩 の た め に… 』 （1968年 刊 行 ）よ り

21.ベ ン ・シ ャ ー ン 《遠 く か ら 近 づ い て く る の が 見 え る 別 離 》/リ ト グ ラ フ/47.4×41.3cm/『 リ ル ケ 「マ

　 　 ル テ の 手 記 」 よ り一 行 の 詩 の た め に … 』 （1968年 刊 行 ）よ り

22.ベ ン ・シ ャ ー ン 《心 を 悲 し ま せ て し ま っ た 両 親 の こ と 》/リ ト グ ラ フ/38.6×34.0cm/『 リ ル ケ 「マ ル

　 　 テ の 手 記 」 よ り 一 行 の 詩 の た め に … 』 （1968年 刊 行 ）よ り

23.ベ ン ・シ ャ ー ン 《愛 に 満 ち た あ ま た の 夜 の 回 想 》/リ ト グ ラ フ/43.7×37.1cm/『 リ ル ケ 「マ ル テ の 手

　 　 記 」 よ り一 行 の 詩 の た め に … 』 （1968年 刊 行 ）よ り

24.靉 嘔 《絵 物 語 ミ ズ ・ ア ン ド ・ ミ ス タ ー ・レ イ ン ボ ー （No.1～10） 》/1974年/ア ク リ ル ・カ ン ヴ ァ ス/

　 　 146.6×427.2cm/福 岡 市 美 術 館

3.母 と 子

25.シ ャ ル ル ・ポ ー ル ・ル ヌ ワ ー ル 《踊 り子 と 母 親 》/リ ト グ ラ フ/47.3×34.6cm/『 レ ス タ ン プ ・オ リ ジ

　 　 ナ ル 』 （1894年 第8号 ）よ り

26.シ ャ ル ル ・モ ー ラ ン 《母 と 子 》/ソ フ トグ ラ ン ド エ ッ チ ン グ/24.5×18.2cm/文 芸 誌 『パ ン 』 （1896年

　 　 第2年 次 第1号 ）よ り

27.エ ド ヴ ァ ル ト ・ム ン ク 《病 め る 子 》/1894年/ド ラ イ ポ イ ン ト/36.0×27.1cm

28.モ ー リ ス ・ ドニ 《無 題 （母 と 子 ）》/1897年 頃/リ ト グ ラ フ/24.6×17.5cm/文 芸 誌 『パ ン 』 （1897年

　 　 第3年 次 第3号 ）よ り

29.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《聖 母 子 》/1913年 頃/油 彩 ・板/27.0×21.6cm

30.藤 田 嗣 治 《母 子 像 》/リ ト グ ラ フ/48.8×35.5cm/石 橋 美 術 館

31.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《母 子 》/1919年/着 色 さ れ た セ メ ン ト/48.6×25.0cm

32.伊 原 宇 三 郎 《母 と 子 》/リ ト グ ラ フ/44.9×30.3cm

33.ヘ ン リ ー ・ム ア 《波 を 背 景 に し た 母 と 子I（ ハ ー ド グ レ ー ）》/1976年/リ ト グ ラ フ/17.6×26.6cm/

　 　 『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 （1978年 刊 行 ）

34.ヘ ン リ ー ・ム ア 《波 を 背 景 に し た 母 と 子Ⅱ （イ エ ロ ー ）》/1976年/リ ト グ ラ フ/17.6×26.6cm/『 生

　 　 誕80年 記 念 版 画 集 』 （1978年 刊 行 ）

35.ヘ ン リ ー ・ム ア 《波 を 背 景 に し た 母 と 子Ⅲ （ソ フ ト グ レ ー ）》/1976年/リ ト グ ラ フ/17.6×26.6cm/

　 　 『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 （1978年 刊 行 ）

36.ヘ ン リ ー ・ム ア 《母 と 子 （ル ー ベ ン ス 風 ）》/1979年/ブ ロ ン ズ/H.15.5cm

4.ア ト リエ の 作 家 と モ デ ル

37.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《画 家 と モ デ ル 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/89.0×115.9cm

38.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《裸 婦 像 を な が め る 彫 刻 家 と モ デ ル 》/1933年3月15日/ド ラ イ ポ イ ン ト/19.6×

　 　 27.8cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

39.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《牡 牛 と二 人 の バ ッ カ ン ト の 彫 刻 を 見 る 彫 刻 家 と モ デ ル 》/1933年3月30日/エ ッ チ ン

　 　 グ/19.6×27.0cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・ シ リ ー ズ 』 よ り

40.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《休 息 す る 彫 刻 家 、 横 た わ る モ デ ル と 彫 刻 》/1933年3月31日/エ ッ チ ン グ/19.3×

　 　 26.8cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

41.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《窓 辺 の 彫 刻 家 と モ デ ル 》/1933年4月7日/エ ッ チ ン グ/36.1×29.4cm/『 ヴ ォ ラ ー
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　 　 ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

42.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《彫 刻 家 と モ デ ル の 顔 、 大 ま た に 歩 く 青 年 の 彫 刻 》/1933年4月11日/エ ッ チ ン グ/

　 　 26.7×19.2cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

43.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《画 室 に て 》/1965年3月15日/ア ク ア チ ン ト,エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト/

　 　 24.9×38.3cm

44.安 井 曾 太 郎 《画 家 と モ デ ル 》/1934年/木 版/39.6×27.6cm/石 橋 美 術 館

45.三 雲 祥 之 助 《彫 刻 家 》/1956年/石 版/28.7×40.8cm/石 橋 美 術 館/『 春 陽 会 石 版 画 集 』 よ り

5.ペ ア

46.ア ッ テ ィ カ 赤 絵 式 ペ リ ケ 「シ レ ウ ス ・シ ー ク エ ン ス 」/《 男 女 図 》/紀 元 前5世 紀 第1四 半 期/32.2×

　 　 24.0cm

47.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 少 女 た ち 》/エ ッ チ ン グ/26.2×24.1cm/『 レ ス タ ン プ ・

　 　 オ リ ジ ナ ル 』 （1895年 最 終 号 ）よ り

48.ケ ー ス ・ヴ ァ ン ・ ド ン ゲ ン 《シ ャ ン ゼ リ ゼ 大 通 り 》/1924－25年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/68.0×52.2cm

49.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《水 浴 》/1930年10月17日/エ ッ チ ン グ/31.4×22.2cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』

　 　 よ り

50.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《二 人 の カ タ ル ー ニ ア 人 》/1934年11月29日/エ ッ チ ン グ/23.4×29.1cm/

　 　 『ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

51.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《二 人 の 裸 婦 と レ ン ブ ラ ン トの 肖 像 》/1934年1月31日/エ ッ チ ン グ/27.5×19.5cm/

　 　 『ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

52.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《頭 部 像 を 前 に す る 二 人 の 女 》/1933年3月21日/エ ッ チ ン グ/26.5×19.1cm/

　 　 『ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

53.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《二 人 の 裸 婦 》/1934年1月27日/エ ッ チ ン グ/31.5×22.3cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー

　 　 ズ 』 よ り

54.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《二 人 の 少 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/64.9×54.2cm

55.藤 田 嗣 治 《二 人 の 裸 婦 》/1927年/エ ッ チ ン グ/38.5×55.2cm/石 橋 美 術 館

56.有 馬 さ と え 《ふ た つ の 顔 》/1936年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/64.8×91.0cm/石 橋 美 術 館

57.伊 原 宇 三 郎 《二 人 の 裸 婦 》/リ ト グ ラ フ/45.5×30.0cm

58.伊 原 宇 三 郎 《二 人 の 裸 婦 》/リ ト グ ラ フ/30.7×42.7cm

59.小 磯 良 平 《二 人 》/1954年/リ ト グ ラ フ/54.3×40.5cm/石 橋 美 術 館

60.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《二 人 の 水 浴 の 女 》/1933年5月22日/エ ッ チ ン グ/29.7×36.5cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ

　 　 リ ー ズ 』 よ り

61.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《女 を あ ら わ に す る 男 》/1931年6月20日/ド ラ イ ポ イ ン ト/36.4×29.3cm/『 ヴ ォ

　 　 ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

62.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《力 ず く 》/1931年7月9日/エ ッ チ ン グ/21.9×31.0cm/『 ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』

　 　 よ り

63.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《暴 力 》/1933年4月/ア ク ア チ ン ト,エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト/27.8×19.6cm/

　 　 『ヴ ォ ラ ー ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

64.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《抱 擁 （愛 の 戦 い ）》/1933年4月23日/ド ラ イ ポ イ ン ト/29.5×36.7cm/『 ヴ ォ ラ ー

　 　 ル ・シ リ ー ズ 』 よ り

65.ア ン ド レ ・ ロ ー ト 《海 浜 》/1922年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/50.0×72.9cm

66.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《カ フ ェ テ ラ ス の ピ エ ロ と ア ル ル カ ン 》/1920年 頃/ス テ ン シ ル/21.0×26.7cm

67.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ロ ダ ン に 捧 ぐ （美 女 と 野 獣 ）》/1967年/リ ト グ ラ フ/60.2×36.0cm/単 行 書 『ロ

　 　 ダ ン 』 （ア ル テ ッ ド ・エ デ ィ シ ョ ン ・ダ ー ル,1967年 刊 行 ）の た め に 刷 ら れ た 版 画 よ り

68.古 賀 春 江 《海 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.0×91.0cm/石 橋 美 術 館
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69.古 賀 春 江 《「文 化 は 人 間 を 妨 害 す る 」 の た め の ス ケ ッ チ 》/1933年/鉛 筆 ・紙/33.6×24.4cm/石 橋

　 　 美 術 館

70.古 賀 春 江 《「文 化 は 人 間 を 妨 害 す る 」 の た め の ス ケ ッ チ 》/1933年/鉛 筆 ・紙/33.6×24.4cm/石 橋

　 　 美 術 館

71.ヘ ン リ ー ・ム ア 《柱 を 背 に す わ る 二 つ の 人 体 》/1976年/リ ト グ ラ フ/13.5×22.9cm/『 生 誕80年 記

　 　 念 版 画 集 』 （1978年 刊 ）

72.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《二 人 の 軽 業 師 と 馬 》/1955年/リ ト グ ラ フ/61.0×41.0cm

73.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《競 技 》/1956年/リ ト グ ラ フ/65.1×49.3cm

74.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《二 人 の 道 化 師 と 馬 》/1960年/リ ト グ ラ フ/64.0×48.0cm

75.棟 方 志 功 《工 楽 両 妃 の 柵 》/1960年/木 版/60.0×45.0cm/石 橋 美 術 館

76.ア ン リ=ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム 《ロ ダ ン に 捧 ぐ 》/1967年/エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ/53.0×39.3cm/単 行

　 　 書 『ロ ダ ン 』 （ア ル テ ッ ド ・エ デ ィ シ ョ ン ・ダ ー ル,1967年 刊 行 ）の た め に 刷 ら れ た 版 画 よ り

77.吉 原 英 雄 《彼 と 彼 女 》/1969年/リ ト グ ラ フ/65.5×46.5cm

78.吉 原 英 雄 《フ ィ ン ガ ーB》/1969年/リ ト グ ラ フ,エ ッ チ ン グ/54.5×40.0cm

*出 品 リス トの配 列 は,セ ク シ ョ ンご とに作 家 の 生没 年 順 と したが,セ ク シ ョ ン1につ い て は主 題 に よ る分 類 を,5に

つ い て はか た ち に よる 分類 を した う えで,そ れ ぞ れ作 家 の 生没 年 順 を優 先 した 。

*所 蔵 表 記 の な い作 品 は,す べ て ブ リヂ ス トン美術 館 蔵 。

関連事業:

土 曜 講 座 「ふ た りの 関係,二 つ の か た ち」 →p54

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「絵 の な か の ふ た り－ シ ャ ガ ー ル か ら 靉 嘔 ま で 」 『新 美 術 新 聞 』no.1063,2005年8月1・11日 合 併 号

「美 の 森 へ 絵 の な か の ふ た り－ シ ャ ガ ー ル か ら 靉 嘔 ま で 」 『週 刊 新 潮 』8月4日 号

「展 覧 会 情 報 」 『月 刊 美 術 』no.359,2005年8月20日,　 p.179­180

「イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 」 『東 京 人 』no.218,2005年9月 号,　 p.112

テ レ ビ:

「 ト ウ キ ョ ウ ・ア ー ト ・ フ ロ ン ト」 『東 京 ア フ タ ヌ ー ン サ プ リ 』　TOKYO　 MXTV,　 8月1日 放 映
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〈拡大常 設展 〉

印象 派 と20世 紀 の巨匠 たち－ モ ネ,ル ノワールか らピカ ソまで

2005年1月25日 （火 ）­7月10日 （日 ）

会 場:第1,4－10,2室

出 品 内 容:216点 （油 彩139点,水 彩 素 描 版 画73点,彫 刻4点 ）

入 場 者 総 数:55,577人 （1日 平 均386人 ）

*前 期1月25日 （火 ）­4月16日 （土 ）;後 期4月19日 （火 ）­7月10日 （日 ）

展覧会チ ラシ（前期） 展 覧会 チラ シ（後期 ）

出 品 目録:

I.近 代 絵 画 の め ざ め か ら 印 象 派 へ （第1室 ）

1.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《イ タ リ ア の 女 》/1826­28年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.4×21.3cm

2.カ ミ ー ユ ・コ ロ 《ヴ ィ ル ・ダ ヴ レ ー 》/1835­40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/51.1×46.6cm

3.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《森 の 中 の 若 い 女 》/1865年/油 彩 ・板/54.7×38.9cm

4.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《風 景 》/木 炭 ・紙/46.6×30.6cm　 ※ 前 期 の み 展 示

5.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《オ ン フ ル ー ル の ト ゥ ー タ ン 農 場 》/1845年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/44.4×63.8cm

6.カ ミ ー一ユ ・コ ロ ー 《オ ル レ ア ン 風 景 》/1845­50年/油 彩 ・板/26.9×37.3cm

7.オ ノ レ ・ ド ー ミ エ 《山 中 の ド ン ・キ ホ ー テ 》/1850年 頃/油 彩 ・板/39.6×31.2cm

8.ジ ャ ン=フ ラ ン ソ ワ ・ ミ レ ー 《乳 し ぼ り の 女 》/1854­60年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/59×72.4cm

9.シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ド ー ビ ニ 《牧 羊 場 ・朝 》/1860年/エ ッ チ ン グ/21.7×38cm　 ※ 後 期 の み 展

　 　 示

10.シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ド ー ビ ニ 《浅 瀬 》/1865年/エ ッ チ ン グ/305×37.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

11.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《雪 の 中 を 駆 け る 鹿 》/1856­57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/93.5×148.8cm

12.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《石 切 り 場 の 雪 景 色 》/1870年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/43.0×60.2cm

13.ウ ジ ェ ー ヌ ・ブ ー ダ ン 《 トル ー ヴ ィ ル 近 郊 の 浜 》/1865年 頃/油 彩 ・板/35.7×57.7cm

14.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ラ ン ピ ア 》/1867年/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/8.8×17.8cm　 ※ 後 期 の

　 　 み 展 示

15.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ペ ラ 座 の 仮 装 舞 踏 会 》/1873年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.6×38.2cm

16.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《自 画 像 》/1878­79年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/95.4×63.4cm

17.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《メ リ ー ・ロ ー ラ ン 》/1882年/パ ス テ ル ・カ ン ヴ ァ ス/41.6×37.1cm　 ※ 前 期

　 　 の み 展 示

18.エ ド ガ ー ・ ドガ 《レ オ ポ ー ル ・ル ヴ ェ ー ル の 肖 像 》/1874年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.0×54.0cm

19.エ ド ガ ー ・ ドガ 《右 足 で 立 ち,右 手 を 地 面 に の ば し た ア ラ ベ ス ク 》/1882­95年/ブ ロ ン ズ/

　 　 H.27.5cm
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20.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《森 へ 行 く 女 た ち 》/1866年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.2×92.2cm

21.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《サ ン=マ メ ス 六 月 の 朝 》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.6×73.4cm

II． 印 象 派 か ら ポ ス ト印 象 派 （第4室 ）

22.カ ミ ー ユ ・ ピ サ ロ 《ブ ー ジ ヴ ァ ル の セ ー ヌ 河 》/1870年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/51.4×82.2cm

23.カ ミ ー ユ ・ ピ サ ロ 《菜 園 》/1878年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.2×45.9cm

24.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る ジ ョ ル ジ ェ ッ ト ・シ ャ ル パ ン テ ィ エ 嬢 》/1876年/油

　 　 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/97.8×70.8cm

25.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《カ ー ニ ュ の テ ラ ス 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.3×55.0cm

26.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/35.4×27.0cm

27.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る 水 浴 の 女 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.0×44.2cm

28.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《花 の つ い た 帽 子 の 女 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.6×

　 　 50.2cm

29.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ の 洪 水 》/1872－73年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.4×73.3cm

30.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ 》/1874年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/43.0×70.0cm　 ※3月29日 －

　 　 7月10日 展 示

31.ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×73.7cm　 ※1月25日 －3月27

　 　 日 展 示

32.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/81.5×100.5cm

33.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 の 池 》/1907年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/100.6×73.5cm

34.ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏,ヴ ェ ネ ツ イ ア 》/1908年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73×92.5cm

35.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と 牛 乳 入 れ 》/1873­77年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/20.0×18.1cm

36.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1890－94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/61.2×50.1cm

37.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト=ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 と シ ャ ト ー ・ノ ワ ー ル 》/1904­06年 頃/油 彩 ・カ ン

　 　 ヴ ァ ス/66.2×82.1cm

38.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《馬 の 頭 部 の あ る 静 物 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/49.0×38.5cm

39.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《ポ ン=タ ヴ ェ ン 付 近 の 風 景 》/1888年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.9×92.2cm

40.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《乾 草 》/1889年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.4×46.2cm

41.フ ィ ン セ ン ト ・フ ァ ン ・ ゴ ッ ホ 《モ ン マ ル ト ル の 風 車 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/48.2×39.5cm

Ⅲ. .．9世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 の さ ま ざ ま な 動 き （第5室 ）

42.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《神 秘 の 語 ら い 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.1×31.5cm

43.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《供 物 》/油 彩 ・厚 紙/33.2×13.7cm

44.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《裸 婦 》/鉛 筆,パ ス テ ル ・紙/59.8×68.0cm　 ※ 前 期 の み 展 示

45.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《耳 の 細 胞 》/1894年/リ ト グ ラ フ/27.0×25.0cm　 ※ 前 期 の み 展 示

46.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《仏 陀 》/1895年/リ ト グ ラ フ/31.7×25.0cm　 ※ 前 期 の み 展 示

47.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《ス テ フ ァ ヌ ・マ ラ ル メ の 『骰 子 一 擲 』 の た め の 無 題 の 試 刷 り 》/1898年/リ ト

　 　 グ ラ フ/30.0×24.5cm　 ※ 前 期 の み 展 示

48.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《ア ン リ ー ・ベ ッ ク の 肖 像 》/1883－87年 頃/ド ラ イ ポ イ ン ト/16.0×20.5cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

49.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《ア ン ト ナ ン ・プ ル ー ス ト》/エ ッ チ ン グ/11.3×6.5cm　 ※ 前 期 の み 展 示

50.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《カ ミ ー ユ ・ ク ロ ー デ ル 》/1889年/ブ ロ ン ズ/H.24.5cm

51.ハ ン ス ・オ ル デ 《フ リ ー ド リ ヒ ・ニ ー チ ェ 》/1900年 頃/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/16.9×12.5cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

52.エ ド ヴ ァ ル ト ・ム ン ク 《病 め る 子 》/1896年/エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト/12.7×16.8cm　 ※ 後 期
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　 　 の み 展 示

53.エ ド ヴ ァ ル ト ・ム ン ク 《橋 の 上 の 少 女 た ち 》/1918年/木 版/49.6×42.7cm　 ※ 後 期 の み 展 示

54.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《コ ン カ ル ノ ー 港 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.4×53.9cm

55.ポ ー ル=エ リ ー ・ ラ ン ソ ン 《密 林 の 虎 》/1893年 頃/リ ト グ ラ フ/36.7×28.5cm　 ※ 前 期 の み 展 示

56.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《ム ー ラ ン ・ル ー ジ ュ,ラ ・グ ー リ ュ 》/1891年/リ ト グ ラ

　 　 フ/166.9×123.0cm　 ※ 前 期 の み 展 示

57.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《ム ー ラ ン ・ル ー ジ ュ に て,ラ ・グ ー リ ュ と そ の 姉 》/1892年

　 　 /リ ト グ ラ フ/45.7×34.8cm　 ※ 後 期 の み 展 示

58.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』 の 表 紙 》/1893年/リ ト グ ラ フ

　 　 /56.3×64.3cm　 ※ 後 期 の み 展 示

59.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《『ド イ ツ の バ ビ ロ ン 』》/1894年/リ ト グ ラ フ/120.6×83cm

　 　 ※ 後 期 の み 展 示

60.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《ア ン バ サ ド ゥ ー ル に て 》/1894年/リ ト グ ラ フ/30.2×

　 　 24.6cm　 ※ 後 期 の み 展 示

61.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《マ ル セ ル ・ラ ン デ 嬢,胸 像 》/1895年/リ トグ ラ フ/

　 　 32.6×24.2cm　 ※ 前 期 の み 展 示

62.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《エ グ ラ ン テ ィ ー ヌ 嬢 一 座 》/1896年/リ ト グ ラ フ/61 .6×

　 　 79.3cm　 ※ 前 期 の み 展 示

63.ア ン リ ・ ド ・ ト ゥ ル ー ズ=ロ ー ト レ ッ ク 《騎 手 》/1899年/リ ト グ ラ フ/51.6×36.3cm　 ※ 後 期 の み

　 　 展 示

64.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《灯 下 》/1899年/油 彩 ・紙/42.5×50.4cm

65.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《桃 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/36.0×38.1cm

66.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《海 岸 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/30.1×45.1cm

67.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《ヴ ェ ル ノ ン 付 近 の 風 景 》/1929年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/63.4×62.4cm

68.エ ミ ー ル ・ノ ル デ 《馬 市 の 後 》/1906年/エ ッ チ ン グ/15.3×19.2cm　 ※ 後 期 の み 展 示

69.ペ ー タ ー ・ベ ー レ ン ス 《冬 景 色 》/1900年 頃/木 版/26.6×21 .2cm　 ※ 前 期 の み 展 示

70.エ ド ゥ ワ ー ル ・ヴ ュ イ ヤ ー ル 《鏡 の 前 》/1924年 頃/パ ス テ ル ・紙/32 .9×24.9cm　 ※ 後 期 の み 展 示

71.モ ー リ ス ・ ドニ 《バ ッ カ ス 祭 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/99 .2×139.5cm

72.マ ッ ク ス ・ペ ヒ シ ュ タ イ ン 《風 景 》/1913年/エ ッ チ ン グ/32.5×39 .5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

Ⅳ.マ テ ィ ス と フ ォ ー ヴ ィ ス ム （第6室 ）

73.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《画 室 の 裸 婦 》/1899年/油 彩 ・紙/66.2×50.5cm

74.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《コ リ ウ ー ル 》/1905年/油 彩 ・厚 紙/24.5×32.4cm

75.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《縞 ジ ャ ケ ッ ト 》/1914年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/123.6×68.4cm

76.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《横 た わ る 裸 婦 》/1919年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/32 .9×40.8cm

77.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《両 腕 を あ げ た オ ダ リ ス ク 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/45 .9×38.2cm

78.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《樹 間 の 憩 い 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/59.0×72.0/個 人 蔵

79.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ル ー 川 の ほ と り 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.3×47.0cm

80.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《オ ダ リ ス ク 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.5×46.8cm

81.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《石 膏 の あ る 静 物 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.0×64.0/個 人 蔵

82.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《青 い 胴 着 の 女 》/1935年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.0×33.0cm

83.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ガ ラ ニ ス の 顔 》/1914年/エ ッ チ ン グ/14×10cm　 ※ 前 期 の み 展 示

84.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ソ フ ァ ー の 踊 り子 》/1927年/リ ト グ ラ フ/29×4.65cm　 ※ 後 期 の み 展 示

85.モ ー リ ス ・ ド ・ヴ ラ マ ン ク 《運 河 船 》/1905－06年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60 .2×73.0cm

86.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《聖 母 子 》/1913年 頃/油 彩 ・板/27.0×21.6cm
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87.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《自 画 像 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/37.2×25.3cm/個 人 蔵

Ⅴ.ピ カ ソ 版 画 集 『ヴ ォ ラ ー ル の た め の 連 作 』 と マ テ ィ ス 版 画 集 『ジ ャ ズ 』 （第7室,一 部 の 作 品 は 第8室 ）

88.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《花 冠 の 裸 婦 》/1930年/エ ッ チ ン グ/31.4×22.2cm　 ※ 前 期 の み 展 示

89.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《三 人 の 裸 婦 と 笛 を 吹 く サ テ ユ ロ ス 》/1932年/ド ラ イ ポ イ ン ト/29.7×36.7cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

90.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《軽 業 師 た ち と 馬 》/1934年/ド ラ イ ポ イ ン ト/19.8×27.9cm　 ※ 前 期 の み 展 示

91.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《牡 牛,馬 と 女 》/1934年/エ ッ チ ン グ/29.3×23.8cm　 ※ 前 期 の み 展 示

92.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《二 人 の 男,ミ ノ タ ウ ロ ス と 鳥 の 彫 刻 》/1934年/ア ク ア チ ン ト,エ ッ チ ン グ/

　 　 24.7×34.6cm　 ※ 前 期 の み 展 示

93.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《蝋 燭 の 火 に 照 ら さ れ た 女 を 見 守 る 少 年 》/1934年/ア ク ア チ ン ト,エ ッ チ ン グ/

　 　 23.6×29.7cm　 ※ 前 期 の み 展 示

94.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《抱 擁 》/1934年/エ ッ チ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト,ア ク ア チ ン ト/19.6×27.6cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

95.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《抱 擁 》/1934年/ド ラ イ ポ イ ン ト/29.8×36.9cm　 ※ 前 期 の み 展 示

96.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《レ ン ブ ラ ン ト の 顔 と さ ま ざ ま な 習 作 》/1934年/エ ッ チ ン グ/27.8×19.9cm　 ※ 前

　 　 期 の み 展 示

97.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《す わ る 彫 刻 家,横 た わ る モ デ ル,男 の 立 像 》/1933年/エ ッ チ ン グ/26.6×19.2cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

98.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《モ デ ル を 見 て 制 作 す る 彫 刻 家 》/1933年/エ ッ チ ン グ,グ ラ ト ワ ー ル/26.5×

　 　 19.1cm　 ※ 前 期 の み 展 示

99.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《す わ る 彫 刻 家 と 二 つ の 頭 部 像 》/1933年/エ ッ チ ン グ/26.5×19.1cm　 ※ 前 期 の み

　 　 展 示

100.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《裸 婦 と 馬 の 群 像 を す わ っ て な が め る 女 》/1933年/エ ッ チ ン グ/29.6×37.1cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

101.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《モ デ ル と シ ュ ル レ ア リ ス ム 彫 刻 》/1933年/エ ッ チ ン グ/26.7×19.1cm　 ※ 前 期 の

　 　 み 展 示

102.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《裸 婦 の 座 像,頭 部 像,花 瓶 》/1933年/エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/26.7×19.1cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

103.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《胸 像 を な が め る 三 人 の 仮 装 し た 人 物 》/1933年/ド ラ イ ポ イ ン ト/27.7×18.1cm

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

104.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《四 人 の モ デ ル と 頭 部 像 》/1934年/エ ッ チ ン グ,エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ/22.3×

　 　 31.5cm　 ※ 前 期 の み 展 示

105.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《娘 を 襲 う ミ ノ タ ウ ロ ス 》/1933年/エ ッ チ ン グ/19.3×26.9cm※ 前 期 の み 展 示

106.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《ミ ノ タ ウ ロ ス,酒 を 飲 む 彫 刻 家 と 三 人 の モ デ ル 》/1933年/エ ッ チ ン グ/29.7×

　 　 36.7cm　 ※ 前 期 の み 展 示

107.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《鳩 を 持 つ 少 女 に 導 か れ る 盲 目 の ミ ノ タ ウ ロ ス 》/1934年/エ ッ チ ン グ/23.8×

　 　 29.8cm　 ※ 前 期 の み 展 示

108.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《I道 化 師 》/1947年/ス テ ン シ ル/425×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

109.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅱ サ ー カ ス 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

110.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅲ ロ ワ イ ヤ ル 氏 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

111.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅳ 白 象 の 悪 夢 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

112.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅴ 馬,曲 馬 師,道 化 師 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

113.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅵ 狼 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

114.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅶ ハ ー ト》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示
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115.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅷ イ カ ロ ス 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

116.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅸ フ ォ ル ム 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

117.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《Ⅹ ピ エ ロ の 葬 式 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

118.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩIコ ドマ 兄 弟 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

119.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅡ水 槽 を 泳 ぐ女 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

120.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅢ剣 を 呑 む 人 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

121.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅣカ ウ ボ ー イ 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

122.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅤナ イ フ 投 げ 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

123.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅥ運 命 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

124.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅦ礁 湖 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

125.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅧ礁 湖 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

126.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅨ礁 湖 》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

127.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ⅩⅩトボ ガ ン （橇 ）》/1947年/ス テ ン シ ル/42.5×66.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

VI． ピ カ ソ の 絵 画 を 中 心 に （第8室 ）

128.ア ン リ ・ル ソ ー 《イ ヴ リ ー 河 岸 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.1×55.0cm

129.ア ン リ ・ル ソ ー 《牧 場 》/1910年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス 　 46.0×55.3cm

130.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《ブ ル ゴ ー ニ ュ の マ ー ル 瓶 グ ラ ス,新 聞 紙 》/1913年/油 彩,砂,新 聞 紙 ・ カ ン

　 　 ヴ ァ ス/46.0×38.0cm

131.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《生 木 と 枯 木 の あ る 風 景 》/1919年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/49.4×65.4cm

132.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《カ ッ プ と ス プ ー ン 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/16.0×27.2cm

133.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《仔 羊 を 連 れ た ポ ー ル,画 家 の 息 子,二 歳 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/130.0×

　 　 97.0cm/財 団 法 人 ひ ろ し ま 美 術 館 　 ※1月25日 －3月27日 展 示

134.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《女 の 顔 》/1923年/油 彩,砂 ・カ ン ヴ ァ ス/46.1×38.1cm

135.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《腕 を 組 ん で す わ る サ ル タ ン バ ン ク 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/130.8×98.0cm

136.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《馬 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/19.0×24.0cm/個 人 蔵

137.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《茄 子 》/1946年/油 彩,グ ワ ッ シ ュ ・紙/51.1×66.2cm

138.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《画 家 と モ デ ル 》/1963年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/89.0×115.9cm

139.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《道 化 師 》/1905年/ブ ロ ン ズ/H.40.6cm

140.ジ ョ ル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク 《梨 と 桃 》/1924年/油 彩 ・板/27.7×45.3cm　 ※3月29日 －7月10日

Ⅶ.具 象 絵 画 の 冒 険 （第9室 ）

141.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《芝 居 の 呼 び 込 み 》/1906年/油 彩 ・紙/28.1×45.0/個 人 蔵

142.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《郊 外 の キ リ ス ト》/1920­24年/油 彩 ・紙/92.0×73.6cm

143.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《ピ エ ロ 》/1925年/油 彩 ・紙/75.2×51.2cm

144.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《赤 鼻 の ク ラ ウ ン 》/1925－29年/油 彩 ・紙/75.0×52.0/個 人 蔵

145.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《裁 判 所 の キ リ ス ト》/1935年/油 彩 ・紙/75.0×105.0/個 人 蔵

146.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《エ ル サ レ ム 》/1953年/油 彩 ・紙/70×55cm/個 人 蔵

147.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《オ ー ケ ス ト ラ 》/1942年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/65.2×81.1cm

148.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ポ ワ レ の 服 を 着 た モ デ ル た ち,1923年 の 競 馬 場 》/1943年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/

　 　 45.6×109.8cm

149.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《二 人 の 少 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/64.9×54.2cm

150.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《女 と 犬 》/1923年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/81.1×65.2cm

151.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《サ ン=ド ニ 運 河 》/1906­1908年/油 彩 ・紙/53.4×74.5cm

152.ア メ デ オ ・モ デ ィ リ ア ー ニ 《若 い 農 夫 》/1918年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.4×50.3cm
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153.藤 田 嗣 治 《裸 婦 と 猫 》/1923年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/54.5×100.0/財 団 法 人 ひ ろ し ま 美 術 館

154.藤 田 嗣 治 《イ ン ク 壺 の 静 物 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/22.0×26.9cm

155.藤 田 嗣 治 《横 た わ る 女 と 猫 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.0×100.0/石 橋 美 術 館

156.藤 田 嗣 治 《 ド ル ド ー ニ ュ の 家 》/1940年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.5×53.3cm

157.国 吉 康 雄 《夢 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/51.5×76.7cm

158.国 吉 康 雄 《横 た わ る 女 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/41.3×76.4cm

159.ゲ オ ル ゲ ・ グ ロ ッ ス 《プ ロ ム ナ ー ド》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.3×125.7cm

160.カ イ ム ・ス ー テ ィ ン 《大 き な 樹 の あ る 南 仏 風 景 》/1924年/油 彩 ・紙/49.8×60.6cm

Ⅷ.抽 象 絵 画 と シ ュ ル レ ア リ ス ム （第10室 ）

161.ピ ー ト ・モ ン ド リ ア ン 《砂 丘 》/1909年/油 彩,鉛 筆 ・厚 紙/29.6×39.1cm

162.パ ウ ル ・ク レ ー 《島 》/1932年/油 彩,砂 を 混 ぜ た 石 膏 ・板/55.8×85.6cm

163.パ ウ ル ・ク レ ー 《ホ フ マ ン 風 物 語 の 情 景 》/1921年/リ ト グ ラ フ/31.7×23cm※ 前 期 の み 展 示

164.ハ ン ス ・ア ル プ 《コ ン ポ ジ シ ョ ン 》/木 版/35.5×33cm　 ※ 後 期 の み 展 示

165.ジ ョ ル ジ ョ ・デ ・キ リ コ 《吟 遊 詩 人 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/62.4×49.8cm

166.ジ ョ ア ン ・ ミ ロ 《絵 画 》/1927年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/24.1×33.0cm

167.ジ ャ ン ・ フ ォ ー ト リ エ 《人 質 の 頭 部 》/1945年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/34.2×26.4cm

168.ジ ャ ン ・ フ ォ ー ト リ エ 《旋 回 す る 線 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/59.9×73.1cm

169.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《ス カ ー フ を 巻 く エ デ ィ ッ ト ・ボ ワ ソ ナ ス 》/1947年/油 彩 ・紙/48.6×

　 　 32.3cm

170.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《暴 動 》/1961年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/100.0×80.8cm

171.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ ィ 《デ ィ エ ゴ の 胸 像 》/1954­55年/ブ ロ ン ズ/H.55.0cm

172.ザ オ ・ウ ー キ ー 《15.01.61》/1961年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/54.1×73.4cm

173.ザ オ ・ウ ー キ ー 《10.03.76》/1976年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/195.0×97.0cm

174.ザ オ ・ウ ー キ ー 《07.06.85》/1985年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/114.0×195.0cm

175.ア ン ト ニ ・ク ラ ー ヴ ェ 《王 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.7×72.8cm

176.ピ エ ー ル ・ア レ シ ン ス キ ー 《田 園 の 一 隅 》/1951年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/99.5×80.3cm

Ⅸ.日 本 の 近 代 絵 画 （第2室 ）

177.浅 井 忠 《グ レ ー の 洗 濯 場 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.3×45.5cm

178.浅 井 忠 《縫 物 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.7×45.5cm

179.黒 田 清 輝 《ブ レ ハ の 少 女 》/1891年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.6×54.0cm

180.黒 田 清 輝 《杣 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.4×60.5cm

181.藤 島 武 二 《ス イ ス 風 景 》/1908年/油 彩 ・板/23.6×32.8cm

182.藤 島 武 二 《ル ツ ェ ル ン 》/1908年/油 彩 ・板/23.5×32.8cm

183.藤 島 武 二 《黒 扇 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/63.7×42.4cm

184.藤 島 武 二 《淡 路 島 遠 望 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/53.0×72.9cm

185.藤 島 武 二 《東 海 旭 光 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.2×90.9cm

186.岡 田 三 郎 助 《臥 裸 婦 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.2×91.6cm

187.岡 田 三 郎 助 《婦 人 像 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.3×61.4cm

188.青 木 繁 《天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.3×75.4cm

189.小 出 楢 重 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1924年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/126.0×91.3cm

190.小 出 楢 重 《横 た わ る 裸 身 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/49.8×72.9cm

191.中 村 彝 《自 画 像 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.6×61.0cm

192.安 井 曾 太 郎 《薔 薇 》/1932年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/63.0×51.9cm　 ※1月25日 －3月27日 展 示
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193.安 井 曾 太 郎 《F夫 人 像 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/88.0×66.0cm/個 人 蔵 　 ※1月25日 －3月27

　 　 日 展 示

194.安 井 曾 太 郎 《安 倍 能 成 君 像 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/66.9×47.0cm　 ※1月25日 －3月27日 展 示

195.梅 原 龍 三 郎 《脱 衣 婦 》/1912年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.0×38.6cm　 ※3月29日 －7月10日 展 示

196.梅 原 龍 三 郎 《ノ ー ト ル ダ ム 》/1965年/油 彩,金 泥,銀 泥 ・金 箔 押 し し た 羊 皮 紙/42.6×35.0cm

　 　 ※3月29日 －7月10日 展 示

197.梅 原 龍 三 郎 《軽 井 沢 秋 景 》/1972年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.2×116.9cm　 ※3月29日 －7月10日 展 示

198.岸 田 劉 生 《南 瓜 を 持 て る 女 》/1914年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.0×60.2cm

199.岸 田 劉 生 《麗 子 坐 像 》/1920年/水 彩 ・紙/34.5×47.5cm　 ※ 後 期 の み 展 示

200.岸 田 劉 生 《冬 瓜 図 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.0×45.5cm/個 人 蔵 　 ※ 前 期 の み 展 示

201.長 谷 川 利 行 《動 物 園 風 景 》/1937年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.5×52.7cm/石 橋 美 術 館

202.古 賀 春 江 《涯 し な き 逃 避 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.2×90.8cm

203.古 賀 春 江 《感 傷 の 静 脈 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.7×90.8cm

204.岡 鹿 之 助 《雪 の 発 電 所 》/1956年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.8×90.9cm

205.岡 鹿 之 助 《望 楼 》/1960年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/37.8×45.4cm　 ※ 前 期 の み 展 示

206.佐 伯 祐 三 《テ ラ ス の 広 告 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.2×65.4cm

207.佐 伯 祐 三 《ガ ラ ー ジ ュ 》/1927­28年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ア ス/60.4×73.9cm

208.関 根 正 二 《子 供 》/1919年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/60.9×45.7cm

209.猪 熊 弦 一 郎 《青 い 星 座 》/1983年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/111.0×96.0cm/石 橋 美 術 館

210.猪 熊 弦 一 郎 《ス ペ ー ス 旅 行 基 地 》/1986年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/111.8×96.0cm

211.鳥 海 青 児 《川 沿 い の 家 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.5×60.5cm

212.山 口 長 男 《累 形 》/1958年/油 彩 ・板/90.3×90.7cm/石 橋 美 術 館

213.脇 田 和 《鳥 を 飼 う 人 》/1958年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/49.7×60.7cm/石 橋 美 術 館

214.杉 全 直 《キ ッ コ ウ 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/227.0×182.0cm/石 橋 美 術 館

215.野 見 山 暁 治 《鉱 山 （や ま ）か ら 》/1984年/グ ワ ッ シ ュ,イ ン ク ・紙/57.2×50.3cm/石 橋 美 術 館

　 　 ※ 後 期 の み 展 示

216.野 見 山 暁 治 《風 の 便 り》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/112.3×145.8cm/石 橋 美 術 館 　 ※ 後 期 の み

　 　 展 示

*所 蔵 表記 の ない作 品 はすべ て ブ リヂ ス トン美術 館 蔵 。

広報記録：

新 聞 ・雑 誌:

「Prime　location　puts　museum　on　the　map」　『Japan　Times』　2005年1月25日

「今 週 の 一 点 帽 子 を か ぶ っ た 自画 像 」 『毎 日新 聞 』2005年6月1日 夕刊

「印 象 派 と20世 紀 の 巨 匠 た ち 展 」 『新 美 術 新 聞 』2005年6月11日

「近 代 美 術 の 発 展 に 寄 与 した 巨 匠 た ち の 豊 か な 個 性 と魅 力 に 触 れ る 」 『一 枚 の 繪 』 第405号,2005年5月 号,

p.102

「巨 大 都 市 の 隔 絶 さ れ た 空 間 印 象 派 の 名 画 に悦 楽 の ひ と と き」 『日経 お と な のOFF』 通 巻45号,2005年6月 号,

p.42­45

「心 で 見 た い 一 枚 の 絵 カ ンバ ス に焼 き付 け た少 女 の 一 瞬 の 輝 き」 『月 刊 茶 の 間 』 第26巻7号 （通 巻301号 ）,2005

年7月 号,p.118­121
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印象派 と20世紀の美術

2005年10月15日 （土 ）­2006年3月26日 （日）

会 場:エ ン トラ ンス,階 段,彫 刻 ギ ャ ラ リーI,Ⅱ,第1室 － 第10室

出 品 内 容:全 館 の 展 示 施 設 を用 い た所 蔵 作 品 の 展 示 お よ び 安 井 曾 太 郎 没 後

　 　 　 　 　50年 コ ー ナ ー 展 示 。 絵 画132点,彫 刻35点,陶 器13点 　 計180

　 　 　 　 　点

展覧会 チラシ

出 品 目録:

[エ ン ト ラ ン ス]

　 1.ク リ ス チ ャ ン ・ダ ニ エ ル ・ラ ウ ホ 《勝 利 の 女 神 》/大 理 石/H.231.0cm

2.バ ー バ ラ ・ヘ ッ プ ワ ー ス 《翼 の あ る 人 物I》/1957年/真 鍮,鉄 線/H.145.5cm

[階 段]

3.ア リ ス テ ィ ド ・マ イ ヨ ー ル 《欲 望 》/1905­08年/ブ ロ ン ズ/119.5×114.4cm

[彫 刻 ギ ャ ラ リ ーI]

4.コ ン ス タ ン テ ィ ン ・ブ ラ ン ク ー シ 《接 吻 》/1907­10年/石 膏/H.28.0cm　 ※10/15－11/6展 示

5.ア レ キ サ ン ダ ー ・ア ー キ ペ ン コ 《ゴ ン ド ラ の 船 頭 》/1914年/ブ ロ ン ズ/H.83.0cm

6.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《三 美 神 》/1950年/ブ ロ ン ズ/H.76.7cm

7.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ポ モ ナ （ト ル ソ ）》/1951年/黒 檀/H.131.0cm

8.ヘ ン リ ー ・ム ア 《横 た わ る 人 体 》/1976年/ブ ロ ン ズ/H.39.8cm

9.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《騎 手 》/1952年/ブ ロ ン ズ/H.58.0cm

10.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《騎 手 の た め の 構 想 》/1955年/ブ ロ ン ズ/H.55.8cm

[彫 刻 ギ ャ ラ リ ーⅡ]

11.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《立 て る フ ォ ー ネ ス 》/1884年 頃/大 理 石/H.71.0cm

12.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《考 え る 人 》/鋳 造1902年 頃 （原 型1880年 ）/ブ ロ ン ズ/H.37.7cm

13.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》/鋳 造1904年 （原 型1876­77年 ）/ブ ロ ン ズ/H.63.5cm

14.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《風 の 中 の ベ ー トー ヴ ェ ン 》/1904­08年/ブ ロ ン ズ/

　 　 H.124.8cm

15.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《弓 を ひ くヘ ラ ク レ ス 》/1909年/ブ ロ ン ズ/H.78.5cm

16.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ペ ネ ロ ー プ 》/1909年/ブ ロ ン ズ/H.118.1cm
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[第3室]古 代 コ レ ク シ ョ ン

17.《 女 の 胸 像 》/メ ソ ポ タ ミ ア/紀 元 前24世 紀/閃 緑 岩/H.55.0cm

18.《 セ ク メ ト神 像 》/エ ジ プ ト/紀 元 前14世 紀/黒 花 崗 岩/H.177.0cm

19.レ リ ー フ 断 片 《柘 榴 と葡 萄 》/エ ジ プ ト/ア マ ル ナ 時 代 （紀 元 前1360年 頃 ）/石 灰 石/22.5×36.0cm

20.レ リ ー フ 断 片 《ア ヌ ビ ス 神 礼 拝 図 》/エ ジ プ ト/紀 元 前13世 紀/砂 岩/66.0×58.0cm

21.レ リ ー フ 断 片 《神 牛 》/エ ジ プ ト/紀 元 前1300­1200年/石/29.0×30.2cm

22.《 彩 色 木 棺 》/エ ジ プ ト/紀 元 前13世 紀/木/110.0×43.0cm

23.レ リ ー フ 断 片 《ホ ル ス 神 》/エ ジ プ ト/紀 元 前1000­350年/大 理 石/26.0×28.0cm

24.《 聖 猫 》/エ ジ プ ト/紀 元 前950­660年/ブ ロ ン ズ/H.48.2cm

25.《 獅 子 頭 部 》/ギ リ シ ア/紀 元 前5世 紀/大 理 石/H.42.0cm

26.《 哲 人 の 顔 》/ギ リ シ ア/紀 元 前4世 紀/大 理 石/H.29.4cm

27.《 ヴ ィ ー ナ ス 》/ギ リ シ ア/ヘ レ ニ ズ ム 期 （紀 元 前3世 紀­紀 元 前1世 紀 ）/大 理 石/H.139.0cm

28.《 ア テ ナ 頭 部 》/ギ リ シ ア/グ レ コ=ロ ー マ ン様 式/大 理 石/H.37.0cm

29.コ リ ン トス 式 球 形 ア リ ュ バ ロ ス 《鷲 と 鶏 》/紀 元 前610­590年/H.10.8cm

30.ア ッ テ ィ カ 黒 像 式 頸 部 ア ン フ ォ ラ 《ヘ ラ ク レ ス と ケ ル ベ ロ ス 》/紀 元 前520­510年/H.35.2cm

31.ア ッ テ ィ カ 黒 像 式 オ イ ノ コ エ 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と マ イ ナ ス 》/紀 元 前500年 頃/H.23.0cm

32.ア ッ テ ィ カ 黒 像 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス,サ テ ユ ロ ス と マ イ ナ ス 》/紀 元 前490­480年/

　 　 H.15.0cm

33.ア ッ テ ィ カ 黒 像 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と ア リ ア ド ネ 》/紀 元 前490­480年/H.19.2cm

34.ア ッ テ ィ カ 黒 像 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と マ イ ナ ス 》/紀 元 前490­480年/H.19.2cm

35.ア ッ テ ィ カ 赤 像 式 キ ュ リ ク ス 《サ テ ユ ロ ス 》/紀 元 前5世 紀 中 頃/H.7.3cm

36.ア ッ テ ィ カ 白 地 レ キ ュ ト ス 《墓 参 図 》/紀 元 前425­400年 頃/H.29.7cm

37.ア ッ テ ィ カ 赤 像 式 レ ベ ス ・ガ ミ コ ス 《ニ ケ と女 性 》/紀 元 前400­375年 頃/H.16.5cm

38.カ ン パ ニ ア 赤 像 式 魚 文 皿/紀 元 前375­350年 頃/H.6.0cm

39.カ ン パ ニ ア 赤 像 式 ヒ ュ ド リ ア 《デ ィ オ ス ク ー ロ イ 》/紀 元 前350年 頃/H.32.5cm

40.ア ッ テ ィ カ 赤 像 式 ヒ ュ ド リ ア 《エ ロ ス 》/紀 元 前350­325年 頃/H.23.5cm

41.ア プ リ ア 赤 像 式 柱 形 把 手 ク ラ テ ル 《男 女 図 》/紀 元 前330年 頃/H.44.5cm

42.建 築 装 飾 フ リ ー ズ 部 分 《泉 水 に 向 か う 二 頭 の 馬 》/エ ト ル リ ア/紀 元 前550­540年/彩 色 テ ラ コ ッ タ

　 　 　 /48.5×50.7cm

43.《 ヴ ィ ー ナ ス の 頭 部 》/ロ ー マ/大 理 石/H.29.0cm

44.壁 画 断 片 《デ ィ オ ニ ソ ス 図 》/ヘ ル ク ラ ネ ウ ム/1世 紀/フ レ ス コ/20.5×54.5cm

45.モ ザ イ ク 断 片 《牧 神 頭 部 》/ロ ー マ （オ ス テ ィ ア ）/1世 紀/47.0×43.5cm

46.《 人 物 像 》/シ リ ア1­2世 紀/石 灰 石/H55.3cm

[第1室]西 洋 絵 画 の 伝 統 と 近 代 芸 術 の め ざ め

47.レ ン ブ ラ ン ト ・ フ ァ ン ・ レ イ ン 《聖 書 あ る い は 物 語 に 取 材 し た 夜 の 情 景 》/1626­28年/油 彩 ・銅 板

　 　 /22.1×17.1cm

48.ア ン トニ ー ・ヤ ン ス ゾ ー ン ・ フ ァ ン ・デ ル ・ ク ロ ー ス 《レ イ ス ウ ェ イ ク 城 》/油 彩 ・板/59.4×

　 　 89.2cm

49.グ レ ゴ リ オ ・ラ ッ ザ リ ー ニ 《黄 金 の 子 牛 の 礼 拝 》/1700­07頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/91.2×148.4cm

50.ジ ャ ン ・バ テ ィ ス ト ・パ テ ル 《水 浴 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/56.7×65.5cm

51.ト マ ス ・ゲ イ ン ズ バ ラ 《婦 人 像 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/77.7×64.1cm

52.ジ ャ ン=オ ー ギ ュ ス ト=ド ミ ニ ク ・ア ン グ ル 《若 い 女 の 頭 部 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.8×32.3cm

53.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《イ タ リ ア の 女 》/1826­28年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.4×21.3cm

54.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《ヴ ィ ル ・ ダ ヴ レ ー 》/1835­40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/51.1×46.6cm
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55.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《オ ン フ ル ー ル の ト ゥ ー タ ン 農 場 》/1845年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/44 .4×63.8cm

56.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《森 の 中 の 若 い 女 》/1865年/油 彩 ・板/54.7×38.9cm

57.ジ ャ ン=フ ラ ン ソ ワ ・ ミ レ ー 《乳 し ぼ り の 女 》/1854­60年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/59.0×72.4cm

58.シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ド ー ビ ニ ー 《レ ・サ ー ブ ル=ド ロ ン ヌ 》/油 彩 ・板/39.1×67.1cm

59.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《雪 の 中 を 駆 け る 鹿 》/1856­57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/93.5×148.8cm

60.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《石 切 り 場 の 雪 景 色 》/1870年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/43.0×60.2cm

[第4室]　 印 象 派 の 時 代

61.ウ ジ ェ ー ヌ ・ブ ー ダ ン 《 ト ル ー ヴ ィ ル 近 郊 の 浜 》/1865年/油 彩 ・板/35.7×57.7cm

62.カ ミ ー ユ ・ピ サ ロ 《ブ ー ジ ヴ ァ ル の セ ー ヌ 河 》/1870年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/51.4×82.2cm

63.カ ミ ー ユ ・ピ サ ロ 《菜 園 》/1878年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.2×45.9cm

64.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ペ ラ 座 の 仮 装 舞 踏 会 》/1873年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.7×38.2cm

65.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《自 画 像 》/1878­79年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/95.4×63.4cm

66.エ ドガ ー ・ ド ガ 《レ オ ポ ー ル ・ル ヴ ェ ー ル の 肖 像 》/1874年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.0×54.0cm

67.エ ドガ ー ・ ド ガ 《右 足 で 立 ち,右 手 を 地 面 に の ば し た ア ラ ベ ス ク 》/1882.95年/ブ ロ ン ズ/

　 　 H.27.5cm

68.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《森 へ 行 く女 た ち 》/1866年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.2×92.2cm

69.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《サ ン ニマ メ ス 六 月 の 朝 》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.6×73.4cm

70.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ の 洪 水 》/1872­73年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/54.4×73.3cm

71.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ 》/1874年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/43.0×70.0cm

72.ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×73.7cm

73.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 》/1903年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/81.5×100.5cm

74.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 の 池 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.6×73.5cm

75.ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏,ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1908年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/73.0×925cm

76.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る ジ ョ ル ジ ェ ッ ト ・ シ ャ ル パ ン テ ィ エ 嬢 》/1876年/油

　 　 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/97.8×70.8cm

77.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《カ ー ニ ュ の テ ラ ス 》/1905年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/46.3×

　 　 55.0cm

78.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/35.4×27.0cm

[第5室]　 印 象 派 以 後

79.ア ド ル フ ・モ ン テ ィ セ リ 《庭 園 の 貴 婦 人 》/1870­80年/油 彩 ・板/42.2×55.9cm

80.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と 牛 乳 入 れ 》/1873­77年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/20.0×18.1cm

81.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1890­94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/61.2×50.1cm

82.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト=ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 と シ ャ ト ー ・ノ ワ ー ル 》/1904­06年 頃/油 彩 ・カ ン

　 　 ヴ ァ ス/66.2×82.1cm

83.ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《ボ ン=タ ヴ ェ ン 付 近 の 風 景 》/1888年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/72.9×92.2cm

84.ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《乾 草 》/1889年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/55.4×46.2cm

85.フ ィ ン セ ン ト ・フ ァ ン ・ゴ ッ ホ 《モ ン マ ル ト ル の 風 車 》/1886年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/48.2×39.5cm

86.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《灯 下 》/1899年/油 彩 ・紙/42.5×50.4cm

87.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《海 岸 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/30.1×45.1cm

88.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《桃 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/36.0×38.1cm

89.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《ヴ ェ ル ノ ン 付 近 の 風 景 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/63.4×62.4cm

90.モ ー リ ス ・ ドニ 《バ ッ カ ス 祭 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/99.2×139.5cm
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[第6室]　 マ テ ィ ス と フ ォ ー ヴ ィ ス ム

91.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《カ ミ ー ユ ・ク ロ ー デ ル 》/1889年/ブ ロ ン ズ/H.24.5cm

92.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《静 物 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/7.0×9.0cm/個 人 蔵

93.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《コ リ ウ ー ル 》/1905年/油 彩 ・厚 紙/24.5×32.4cm

94.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《縞 ジ ャ ケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/123.6×68.4cm

95.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《横 た わ る 裸 婦 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/32.9×40.8cm

96.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《両 腕 を あ げ た オ ダ リ ス ク 》/1921年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/45.9×38.2cm

97.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《樹 間 の 憩 い 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/59.0×72.0cm/個 人 蔵

98.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ル ー 川 の ほ と り 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.3×47.0cm

99.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《オ ダ リ ス ク 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.5×46.8cm

100.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《石 膏 の あ る 静 物 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.0×64.0cm/個 人 蔵

101.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《青 い 胴 着 の 女 》/1935年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/46.0×33.0cm

102.モ ー リ ス ・ ド ・ヴ ラ マ ン ク 《運 河 船 》/1905­06年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.2×73.0cm

103.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《自 画 像 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/37.2×25.3cm/個 人 蔵

[第7室]19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 の さ ま ざ ま な 動 きI

104.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《芝 居 の 呼 び 込 み 》/1906年/油 彩 ・紙/28.1×45.0cm/個 人 蔵

105.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《郊 外 の キ リ ス ト》/1920­24年/油 彩 ・紙/92.0×73.6cm

106.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《赤 鼻 の ク ラ ウ ン 》/1925­29年/油 彩 ・紙/個 人 蔵

107.ジ ョ ル ジ ュ ・ル オ ー 《裁 判 所 の キ リ ス ト》/1935年/油 彩 ・紙/75.0×105.0cm/個 人 蔵

108.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《サ ン=ド ニ 運 河 》/1906­19年/油 彩 ・紙/53.4×74.5cm

109.ア メ デ オ ・モ デ ィ リ ア ー ニ 《若 い 農 夫 》/1918年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.4×50.3cm

110.カ イ ム ・ス ー テ ィ ン 《大 き な 樹 の あ る 南 仏 風 景 》/1924年/油 彩 ・紙/49.8×60.6cm

[第8室]19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 の さ ま ざ ま な 動 きⅡ

111.ア ン リ ・ル ソ ー 《牧 場 》/1910年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/46.0×55.3cm

112.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《静 物 》/1915­20年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.2×45.9cm

113.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《オ ー ケ ス ト ラ 》/1942年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.2×81.1cm

114.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ポ ワ レ の 服 を 着 た モ デ ル た ち 》/1943年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.6×109.8cm

115.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《道 化 師 》/1905年/ブ ロ ン ズ/H.40.6cm

116.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《ブ ル ゴ ー ニ ュ の マ ー ル 瓶 》/1913年/油 彩,砂,新 聞 ・カ ン ヴ ァ ス/46.3×38.4cm

117.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《生 木 と 枯 木 の あ る 風 景 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/49.4×65.4cm

118.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《カ ッ プ と ス プ ー ン 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/16.0×27.2cm

119.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《女 の 顔 》/1923年/油 彩,砂 ・カ ン ヴ ァ ス/46.1×38.1cm

120.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《腕 を 組 ん で す わ る サ ル タ ン バ ン ク 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/130.8×98.0cm

121.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《馬 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/19.0×24.0cm/個 人 蔵

122.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《茄 子 》/1946年/油 彩,グ ワ ッ シ ュ,コ ラ ー ジ ュ ・紙/51.1×66.2cm

123.ジ ョ ル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク 《梨 と 桃 》/1924年/油 彩 ・板/27.7×45.3cm

124.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《女 と 犬 》/1923年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/81.1×65.2cm

[第9室]　 抽 象 絵 画 を 中 心 に

125.ピ ー ト ・モ ン ド リ ア ン 《砂 丘 》/1909年/油 彩,鉛 筆 ・厚 紙/29.6×39.1cm

126.パ ウ ル ・ク レ ー 《島 》/1932年/油 彩,砂 を 混 ぜ た 石 膏 ・板/55.2×85.2cm

127.ジ ョ ル ジ ョ ・デ ・キ リ コ 《吟 遊 詩 人 》/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/62.4×49.8cm

128.ジ ョ ー ジ ・グ ロ ス 《プ ロ ム ナ ー ド》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.3×125.7cm
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129.ジ ョ ア ン ・ ミ ロ 《絵 画 》/1927年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/24.1×33.0cm

130.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《人 質 の 頭 部 》/1945年/油 彩 ・紙/34.2×26.4cm

131.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《旋 回 す る 線 》/1963年/油 彩 ・紙/59.9×73.1cm

132.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《ス カ ー フ を 巻 く エ デ ィ ッ ト ・ボ ワ ソ ナ ス 》/1947年/油 彩 ・紙/48.6×

　 　 32.3cm

133.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《暴 動 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.0×80.8cm

134.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ ィ 《デ ィ エ ゴ の 胸 像 》/1954­55年/ブ ロ ン ズ/H.55.0cm

135.ザ オ ・ウ ー キ ー 《15.01.61》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54.1×73.4cm

136.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《10.06.75》/1975年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/65.0×81.0cm

137.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《10.03.76》/1976年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/195.1×97.1cm

138.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《07.06.85》/1985年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/114.8×195.2cm

139.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《21.Sep.50》/1950年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/37.8×46.0cm（ 追 加 出 品 ）

140.ピ エ ー ル ・ ア レ シ ン ス キ ー 《田 園 の 一 隅 》/1951年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/99.5×80.3cm

[第10室]　 日 本 の 近 代 絵 画I

141.浅 井 忠 《グ レ ー の 洗 濯 場 》/1901年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/33.3×45.5cm

142.黒 田 清 輝 《ブ レ ハ の 少 女 》/1891年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.6×54.0cm

143.黒 田 清 輝 《杣 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.4×60.5cm

144.藤 島 武 二 《黒 扇 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/63.7×42.4cm

145.藤 島 武 二 《糸 杉 （ヴ ィ ラ ・ フ ァ ル コ ニ エ リ ）》/1908­09年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/39.5×36.6cm

146.藤 島 武 二 《ロ ー マ の 遺 跡 》/1908­09年/油 彩 ・板/35.1×26.2cm

147.藤 島 武 二 《半 裸 婦 人 像 》/1908­09年/油 彩 ・紙/30.5×28.5cm

148.岡 田 三 郎 助 《臥 裸 婦 》/1901年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.2×91.9cm

149.青 木 繁 《海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/36.6×73.0cm

150.青 木 繁 《天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.3×75.5cm

151.川 上 凉 花 《麦 秋 》/1919年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/53.0×45.5cm

152.中 村 彝 《自 画 像 》/1909年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.6×61.0cm

153.岸 田 劉 生 《街 道 （銀 座 風 景 ）》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.5×45.9cm

154.岸 田 劉 生 《南 瓜 を 持 て る 女 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.0×60.2cm

[第2室]　 日 本 の 近 代 絵 画Ⅱ

155.藤 島 武 二 《淡 路 島 遠 望 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/53.0×72.9cm

156.藤 島 武 二 《東 海 旭 光 》/1932年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/65.2×90.9cm

157.藤 田 嗣 治 《猫 の い る 静 物 》/1939­40年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.6×99.9cm

158.藤 田 嗣 治 《 ドル ドー ニ ュ の 家 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.5×53.3cm

159.小 出 楢 重 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/126.0×91.3cm

160.小 出 楢 重 《横 た わ る 裸 身 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/50.0×72.9cm

161.安 井 曾 太 郎 《風 景 》/1911年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.0×46.0cm

162.安 井 曾 太 郎 《水 車 小 屋 》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.0×46.5cm/石 橋 美 術 館

163.安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/128.0×193.0cm/石 橋 美 術 館

164.安 井 曾 太 郎 《薔 薇 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/63.0×51.9cm

165.安 井 曾 太 郎 《玉 蟲 先 生 像 》/1934年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/475×39.0cm/石 橋 美 術 館

166.安 井 曾 太 郎 《F夫 人 像 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/88.0×66.0cm/個 人 蔵

167.安 井 曾 太 郎 《 り ん ご 》/1942年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/31.0×51.5cm/石 橋 美 術 館

168.安 井 曾 太 郎 《桜 》/1946年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×55.0cm
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169.安 井 曾 太 郎 《レ モ ン と メ ロ ン 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.5×37.9cm/石 橋 美 術 館

170.安 井 曾 太 郎 《安 倍 能 成 君 像 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/66.9×47.0cm

171.梅 原 龍 三 郎 《脱 衣 婦 》/1912年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.0×38.6cm

172.梅 原 龍 三 郎 《ノ ー トル ダ ム 》/1965年/油 彩,金 泥,銀 泥 ・金 箔 押 し し た 羊 皮 紙/42.6×35.0cm

173.古 賀 春 江 《涯 し な き 逃 避 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.6×91.2cm

174.古 賀 春 江 《感 傷 の 静 脈 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.9×91.4cm

175.古 賀 春 江 《厳 し き 伝 統 》/1931年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/111.2×144.0cm/石 橋 美 術 館

176.岡 鹿 之 助 《雪 の 発 電 所 》/1956年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/72.8×90.9cm

177.国 吉 康 雄 《夢 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/51.5×76.7cm

178.国 吉 康 雄 《横 た わ る 女 》/1929年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/41.3×76.4cm

179.佐 伯 祐 三 《ガ ラ ー ジ ュ 》/1927­28年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.6×73.6cm

180.関 根 正 二 《子 供 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.9×45.7cm

*所 蔵 表 記 の な い作 品 は,す べ て ブ リヂ ス トン美術 館 蔵 。
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展 覧会　 石橋美術館

〈特 別 展 〉

琉球の美

2005年8月2日 （火 ）－9月11日 （日）

会 場:別 館

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館/西 日 本 新 聞 社

後 援:「 織 の 海 道 」 実 行 委 員 会/沖 縄 県/久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員

　 　 　 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会/琉 球 新 報/沖 縄 テ レ ビ放 送/

　 　 　 NHK福 岡 放 送 局

協 力:日 本 航 空

出 品 内 容:染 織34件,陶 器16件,漆 器13件,写 真 資 料1件,合 計64件

入 場 者 総 数:7,692人 （1日平 均220人 ）

展 覧 会 ポ ス タ ー

出 品 目録:

陶 器

1.壼 屋 焼 《焼 締 白差 屋 根 獅 子 》/一 基/19世 紀/陶 器/高 さ33.1cm/沖 縄 県 立 博 物 館

2.喜 名 焼 《焼 締 三 耳 味 噌 甕 》/一 口/16­17世 紀/陶 器/高 さ65.0cm/胴 径38.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

3.知 花 焼 《焼 締 黒 釉 瓶 子 》/一 口/16­17世 紀/陶 器/高 さ22.0cm/胴 径13.3cm/沖 縄 県 立 博 物 館

4.壺 屋 焼 《荒 焼 七 合 徳 利 》/一 口/18世 紀/陶 器/高 さ29.7cm/胴 径10.8cm/沖 縄 県 立 博 物 館

5.湧 田 焼 《灰 釉 無 地 碗 》/一 口/17­18世 紀/陶 器/高 さ6.7cm/口 径13.3cm/沖 縄 県 立 博 物 館

6.湧 田 焼 《灰 釉 鉄 絵 碗 》/一 口/17­18世 紀/陶 器/高 さ6.1cm/口 径13.2cm/沖 縄 県 立 博 物 館

7.湧 田 焼 《仲 村 渠 致 元 》/一 枚/象 嵌 色 差 粟 文 菊 花 皿/18世 紀/陶 器/高 さ4.4cm/径22.8cm/

　 　 沖 縄 県 立 博 物 館

8.壺 屋 焼 《白釉 黒 流 掛 か ら か ら》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ7.1cm/胴 径12.8cm/沖 縄 県 立 博 物 館

9.壼 屋 焼 《褐 釉 緑 釉 流 掛 面 取 抱 瓶 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ11.8cm/幅17.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

10.壼 屋 焼 《釘 彫 抱 瓶 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ11.8cm/幅19.8cm/沖 縄 県 立 博 物 館

11.壼 屋 焼 《象 嵌 や は た 文 渡 名 喜 瓶 》/一 口/18世 紀/陶 器/高 さ16.5cm/胴 径8.8cm/

　 　 沖 縄 県 立 博 物 館

12.壼 屋 焼 《琉 球 三 島 渡 名 喜 瓶 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ20.0cm/胴 径6.1cm/沖 縄 県 立 博 物 館

13.壼 屋 焼 《線 彫 家 紋 呉 須 差 嘉 瓶 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ37.5cm/最 大 径18.6cm/

　 　 沖 縄 県 立 博 物 館

14.壺 屋 焼 《緑 釉 嘉 瓶 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ34.0cm/最 大 径14.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

15.壺 屋 焼 《呉 須 絵 山水 文 丁 子 風 炉 》/一 口/19世 紀/陶 器/高 さ26.0cm/最 大 径19.5cm/

　 　 沖 縄 県 立 博 物 館

16.壺 屋 焼 《な ま こ釉 飴 釉 流 掛 香 炉 》/一 口/18世 紀/陶 器/高 さ15.2cm/口 径10.2cm/

　 　 沖 縄 県 立 博 物 館
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王 家 の衣 裳

17.《 黄 色 地 鳳 凰 瑞 雲 霞 文 衣 裳 》/一 領/18－19世 紀/絹/丈130.0cm/裄62.0cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

18.《 黄 色 地 牡 丹 尾 長 鳥 流 水 菖 蒲 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/縮 緬/丈139.0cm/裄65.0cm/那 覇 市/

　 　 重 要 文 化 財

19.《 白 地 霞 枝 垂 桜 燕 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/苧 麻/丈134.0cm/裄66.0cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

20.《 白 地 鶴 霞 菖 蒲 楓 桜 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/苧 麻/丈112.5cm/裄45.7cm/那 覇 市/

　 　 重 要 文 化 財

21.《 空 色 地 流 水 蛇 籠 鶴 菖 蒲 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/苧 麻/丈123.0cm/裄50.0cm/那 覇 市/

　 　 重 要 文 化 財

22.《 空 色 地 花 籠 燕 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/苧 麻/丈143.0cm/裄69.0cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

23.《 白地 竹 蝙 蝠 牡 丹 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/縮 緬/丈99.0cm/裄48.5cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

24.《 白 地左 三 ッ 巴 紋 散 桜 文 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/木 綿/丈146.0cm/裄67.7cm/那 覇 市/

　 　 重 要 文 化 財

25.《 紺 地左 三 ッ 巴 紋 散 文 衣 裳 》/一 領/19世 紀/苧 麻/丈138.4cm/裄67.1cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

26.《 黄 色 地 破 格 子 文 絣 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/絹/丈67.0cm/裄48.5cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

27.《 黄 色 地 枡 形 文 絣 衣 裳 》/一 領/18­19世 紀/芭 蕉/丈10.95cm/裄62.5cm/那 覇 市/重 要 文 化 財

紅 型

28.《 白 地 牡 丹 唐 草 幾 何 学 文 衣 裳 》/一 領/木 綿/丈121.0cm/裄60.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

29.《 染 分 地 山 並 菖 蒲 菊 椿 柴 垣 文 衣 裳 》/一 領/19世 紀/木 綿/丈151.0cm/裄70.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

30.《 白 地 葵 菊 水 文 衣 裳 》/一 領/19世 紀/桐 板/丈142.0cm/裄69.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

31.《 浅 地 稲 妻 松 窓 絵 散 文 衣 裳 》/一 領/木 綿/丈133.5cm/裄62.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

32.《 紺 地 鶴 亀 松 竹 梅 文 風 呂 敷 》/一 枚/19世 紀/苧 麻/縦77.0cm/横78.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

33.《 白 地 雲 鳳 凰 藤 文 型 紙 》/一 枚/19世 紀/奉 書 紙/縦56.0cm/横42.3cm/沖 縄 県 立 博 物 館

34.《 染 地 桐 菊 文 型 紙 》/一 枚/1833年/奉 書 紙/縦38.0cm/横42.4cm/沖 縄 県 立 博 物 館

35.《 白 地 鉄 線 花 文 裂 地 》/一 枚/19世 紀/桐 板/縦19.0cm/横39.2cm/沖 縄 県 立 博 物 館

36.《 白 地 藤 牡 丹 鳳 凰 文 裂 地 》/一 枚/19世 紀/苧 麻/縦134.0cm/横119.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

37.《 白 地 よ ろ け縞 文 手 巾 》/一 枚/麻/縦70.5cm/横34.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

織 物

38.《 紺 地 読 谷 山花 織 衣 裳 》/一 領/19世 紀/木 綿/丈114.0cm/裄64.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

39.《 朱 地 経 縞 衣 裳 》/一 領/18世 紀/芭 蕉/丈119.5cm/裄58.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

40.《 浅 地 絣 裂 つ ぎあ わ せ 衣 裳 》/一 領/18世 紀/木 綿/丈95.0cm/裄57.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

41.《 御 絵 図 帳 》/一 冊/紙 本 墨 画/縦27.7cm/横39.6cm/沖 縄 県 立 博 物 館

42.《 御 絵 図 》/二 枚/紙 本 著 色/縦27.5cm/横39.3cm/縦37.0cm/横29.2/石 垣 市 立 八 重 山 博 物 館

43.《 久 米 島 紬 裂 地 帖 （上 江 洲 家 伝 来 ）》/三 枚/18世 紀/木 綿/縦27.5cm/横33.5cm/久 米 島 自 然 文 化

　 　 セ ン タ ー

44.《 紺 地 宮 古 上 布 衣 裳 》/一 領/明 治­大 正 時 代/苧 麻/丈152.6cm/裄62.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館

45.友 利 玄 純 《紺 地 宮 古 上 布 裂 地 》/一 枚/1975年/苧 麻/縦23.5cm/横18.2cm/平 良 市 総 合 博 物 館

46.平 良 寛 正 《紺 地 宮 古 上 布 反 物 》/一 反/大 正 時代/苧 麻/幅38.0cm/平 良 市 総 合 博 物 館

47.《 白 地 八 重 山 上 布 衣 裳 》/一 領/19世 紀/苧 麻/丈127.0cm/裄59.5cm/沖 縄 県 立 博 物 館

48.《 八 重 山 蔵 元 絵 師 画 稿 集 》/三 図/19世 紀 後 半­20世 紀 前 半/紙 本 墨 画/縦27.9cm/横39.3cm/

　 　 石 垣 市 立 八 重 山博 物 館

49.《 紺 地 読 谷 山花 織 手 巾 》/一 枚/木 綿/長 さ88.0cm/幅26.2cm/沖 縄 県 立 博 物 館

50.《 白 地 絣 手 巾 》/一 枚/19世 紀 後 期/木 綿,芭 蕉/長 さ23.0cm/幅23.0cm/沖 縄 県 立 博 物 館
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漆 器

51.《 緑 漆 牡 丹 唐 草 石 畳 沈 金 膳 》/一 枚/16­17世 紀/漆 器/高 さ4.1cm/幅36.4cm/奥 行36.0cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

52.《 黒 漆 雲 龍 螺 鈿 盆 》/一 枚/17­18世 紀/漆 器/高 さ3.9cm/径34.2cm/浦 添 市 美 術 館

53.《 黒 漆 花 円 文 螺 鈿 合 子 》/一 合/17­18世 紀/漆 器/高 さ7.7cm/径41.6cm/浦 添 市 美 術 館

54.《 黒 漆 山水 螺 鈿 印 籠 》/一 個/17­18世 紀/漆 器/高 さ8.8cm/幅4.0cm/奥 行2.4cm/浦 添 市 美 術 館

55.《 黒 漆 菱 七 宝 繋 螺 鈿 伽 羅 箱 》/一 合/17－18世 紀/漆 器/高 さ10.0cm/幅10.6cm/奥 行15.2cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

56.《 黒 漆 葵 紋 菊 螺 鈿 箱 》/一 合/17­18世 紀/漆 器/高 さ11.3cm/幅10.3cm/奥 行12.6cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

57.《 黒 漆 葡 萄 栗 鼠 箔 絵 八 角 食 籠 》/一 重/17­18世 紀/漆 器/高 さ27.0cm/幅28.0cm/浦 添 市 美 術 館

58.《 黒 漆 吉 祥 文 螺 鈿 箔 絵 箱 》/一 合/17­18世 紀/漆 器/高 さ21.6cm/幅35.5cm/奥 行22.7cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

59.《 白檀 塗 楼 閣 山 水 箔 絵 湯 庫 》/一 個/18­19世 紀/漆 器/高 さ25.3cm/径24.2cm/浦 添 市 美 術 館

60.《 朱 漆 楼 閣 山水 人 物 沈 金 皿 》/一 枚/18­19世 紀/漆 器/高 さ3.8cm/径22.5cm/浦 添 市 美 術 館

61.《 朱 漆 花 鳥 螺 鈿 卓 》/一 基/18­19世 紀/漆 器/高 さ14.0cm/幅58.5cm/奥 行34.0cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

62.《 潤 塗 花 鳥 密 陀 絵 盆 》/一 枚/18­19世 紀/漆 器/高 さ2.6cm/幅30.3cm/浦 添 市 美 術 館

63.《 朱 漆 楼 閣 山水 人 物 堆 錦 台 》/一 基/18­19世 紀/漆 器/高 さ10.3cm/幅41.8cm/奥 行10.3cm/

　 　 浦 添 市 美 術 館

写真
64.《 鎌倉芳太郎撮影 沖縄の写真》/30枚/大 正­昭和時代初期/沖 縄県立芸術大学/重 要文化財
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関連事業：

開 催 記 念 美 術 講 座 →p.57

ミ ュ ー ジ ア ム ・コ ンサ ー ト　 「ち ゅ ら歌 －琉 球 の 歌 と三 線 」 北 憲 治 と三 線 仲 間

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「石 橋 美 術 館 『琉 球 の 美 』 展 始 ま る」 『西 日本 新 聞 』2005年8月3日

「『琉 球 の 美 』60点 初 公 開 」 『朝 日新 聞 』2005年8月14日

「『琉 球 の 美 』 染 織 文 化 の 歴 史 な ど紹 介 」 『西 日本 新 聞 』2005年8月16日

「王 朝 時 代 の粋 一 堂 に」 『西 日本 新 聞 』2005年8月17日

「ア プ ロ ー チ 九 州 文 化 　 琉 球 紅 型 と刺 し子 着 『ドン ザ 』」 『日本 経 済 新 聞 』

2005年8月25日

「色 鮮 や か な 王 家 伝 来 の 衣 装 」 『西 日本 新 聞 』2005年8月27日

「日常 使 い と王 朝 　 二 つ の 美 」 『毎 日新 聞 』2005年9月2日

会場風景

会場風景

no.17 先 着 プ レゼ ン トの お 面
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〈コ ー ナ ー 展 示 〉

名 作 もの がた り－ 青木繁 《海 の幸 》の100年

2005年4月13日 （水 ）­7月10日 （日）

会 場:石 橋 美 術 館 本 館 　 第1室 － 第3室

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

出 品 内 容:油 彩11点,水 彩3点,書 簡1点,写 真1点,画 像 パ ネ ル33点,

　 　 　 　 　 資 料9点 　 計58点

入 場 者 総 数:9,479人 （1日平 均123人 ）

展覧会 チラ シ

出 品 目 録:

【1】 記 録 され た 画 像

[謎 の 《海 の 幸 》 模 写]

1.作 者 不 詳 《青 木 繁 「海 の幸 」 模 写 》/1940­50年 代/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/70.0×182.0cm/太 田 記 念 美

　 　 術 館

[制 作100年 を記 録 す る 高 精 細 デ ジ タル 画 像 撮 影]

2.《 海 の幸 》 カ ラ ー 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究

　 　 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

3.《 海 の幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

4.《 海 の 幸 》 透 過 赤 外 線 画 像 （原 寸 大 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

5.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

6.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

7.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

8.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

9.《 海 の 幸 》 透 過 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

10.《 海 の 幸 》 カ ラ ー 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所

　 　 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

11.《 海 の 幸 》 反 射 赤 外 線 画 像 （部 分 ）/デ ジ タ ル 撮 影,画 像 形 成 ・出 力 紙 ・パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研
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　　究所撮影/東 京文化財研 究所提供
12.《海 の幸》透過赤外線画像 （部分）/デ ジタル撮影,画 像形成 ・出力紙 ・パネル/2004年 東京文化財研

　　究所撮影/東 京文化財研究所提供
13.《海 の幸》額縁裏面画像/画 像パネル/2004年 石橋美術館撮影

[顕微鏡画像でみる 《海の幸》の細部]
14.《 海の幸》左辺部分画像/画 像パネル/2004年 石橋財 団撮影
15.《 海の幸》顕微鏡画像（赤線 と黒線の部分）/画 像パネル/2004年 石橋財団撮影
16.《 海の幸》顕微鏡画像 （金色の部分）/画 像パ ネル/2004年 石橋財団撮影

【2】 名 作 の 誕 生 － 《海 の 幸 》 と制 作 地 ・布 良

[1904年 青 春 の 記 念 碑]

17.《 自画 像 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.5×60.5cm/石 橋 美 術 館

18.《 海 の幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/70.2×182.0cm/石 橋 美 術 館

19.《 海 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/36.5×73.0cm/石 橋 美 術 館

20.《 海 》/1904年/油 彩 ・板/10.3×14.7cm/石 橋 美 術 館

21.《 海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/36.0×73.0cm/ブ リヂ ス ト ン美 術 館

22.青 木 繁 《房 州 絵 入 書 簡 》/1904年/墨 ・紙/各17.0×47.0cm（4枚 ）/個 人 蔵

[100年 前 の 布 良:福 田 た ね の 回想 画]

23.福 田 た ね 《女 良 の 思 い で 》/1960年/水 彩 ・紙/27 .7×39.5cm/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会
24.福 田 た ね 《50年前 の 布 良 》/1960年/水 彩 ・紙/25 .0×36.3cm/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会

25.福 田 た ね 《館 山 の 茶 屋 》/1962年/水 彩 ・紙/27.5×39.5cm/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会

26.「 福 田 た ね 肖像 写 真 」/1903年 頃/栃 木 県 芳 賀 町 教 育 委 員 会

[制 作 の 地 ・布 良]

27.「 布 良 海 岸 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

28.「 海 の 幸 ゆ か りの 地 記 念 碑 （1961年12月 設 置 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文

　 　 化 財 研 究 所 提 供

29.「 洲 埼 灯 台 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

30.「 野 島 埼 灯 台 」/写 真 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

31.「 布 良 鼻 灯 台 よ り望 む布 良 海 岸 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提

　 　 供

32.「 布 良 鼻 灯 台 よ り望 む平 沙 浦 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

33.「 青 木 繁 らが 滞 在 し た小 谷 家 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

34.「 安 房 神 社 」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

[参 考 作 品 － 西 洋 近 代 の 海 景 表 現]

35.ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×73 .7cm/ブ リヂ ス トン 美 術 館
36.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《レデ ィ ー ズ ・コ ー ヴ,ウ ェ ー ル ズ 》/1897年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/54 .3×

　 　 65.3cm/ブ リ ヂ ス トン美 術 館

【3】 青 木 繁 と 《海 の 幸 》 イ メ ー ジ の 広 が り

[青 木 繁 ゆ か りの 地 － 茨 城 県 下 館 市,栃 木 県 芳 賀 町]

37.《 大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/75.5×127.0cm/石 橋 美 術 館

38.《 わ だ つ み の い ろ こ の宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/180.0×68 .3cm/石 橋 美 術 館
39.「 下 館 市 『海 の 幸 』 陶 板 （2003年11月 設 置 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 美 術 館 撮 影

40.「 芳 賀 町 『海 の 幸 』 陶 板 レ リー フ （1995年3月 設 置 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 石 橋 美 術 館 撮 影
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[青 木 繁 ゆ か りの 地 － 福 岡 県 久 留 米 市]

41.《 月 下 滞 船 図 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/42.5×60.0cm/石 橋 美 術 館

42.「 青 木 繁 旧 居 （2003年復 元 開 館 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提

　 　 供

43.「 福 岡 県 立 明 善 高 等 学 校 美 術 部 　 JR久 留 米 駅 前 『海 の 幸 』 模 写 （2001年）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京

　 　 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

44.「 久 留 米 市 立 江 南 中学 校 美 術 部 　 久 留 米 市 荘 島 町 『海 の 幸 』 模 写 （2001年）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京

　 　 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

45.「 久 留 米 市 民 会 館 大 ホ ー ル 緞 帳 『海 の 幸 』（1969年 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東

　 　 京 文 化 財 研 究 所 提 供

46.「 け し け し 山 の 青 木 繁 碑 （1948年4月 除 幕 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 提 供

47.「 け し け し 山 よ り望 む 筑 後 平 野 」/画 像 パ ネ ル/2004年 撮 影/東 京 文 化 財 研 究 所 提 供

48.「 筑 邦 銀 行 本 店 『海 の 幸 』 陶 板 （1989年）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財

　 　 研 究 所 提 供

49.「 六 角 堂 広 場 鉄 扉 『海 の 幸 』 （2003年 ）」/画 像 パ ネ ル/2004年 東 京 文 化 財 研 究 所 撮 影/東 京 文 化 財 研

　 　 究 所 提 供

[資 料 － 「海 の 幸 」 デ ザ イ ン の 装 丁 本]

50.「 海 の 幸 」 重 要 文 化 財 指 定 書/1967年

51.『 明 星 』 巳 歳 第3号/1905年3月 （1980年1月,臨 川 書 店 に よ る 復 刻 版 ）

52.『 青 木 繁 画 集 』/政 教 社/1913年4月

53.『 世 界 美 術 全 集 　 第31巻 』/平 凡 社/1928年9月

54.『 明 治 美 術 名 作 大 展 示 会 図 録 洋 画 彫 刻 工 芸 』/1944年12月

55.『 青 木 繁 』 （美 術 家 シ リ ー ズ1）ブ リヂ ス トン 美 術 館/1954年10月

56.北 川 晃 二 『青 木 繁 　 そ の 愛 と放 徨 』/講 談 社/1973年

57.松 永 伍 一 『青 木 繁 　 そ の 愛 と放 浪 』　（NHKブ ッ ク ス カ ラ ー 版 ）/日 本 放 送 出 版 協 会/1979年

58.中 島 美 千 代 『青 木 繁 と画 の 中 の女 』/TBSブ リ タニ カ/1998年12月

*以 上 の他,東 京 文 化財 研 究所 撮 影/《 海 の幸 》 カ ラ ー画 像 （部分 拡 大 ）/デ ジ タル撮 影,画 像 形 成 ・出力 紙 ・パ ネ

　 ル/2004年 東 京文 化 財研 究所 撮 影/東 京 文化 財 研 究所 提 供 を3点展 示 した 。

展 示 会 場
（右 よ り） 《海 》,《海 の 幸 》,《海 景 （布 良 の 海 ）》

展示会場
《海 の 幸 》 カラー,反 射赤外線,透 過赤外線の各画像
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関連事業:

開催 記 念 美 術 講 座 →p.57

《文 化 で あ い塾 一 美 術 館 へ 行 こ う 》

2006年7月2日 （土 ） 「青 木 繁 《海 の 幸 》 の100年 」 植 野 健 造

会 場:ア ク ロ ス 福 岡 ・文 化 観 光 情 報 ひ ろ ば2階 セ ミ ナ ー 室

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「『海 の 幸 』 に 赤 外 線 の メ ス 　 久 留 米 石 橋 美 術 館 　 制 作100年13日 か ら 記 念 展 」 『西 日本 新 聞 』2005年4月9日

夕 刊

「『海 の 幸 』100年 展 始 ま る 」 『西 日本 新 聞 』2005年4月14日

「『名 作 も の が た り　 青 木 繁 《海 の 幸 》 の100年 』　 作 者 の 思 い 、 背 景 読 み 取 っ て　 石 橋 美 術 館 学 芸 課 長 森 山

秀 子 さん が 鑑 賞 ア ドヴ ァ イ ス 」 『西 日本 新 聞 　 ぽ し え っ と』2005年4月29日

満 島 史 朗 （久 留 米 支 局 長 ） 「耳 納 通 信 　 名 作 もの が た り」 『毎 日新 聞 』2005年5月16日 （筑 後 版 ）

「見 に 来 て!　 名 作 の 謎 に 迫 る」 （植 野 健 造 、 聞 き 手 ・池 田 和 正 ） 『読 売 新 聞 』2005年6月5日

稲 田 博 一 「美 術 　 青 木 繁 《海 の 幸 》 の100年 　 一 気 に仕 上 げ た 名 作 の 魅 力 」 『朝 日新 聞 』2005年6月10日 夕 刊

渡 辺 亮 一 「『海 の 幸 』100年 記 念 展 　 浮 か び 上 が る青 木 繁 の 意 図 」 『毎 日新 聞 』2005年6月24日 夕 刊

「ア ー ト　 名 作 もの が た り　 青 木 繁 《海 の 幸 》 の100年 」 『シ テ ィ情 報 ふ くお か 』 第29巻 第17号 （第643号 ）,

2005年5月2日

テ レ ビ:

「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リ ー情 報 ）,　NHK佐 賀 放 送 局,2005年4月15日 放 映

「迷 宮 美 術 館 」,　NHKハ イ ビ ジ ョ ン,2005年7月18日 放 映
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水彩 の力,素 描の 力

2005年9月14日 （水 ）－11月13日 （日 ）

会 場:石 橋 美 術 館 本 館 　 第1室 － 第3室

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館/西 日本 新 聞 社

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

出 品 内 容:鉛 筆,木 炭,コ ン テ,イ ン ク,サ ン ギ ー ヌ,墨 な ど20点,パ ス

　 　 　 　 　 テ ル3点,グ ワ ッシ ュ,水 彩26点,油 彩2点 　 計51点

入 場 者 総 数:7,497人 （1日平 均141人 ）

展覧会 チ ラシ

出 品 目録:

1.身 体 の 構 造

1.ジ ャ ン=オ ー ギ ュ ス ト=ド ミ ニ ク ・ア ン グ ル 《足 の 習 作 》/鉛 筆 ・紙/16.0×19.9cm/個 人 蔵

2.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《凭 れ る 裸 体 》/1863­66年 頃/木 炭 ・紙/31.2×40.8cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

3.藤 島 武 二 《裸 婦 》/1906­07年/鉛 筆 ・紙/31.0×23.8cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

4.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《裸 婦 》/サ ン ギ ー ヌ ・紙/47.9×31.1cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

5.小 出 楢 重 《裸 婦 素 描 》/1926年/コ ン テ ・紙/51.2×34.5cm/石 橋 美 術 館

6.ア レ キ サ ン ダ ー ・ア ー キ ペ ン コ 《倚 り か か っ て 立 っ て い る 裸 婦 》/木 炭 ・紙/45.0×31.4cm/ブ リ ヂ

　 　 ス ト ン 美 術 館

7.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ イ 《ア ネ ッ ト》/ペ ン ・イ ン ク ・紙/48.5×30.1cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

8.ヘ ン リ ー ・ム ア 《プ ロ メ テ ウ ス の 頭 部 》/1950年 頃/鉛 筆,ペ ン ・イ ン ク,チ ョ ー ク,ク レ ヨ ン,水

　 　 彩 ・紙/35.0×27.4cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

9.ヘ ン リ ー ・ム ア 《「横 た わ る 人 体 」 の た め の 習 作 》/1949年/鉛 筆,ワ ッ ク ス ク レ ヨ ン,ク レ ヨ ン,水

　 　 彩 ・紙,40.1×56.6cm,ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

2.運 動 す る 身 体

10.エ ド ガ ー ・ ドガ 《踊 り子 》/鉛 筆,油 彩 ・紙/27.7×21.8cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

11.エ ド ガ ー ・ ド ガ 《踊 り の 稽 古 場 に て 》/1895­98年/パ ス テ ル ・紙/45.9×89.8cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美

　 　 術 館

12.エ ド ガ ー ・ ド ガ 《浴 後 》/1900年 頃/パ ス テ ル ・紙/62.7×68.5cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

13.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《裸 婦 》/鉛 筆,淡 彩 ・紙/17.8×11.5cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

14.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《裸 婦 》/鉛 筆,淡 彩 ・紙/31.0×17.6cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

15.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ド ラ 》/ペ ン ・イ ン ク ・紙/21.7×14.1cm/ブ リ ヂ ス

　 　 ト ン 美 術 館

16.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ド ラ 》/ペ ン ・イ ン ク ・紙/22.3×14.2cm/ブ リ ヂ ス
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　 　 ト ン 美 術 館

17.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《踊 る イ サ ド ラ 》/ペ ン ・ イ ン ク ・紙/22.1×13.8cm/ブ リ ヂ ス

　 　 ト ン 美 術 館

18.ア ル ベ ー ル ・マ ル ケ 《出 発 》/1912年/墨 ・紙/28.8×18.4cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

19.井 上 三 綱 《 ド ン ・キ ホ ー テ 》/1954年/石 膏,墨 ・紙/54.0×38.0cm/石 橋 美 術 館

3.女 性 の イ メ ー ジ

20.ギ ュ ス タ ー ヴ ・モ ロ ー 《化 粧 》/1885­90年 頃/グ ワ ッ シ ュ,水 彩 ・紙/33.0×19.3cm/ブ リ ヂ ス ト

　 　 ン 美 術 館

21.藤 島 武 二 《琉 球 の 女 》/1936年/パ ス テ ル ・紙/38.3×28.0cm/石 橋 美 術 館

22.エ ミ ー ル ・ベ ル ナ ー ル 《ポ ン ＝タ ヴ ェ ン に て 》/1888年/水 彩 ・紙/20.1×26.3cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美

　 　 術 館

23.中 沢 弘 光 《コ ロ ン ボ 》/1922年/水 彩 ・紙/24.9×35.1cm/石 橋 美 術 館

24.藤 島 武 二 《臥 裸 婦 》/1928年 頃/鉛 筆 ・紙/24.1×28.4cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

25.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《リ ュ リ ュ と 犬 》/1931年/ペ ン ・イ ン ク ・紙/55.4×44.8cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術

　 　 館

4.空 間 の な か の 身 体

26.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《三 人 の 水 浴 の 女 た ち 》/1874­78年 頃/鉛 筆 ・紙/16.2×14.7cm/ブ リ ヂ ス ト ン

　 　 美 術 館

27.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《休 息 す る 水 浴 の 男 た ち 》/1875－77年 頃/ペ ン ・イ ン ク,水 彩 ・紙/13.0×21.7cm

　 　 /ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

28.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《水 浴 群 像 》/1897­1900年 頃/鉛 筆,水 彩 ・紙/12.6×21.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美

　 　 術 館

29.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ イ 表:《 歩 く 人 》;裏:《 ア ト リ エ 風 景 》/コ ン テ ・紙/51.2×33.4cm/ブ

　 　 リ ヂ ス ト ン 美 術 館

30.ア ル ベ ル ト ・ ジ ャ コ メ ッ テ イ 《ア ト リ エ 風 景 》/鉛 筆 ・紙/44.8×30.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

31.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《三 人 の 女 》/1938年/グ ワ ッ シ ュ ・紙/61.9×45.7cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

32.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《三 つ の 冒 険 》/1951年/グ ワ ッ シ ュ ・紙/65.2×49.7cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

5.そ れ ぞ れ の 風 景

33.浅 井 忠 《グ レ ー の 古 橋 》/1901年/水 彩 ・紙/28.5×45.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

34.浅 井 忠 《グ レ ー の 橋 》/1902年/水 彩 ・紙/28.4×43.5cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

35.ポ ー ル ・ シ ニ ャ ッ ク 《ラ ・ロ シ ェ ル 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/20.8×27.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

36.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《プ テ ィ ・ タ ン ド リ ー 》/水 彩,コ ン テ ・紙/26.7×39.4cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術

　 　 館

37.古 賀 春 江 《地 蔵 尊 》/1919年/水 彩 ・紙/51.0×34.5cm/石 橋 美 術 館

38.ア ン ド レ ・デ ュ ノ ワ イ エ ・ ド ・ス ゴ ン ザ ッ ク 《風 景 》/水 彩 ・紙/49.9×56.9cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術

　 　 館

39.川 上 凉 花 《桐 と 麦 》/1917年/木 炭 ・紙/31.8×47.7cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

40.安 井 曾 太 郎 《焼 岳 》/1941年 頃/水 彩,鉛 筆 ・紙/36.3×28.2cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

41.安 井 曾 太 郎 《湯 河 原 風 景 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/26.9×34.8cm/石 橋 美 術 館

42.安 井 曾 太 郎 《上 高 地 風 景 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/28.2×36.3cm/石 橋 美 術 館

43.安 井 曾 太 郎 《風 景 素 描 》/鉛 筆 ・紙/22.0×25.0cm/石 橋 美 術 館

44.パ ウ ル ・ ク レ ー 《冬 》/1932年/水 彩 ・紙/48.0×42.0cm/個 人 蔵
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45.古 賀 春 江 《遊 園 地 》/1926年/水 彩 ・紙/47.1×61.0cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

46.古 賀 春 江 《美 し き博 覧 会 》/1926年/水 彩 ・紙/38.4×56.5cm/石 橋 美 術 館

47.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《無 題 （風 景 ）》/1950年/水 彩,ペ ン ・ イ ン ク,鉛 筆 ・紙/27.9×25.2cm/ブ リ ヂ ス

　 　 ト ン 美 術 館

48.木 村 忠 太 《風 景 》/1971年/鉛 筆 ・紙/50.2×65.3cm/石 橋 美 術 館

49.井 上 三 綱 《相 》/1960年/水 彩,油 彩 ・紙/39.6×18.5cm/石 橋 美 術 館

50.ピ エ ー ル ・ア レ シ ン ス キ ー 《木 の 根 》/1954年/水 彩,ペ ン ・イ ン ク ・紙/31.8×47.9cm/ブ リ ヂ ス

　 　 ト ン 美 術 館

51.猪 熊 弦 一 郎 《作 品 》/1967年/油 彩,鉛 筆,コ ラ ー ジ ュ ・紙/8.5×12.7cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

関連事業:

開催 記 念 美 術 講 座 →p.57

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「創 造 の 力 強 さ感 じ て　 14日 か ら 『水 彩 の 力 』 展 」 『西 日本 新 聞 』2005年9月10日

「単 純 な 表 現 魅 力 『水 彩 の 力,素 描 の 力 』 展 開 幕 」 『西 日本 新 聞 』2005年9月14日 夕 刊

「モ ロ ー,ド ガ の作 品 な ど51点 『水 彩 の 力,素 描 の 力 』 展 」 『西 日本 新 聞 』2005年9月15日 （筑 後 版 ）

「見 に 来 て!　 人 物 の 裏 側 描 く よ う」 （植 野 健 造,聞 き手 ・白 石 知 子 ） 『読 売 新 聞 』2005年9月25日

「筑 後 路 　 巨 匠 の水 彩 画 を 身 近 に」 『毎 日新 聞 』2005年10月3日 （筑 後 版 ）

「『水 彩 の 力,素 描 の 力 』 芸 術 家 の 感 覚 伝 え る51点 」 『西 日本 新 聞 』2005年10月18日 夕 刊

「水 彩 ・素 描 魅 力 た っ ぷ り」 『朝 日新 聞 』2005年10月30日 （筑 後 版 ）

「Event　Pick　Up」　『月 刊 く る め 』 第322号,2005年9月28日

「TOPICS　&　IVENTS」　『norma　jean』　第102号,2005年9月24日

「秋 の催 し」 『月刊 み れ に あ む　 大 牟 田 』 第16巻 第2号 （第143号 ）,2005年10月1日

テ レ ビ:

「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リ ー 情 報 ）,　NHK佐 賀 放 送 局,2005年10月6日 放 映
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絵 の な か の ふ た り－ シ ャ ガ ー ル か ら 靉 嘔 ま で

2005年11月16日 （水 ）­12月25日 （日 ）

会 場:本 館 第1室 － 第4室

主 催:石 橋 財 団石 橋 美 術 館/石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館/

　 　 　 西 日 本 新 聞 社

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

出 品 内容:油 彩15点,ア ク リ ル1点,グ ワ ッ シ ュ1点,素 描2点,版 画55点,

　 　 　 　 　 彫 刻3点,陶 器1点 　 計78点

入 場 者 総 数:6,200人 （1日平 均177人 ）

出 品 目録:「 展 覧 会 　 ブ リヂ ス トン美 術 館 〈コ ー ナ ー 展 示 〉」 の 同展 の項 を

　 　 　 　 　 参 照 。

展 覧 会 ポ ス ター

関連事業：

開 催 記 念 美 術 講 座 →p.57

11月19日 （土 ）,12月10日 （土 ）,ギ ャ ラ リ ー ツ ア ー を 開 催 し た （時 間 は14:00­14:40） 。

11月20日 （日 ）,12月18日 （日 ）,第4室 で ミ ュ ー ジ ア ム ・ コ ン サ ー ト を 開 催 し た

（久 留 米 市 主 催,時 間 は15:00­16:00） 。

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

森 山秀 子 「一 見 左 右 対 称,で も…　 絵 の な か の ふ た り シ ャ ガ ー ル か ら靉 嘔 ま で （上 ）」 『西 日本 新 聞 』2005年11

月24日 （福 岡 県 版 ）

渡 辺 亮 一 「多 様 な 関 係 が 語 る ドラマ 　 石 橋 美 術 館 で 『絵

の な か の ふ た り』」 『毎 日新 聞 』2005年11月25日 夕 刊

森 山秀 子 「さ ま ざ ま な展 開 を 想 像 絵 の な か の ふ た り

シ ャ ガ ー ル か ら 靉 嘔 ま で （下 ）」 『西 日 本 新 聞 』2005年

11月26日 （福 岡 県 版 ）

「春 秋 」 欄 『西 日本 新 聞 』2005年12月20日

「小 学 生 が 石 橋 美 術 館 見 学 」 『西 日本 新 聞 』2005年12月

20日 （筑 後 版 ）

テ レ ビ:

「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リー 情 報 ）,　NHK佐 賀 放 送

局,2005年12月2日 放 映 展示会場
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〈テ ー マ 展 示 〉

茶 の 湯 に 集 う

2005年1月8日 （土 ）－4月10日 （日）

会 場:別 館

展 覧 会 ポ ス タ ー

出 品 目録:

「茶 の 湯 に集 う 」

1.因 陀 羅 《禅 機 図 断 簡　丹 霞 焼 仏 図 》/一 幅/元 時 代14世 紀/紙 本 墨 画/縦35.0cm/横36.8cm/国 宝

2­1.《 伊 勢 集 断 簡　石 山 切 （に さへ や ）》/一 幅/平 安 時 代12世 紀/紙 本 墨 書/縦20.2cm/横15.4cm

2­2.《 伊 勢 集 断 簡　石 山 切 （も も し き）》/一 幅/平 安 時 代12世 紀/紙 本 墨 書/縦20.4cm/横15.8cm

2­3.《 伊 勢 集 断 簡　石 山 切 （み そ め す も）》/一 幅/平 安 時代12世 紀/紙 本 墨 書/縦20.2cm/横15.7cm

3.片 桐 石 州 《桜 の 歌 》/一 幅/江 戸 時 代17世 紀/紙 本 墨 書/縦16.0cm/横15.0cm

4.《 青 磁 鉄 斑 文 瓶 （飛 青 磁 花 瓶 ）》/一 口/元 時 代14世 紀/磁 器/高 さ27.0cm/重 要 文 化 財

5.《 青 磁 長 頸 花 生 》/一 口/南 宋 時代12­13世 紀/磁 器/高 さ30.6cm

6.《 青 磁 耳 付 瓶 》/一 口/元 時 代14世 紀/磁 器/高 さ22.0cm

7.《 浜 松 文 釜 》/一 口/鉄/高 さ15.0cm

8.楽 吉 左 衛 門 （12代）弘 入 《赤 楽 三 つ 葉 蓋 置 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/高 さ4.5cm/幅55cm

9.《 唐 子 蓋 置 》/一 口/鑄 銅/高 さ4.5cm/幅5.0cm

10.《 織 部 敷 瓦 》/一 枚/江 戸 時代/陶 器/幅28.0cm/奥 行28.5cm

11.《 灰 匙 》/五 柄/銅

12.《 信 楽 手 付 水 指 》/一 口/江 戸 時 代 初 期/陶 器

13.《 備 前 箱 桶 形 水 指 》/一 口/江 戸 時 代 初 期/陶 器

14.《 備 前 水 指 》/一 口/近 代/陶 器

15.北 沢 楽 天 《釉 下 彩 鶴 七 福 文 水 指 》/一 口/近 代/陶 器

16.富 本 憲 吉 《色 絵 花 柳 文 水 指 》/一 口/近 代/陶 器

17.《 高 麗 茶 碗 》/一 口/李 朝15­16世 紀/陶 器/高 さ6.5cm/口 径15.0cm

18.《 伊 羅 保 茶 碗 》/一 口/李 朝17世 紀/陶 器/高 さ8.9cm/口 径15.7cm

19.楽 吉 左 衛 門 （9代）了 入 《黒 楽 茶 碗 》/一 口/江 戸 時 代 後 期19世 紀 初/陶 器/高 さ8.0cm/口 径12.0cm

20.千 宗 左 （6代）覚 々 翁 《赤 楽 雁 文 茶 碗 銘 「武 蔵 野 」》/一 口/江 戸 時 代18世 紀 初/陶 器/高 さ8.5cm/

　 　 口 径14.0cm
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21.《 萩 茶 碗 》/一 口/江 戸 時 代17世 紀/陶 器/高 さ8.5cm/口 径12.7cm

22.《 色 絵 金 襴 手 人 物 文 茶 碗 》/一 口/江 戸 時 代 末 期19世 紀/陶 器/高 さ9.5cm/口 径12.5cm

23.伝 野 々 村 仁 清 《刷 毛 目茶 碗　銘 「雲 井 」》/一 口/江 戸 時 代/陶 器/高 さ8.2cm/口 径14.5cm

24.竹 内 栖 鳳 （絵 付 ） 《色 絵 栗 文 茶 碗　銘 「勝 栗 」》/一 口/昭 和 時 代 初 期/陶 器/高 さ7.4cm/口 径12.0cm

25.《 唐 物 文 琳 茶 入 銘 「宝 袋 」》/一 口/元 時 代13世 紀 後 半­14世 紀/陶 器/高 さ6.2cm

26.《 瀬 戸 肩 衝 茶 入 》/一 口/江 戸 時 代 初 期17世 紀 初/陶 器/高 さ8.3cm

27.《 薩 摩 肩 衝 茶 入 銘 「松 波 」》/一 口/江 戸 時 代 初 期17世 紀 初/陶 器/高 さ9.1cm

28.《 高 取 肩 衝 茶 入 》/一 口/江 戸 時 代 初 期17世 紀 初/陶 器/高 さ9.0cm

29.楽 吉 左 衛 門 （4代）一 入 《瓢 箪 茶 入 》/一 口/江 戸 時 代17世 紀 末/陶 器/高 さ6.0cm

30.片 桐 石 州 《茶 杓　銘 「松 」》/一 柄/江 戸 時 代17世 紀/竹/長 さ16.7cm

31.千 宗 佐 （4代）随 流 齋 《茶 杓　銘 「ろ く ろ く」》/一 柄/江 戸 時代17世 紀 後 半/竹/長 さ17.6cm

32.真 田幸 貫 《茶 杓　銘 「星 月 夜 」》/一 柄/江 戸 時 代19世 紀 前 半/竹/長 さ18.4cm

33.《 高 取 四 方 耳 付 建 水 》/一 口/江 戸 時 代 後 期/陶 器/高 さ8.8cm/口 径6.0cm

34.《 高 取 建 水 》/一 口/江 戸 時 代 後 期/陶 器/高 さ7.9cm/口 径13.0cm

35.《 棒 の 先 建 水 》/一 口/鑄 砂 張/高 さ11.5cm/口 径13.5cm

36.青 木 木 米 《秋 渓 渡 橋 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初 頭/紙 本 墨 画 淡 彩/縦24.4cm/横19.8cm

37.木 下 逸 雲 （絵 付 ） 《染 付 野 菜 文 煎 茶 碗 》/七 口/天 保8年/陶 器/高 さ4.3cm/口 径7.0cm

38.《 唐 津 刷 毛 目振 出 》/一 口/江 戸 時代 初 期17世 紀 末/陶 器/高 さ11.5cm/径7.5cm

39.《 瓢 箪 振 出 》/一 口/瓢 箪/高 さ12.0cm/径7.5cm

40.《 瀬 戸 柿 香 合 》/一 口/江 戸 時代 後 期/陶 器/高 さ4.0cm/幅7.5cm

41.《 唐 草 文 蒔 絵 香 盆 》/一 合/明 治 時代?/漆 器/幅38.0cm/奥 行25.0cm

42.《 四 季 草 花 木 地 蒔 絵 銀 金 具 提 煙 草 盆 》/一 合/江 戸 時 代/漆 器/高 さ21.4cm/幅30.0cm/

　 　 奥 行16.0cm

43.《 金 蒔 絵 硯 函 》/一 合/江 戸 時代 後 期/漆 器/高 さ3.7cm/幅21.6cm/奥 行24.0cm

44.植 松 包 美 《美 の の 山硯 函 》/一 合/大 正 時 代­昭 和 時 代 初 期/漆 器/高 さ3.2cm/幅21.4cm/

　 　 奥 行24.4cm

45.豊 臣 秀 吉 《書 翰 》/一 幅/桃 山 時 代16世 紀/紙 本 墨 書/縦14.0cm/横90.0cm

46.仙 崖 《観 音 図 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初/絹 本 墨 画/縦42.7cm/横16.4cm

47.仙 崖 《虎 渓 三 笑 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初/紙 本 墨 画/縦117.8cm/横27.6cm

48.仙 廛 《竜 図 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初/絹 本 墨 画/縦92.2cm/横27.5cm

49.仙 廛 《猫 鼠 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初/紙 本 墨 画/縦35.3cm/横56.9cm

「中 国 の 陶 磁 器 」

50.《 白 磁 龍 耳 瓶 》/一 口/唐 時 代7­8世 紀/磁 器/高 さ40.5cm

51.《 白 地 黒 掻 落 牡 丹 文 花 瓶 》/一 口/宋 時 代11­12世 紀/磁 器/高 さ21.4cm

52.《 青 白磁 面 取 水 注 》/一 口/宋 時 代11­12世 紀/磁 器/高 さ24.0cm

53.《 緑 地 紅 彩 宝 相 華 唐 草 文 瓢 形 瓶 》/一 口/明 時 代 嘉 靖 年 間 （1522­1566）/磁 器/高 さ19.6cm

54.《 五 彩 岩 花 龍 鳳 文 鉢 》/一 口/明 時 代 万 暦 年 間 （1573­1619）/磁 器/高 さ8.7cm/口 径17.8cm

55.《 青 花 松 竹 梅 文 壺 》/一 口/明 時 代16世 紀/磁 器/高 さ15.2cm

56.《 青 花 芙 蓉 手 花 鳥 文 小 鉢 》/一 口/明 時 代17世 紀 前 半/磁 器/高 さ7.0cm/口 径15.0cm

57.《 呉 須 赤 絵 花 鳥 文 大 皿 》/一 口/明 時 代17世 紀 初 頭/磁 器/径37.6cm

58.《 辰 砂 釉 耳 付 花 瓶 》/一 口/清 時 代18世 紀/磁 器/高 さ29.0cm

59.《 辰 砂 釉 象 耳 角 形 花 瓶 》/一 口/清 時 代18­19世 紀/磁 器/高 さ27.5cm
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関連事業:

2月20日 （日 ）,2月27日 （日 ）,3月6日 （日 ）,3月13日 （日 ）,ロ ビ ー に 呈 茶 席 を も う け た 。

呈茶席
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花 と 鳥 と

2005年4月13日 （水 ）­6月5日 （日）

会 場:別 館

展 覧 会 ポ ス タ ー

出 品 目録:

1.片 桐 石 州 《桜 の 歌 》/一 幅/江 戸 時 代17世 紀/紙 本 墨 書/16.0×15.0cm

2.藤 田 嗣 治 《桜 花 に 蝶 》/一 幅/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/45.2×57.6cm

3.上 村 松 篁 《桜 》/一 面/近 代/紙 本 金 地 著 色/26.5×23.5cm

4.植 松 包 美 《雲 錦 蒔 絵 手 文 庫 》/一 合/大 正­昭 和 時 代 初 期/漆 器/H.13.8cm,　 W.21.4cm,　 D.29.0cm

5.《 破 れ 網 に 桜 花 散 ら し 蒔 絵 弁 当 箱 》/一 セ ッ ト/近 代?/漆 器/H.17.6cm,W21.0cm,　 D.25cm

6.作 者 不 詳 《椿 》/一 面/絹 本 著 色/22.2×21.4cm

7.作 者 不 詳 《ざ く ろ 》/一 面/絹 本 著 色/22.2×21.4cm

8.円 山 応 挙 《牡 丹 孔 雀 図 屏 風 》/二 曲 一 隻/江 戸 時 代1781年/絹 本 著 色/136.0×168.8cm

9.小 田 海 僊 《老 子 花 鳥 図 》 の う ち 花 鳥 図/三 幅/江 戸 時 代1832年/絹 本 著 色/117.4×45.0cm

10.冨 田 溪 仙 《梅 鶴 》/一 幅/近 代/絹 本 著 色/25.8×23.5cm

11.竹 内 栖 鳳 《錦 秋 図 》/一 幅/1926­27年 頃/絹 本 著 色/44.5×50.6cm

12.森 村 宜 稲 《吟 虫 図 》/一 幅/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/33.0×54.8cm

13.《 松 竹 鶴 蒔 絵 文 箱 》/一 合/江 戸 時 代19世 紀/漆 器/H.10.6cm,　 W　12.4cm,　D.33.2cm

14.晃 祥 《桐 竹 蒔 絵 重 硯 函 》/一 合/明 治 時 代?/漆 器/H.9.7cm,W12.0cm,　 D.21.2cm

15.狩 野 典 信 《墨 松 墨 梅 図 屏 風 》/八 曲 一 双/江 戸 時 代18世 紀 後 半/紙 本 金 地 墨 画/180.0×544.0cm

　 　 （各 隻 ）

16.中 村 芳 中 《四 季 草 花 図 扇 面 貼 交 屏 風 》/二 曲 一 双/江 戸 時 代19世 紀 初 頭/紙 本 著 色/

　 　 157.2×157.2cm（ 各 隻 ）

17.住 吉 広 行 《春 秋 》/二 幅/江 戸 時 代18世 紀 後 半­19世 紀 初/絹 本 著 色/117.4×50.2cm

18.上 村 松 篁 《春 日 》/一 面/平 成8年/紙 本 金 地 著 色/85.6×116.0cm

19.《 松 皮 取 秋 草 蒔 絵 手 文 庫 》/一 合/江 戸 時 代17­18世 紀/漆 器/H.12.5cm,W19.5cm,　 D.23.5cm

20.蒿 山 《光 琳 椿 蒔 絵 硯 函 写 し 》/一 合/近 代/漆 器/H.7.5cm,　 W.21.2cm,　 D.23.8cm

21.《 籬 菊 蒔 絵 硯 函 》/一 一合/江 戸 時 代 中 期 一後 期/漆 器/H.7.0cm,　 W　23.2cm,　D.25.8cm

22.植 松 包 美 《水 鏡 蒔 絵 螺 鈿 硯 函 》/一 合/大 正 一昭 和 時 代 初 期/漆 器/H.4.8cm,　 W　19.2cm,　D.22.2cm
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23.《 色 絵 菊 流 水 文 皿 》/一 口/江 戸 時 代1660­1670年/磁 器/H.5.0cm,　 D.22.8cm

24.《 色 絵 竹 梅 文 竹 形 水 注 》/一 口/江 戸 時 代1670­1690年/磁 器/H.15.1cm

25.《 色 絵 菊 唐 草 文 長 皿 》/一 口/江 戸 時 代1690­1740年/磁 器/W31.6cm,　 D.11.3cm

26.《 色 絵 紫 陽 花 唐 花 文 鉢 》/一 口/江 戸 時 代1670­1720年/磁 器/H.9.2cm,　 D.24.2cm

27.《 白 地 黒 掻 落 牡 丹 文 花 瓶 》/一 口/宋 時 代11­12世 紀/磁 器/H.21.4cm

28.《 青 花 松 竹 梅 文 壺 》/一 口/明 時 代16世 紀/磁 器/H.15.2cm

29.《 五 彩 果 実 文 壺 》/一 口/清 時 代17世 紀/磁 器/H.26.0cm

30.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 輪 花 鉢 》/一 口/イ ル ・ハ ー ン 朝13世 紀 後 半/陶 器/H.9.5cm,　 D.15.3cm

31.《 青 緑 釉 黒 彩 花 文 皿 》/一 口/15­16世 紀/陶 器/H.7.0cm,　 D.26.5cm

32.《 青 緑 釉 藍 黒 彩 花 文 瓶 》/一 口/セ ル ジ ュ ー ク 朝13世 紀/陶 器/H.31.4cm,　 D.18.6cm

33.《 多 彩 釉 刻 線 花 文 台 付 鉢 》/一 口/ビ ザ ン ツ 帝 国12­13世 紀?/陶 器/H.9.2cm,　 D.14.5cm

34.《 白 盛 上 花 鳥 文 鉢 》/一 口/イ ル ・ハ ー ン 朝13­14世 紀/陶 器/H.8.2cm,　 D.15.9cm

35.《 白 地 多 彩 人 物 草 花 文 タ イ ル 》/一 枚/カ ー ジ ャ ー ル 朝19世 紀/陶 器/26.3×35.1cm

36.《 白 地 多 彩 人 物 花 鳥 文 タ イ ル 》/一 枚/カ ー ジ ャ ー ル 朝19­20世 紀?/陶 器/54.0×36.2cm

37.《 色 絵 花 鳥 文 瓶 》/一 口/江 戸 時 代1670­1700年/磁 器/H.21.5cm
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《海 の 幸 》 応 援 団

2005年6月7日 （火 ）­7月28日 （木 ）

会 場:別 館

展 覧 会 ポ ス ター

出 品 目録:

1.狩 野 方 信 《竹 林 七 賢 人 図 屏 風 》/六 曲 一 双/江 戸 時 代18世 紀 前 半/紙 本 墨 画/154.6×361.4cm（ 各 隻 ）

2.冨 田 溪 仙 《聖 人 観 瀑 図 》/一 幅/近 代/絹 本 著 色/128.0×27.3cm

3.円 山 応 挙 《竹 に狗 子 波 に 鴨 図襖 》/四 面/江 戸 時 代18世 紀 後 半/紙 本 墨 画 淡 彩/169.0×92.8cm

　 　 （一 面 ）

4.鈴 木 其 一 《富 士 筑 波 山 図 屏 風 》/六 曲 一 双/江 戸 時 代19世 紀 前 半/紙 本 金 地 著 色/128.3×274.4cm

　 　 （各 隻 ）

5.作 者 不 詳 《武 蔵 野 図 屏 風 》/六 曲 一 隻/江 戸 時 代17世 紀 中 葉/紙 本 金 地 著 色/152.3×355.8cm

6.今 村 紫 紅 《海 の 幸 山 の 幸 屏 風 》/二 曲 一 双/1908年/絹 本 金 地 著 色/167.9×181.0cm（ 各 隻 ）

7.尾 形 光 琳 《白 楽 天 図 屏 風 》/六 曲 一 隻/江 戸 時 代/紙 本 著 色/154.0×362.0cm/根 津 美 術 館 蔵

8.《 伊 勢 集 断 簡 石 山切 》/一 幅/平 安 時 代12世 紀/紙 本 墨 書/20.2×15.4cm

9.青 木 木 米 《秋 渓 渡 橋 》/一 幅/江 戸 時 代19世 紀 初 頭/紙 本 墨 画 淡 彩/24.4×19.8cm

10.宗 達 派 《保 元 平 治 物 語 絵 扇 面 》/六 面/江 戸 時 代17世 紀/紙 本 著 色/18.3×55.6cm（ 一 面 ）

11.《 北 野 天 神 縁 起 絵 巻 》/二 巻/室 町 時 代/紙 本 著 色/32.4×912.0cm,32.4×777.0cm/根 津 美 術 館 蔵

12.上 村 松 篁 《春 日》/一 面/1996年/紙 本 金 地 著 色/85.6×116.0cm

オ リ エ ン トの ガ ラ ス

13.《 五 角 小 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国3世 紀 後 半 一4世 紀/ガ ラ ス/H.8.1cm,　 W2.4cm

14.《 梨 形 長 頸 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国1世 紀 中 葉/ガ ラ ス/H.22.4cm,　 W　14.2cm

15.《 梨 形 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国1世 紀 後 半/ガ ラ ス/H.12.8cm,　 W9.4cm

16.《 球 形 長 頸 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国2世 紀 中 葉 一後 半/ガ ラ ス/H.19.9cm,　 W.14.7cm

17.《 突 起 文 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国3世 紀/ガ ラ ス/H.11.2cm,　 W7.3cm

18.《 突 起 文 括 碗 》/一 口/ロ ー マ 帝 国3世 紀 中 葉 一後 半/ガ ラ ス/H.8.6cm,　 W.11.7cm

19.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国4世 紀 前 半/ガ ラ ス/H.11.3cm,　 W8.7cm

20.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国4世 紀 前 半/ガ ラ ス/H.7.8cm,　 W.7.3cm

展覧会（石橋美術館） 43



21.《 円 筒 形 把 手 付 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国4世 紀 初 頭 一中 葉/ガ ラ ス/H.24.8cm,　 W.10.4cm

22.《 脚 台 把 手 付 瓶 》/一 口/ロ ー マ 帝 国4世 紀/ガ ラ ス/H.44.3cm,　 W.17.7cm

23.《 大 皿 》/一 口/4世 紀/ガ ラ ス/H.5.8cm,　 D.34.8cm

24.《 貼 付 幾 何 文 長 杯 》/一 口/パ ル テ ィ ア 朝 ま た は サ ー サ ー ン 朝2­3世 紀/ガ ラ ス/H.22.7cm,　 W.9.5cm

25.《 円 形 切 子 碗 》/一 口/サ ー サ ー ン 朝6世 紀 前 半/ガ ラ ス/H.8.8cm,　 D.11.8cm

26.《 貼 付 線 文 鼓 形 把 手 付 瓶 》/一 口/ガ ズ ニ 朝10世 紀 末/ガ ラ ス/H.19.2cm,　 W.14.1cm

44 展覧会（石橋美術館）



フ ィ ル ム の な か の 画 家 た ちI

2005年9月16日 （金 ）－11月13日 （日）

会 場:別 館

展 覧 会 ポ ス タ ー

出 品 目録:

1.川 合 玉 堂 《秋 郊 帰 雁 》/一 幅/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/37.2×55.4cm

2.横 山 大 観 《糺 の 森 》/一 幅/秋 雨/1919年/絹 本 著 色/50.4×70.6cm

3.横 山 大 観 《旭 日青 波 》/一 幅/近 代/絹 本 著 色/44.6×56.4cm

4.横 山 大 観 《神 州 第 一 峰 》/一 幅/1930年/絹 本 著 色/67.8×114.8cm

5.横 山 大 観 《ス ケ ッ チ 》/一 面/1903年/紙 本 墨 画/34.2×32.6cm

6.横 山 大 観 《ス ケ ッ チ 》/一 面/1903年/紙 本 墨 画/60.5×26.6cm

7.川 端 龍 子 《木 莵 （竹 夜 ）》/一 幅/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/47.4×62.3cm

8.川 端 龍 子 《白梅 図 》/一 幅/近 代/紙 本 金 地 墨 画 淡 彩/23.4×20.4cm

9.川 端 龍 子 《東 海 旭 日》/一 幅/近 代/絹 本 著 色/43.0×51.2cm

10.堅 山 南 風 《双 鯉 》/一 幅/近 代/紙 本 淡 彩/125.4×33.0cm

11.堅 山 南 風 《鯉 》/一 幅/近 代/絹 本 淡 彩/138.2×49.7cm

12.徳 岡神 泉 《游 鯉 》/一 幅/近 代/紙 本 著 色/54.1×59.2cm

13.近 藤 浩 一 路 《暁 月 》/一 幅/1930年 頃/紙 本 墨 画/43.6×53.2cm

14.近 藤 浩 一 路 《暁 港 （島 原 港 ）》/一 幅/1930年/紙 本 墨 画/53.8×64.7cm

15.前 田 青 邨 《支 那 風 景 》/一 面/昭 和 時 代/紙 本 淡 彩/28.7×38.4cm

16.前 田 青 邨 《日 の 出 鶴 》/一 幅/1965­75年 頃/紙 本 著 色/42.6×54.6cm

17.前 田 青 邨 《獅 子 図 》/一 面/1935年 頃/紙 本 金 地 著 色/52.8×67.8cm

18.前 田 青 邨 《紅 白 梅 》/一 面/1970年 頃/紙 本 著 色/56.4×77.6cm

19.前 田青 邨 《風 神 雷 神 》/一 幅/1949年 頃/紙 本 墨 画 淡 彩/205.5×108.2cm

20.富 本 憲 吉 《色 絵 花 柳 文 水 指 》/一 口/近 代/陶 器/H.18.6cm

21.富 本 憲 吉 《色 絵 四 弁 花 文 飾 箱 》/一 合/近 代

22.板 谷 波 山 《氷 華 磁 葡 萄 文 花 瓶 》/一 口/1927年 頃­30年/磁 器/H.39.0cm

23.清 水 六 兵 衛 （6代） 《古 稀 彩 桔 梗 飾 皿 》/一 口/昭 和50年/陶 器/D.41.6cm

24.清 水 六 兵 衛 （6代） 《銹 拗 秋 月 花 瓶 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.31.0cm
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25.清 水 六 兵 衛 （6代） 《銹 拗 叢 花 瓶 》/一 口/昭 和49年/陶 器/H.35.7cm

26.清 水 六 兵 衛 （6代） 《古 稀 彩 歯 朶 花 瓶 》/一 口/昭 和49年/陶 器/H.43.0cm

27.《 映 画 の 上 映 》

近 現 代 作 家 の 陶 磁 器

28.北 大 路 魯 山 人 《金 襴 手 花 鳥 文 鉢 》/一 口/1925年/磁 器/H.10.0cm,　 D.23.5cm

29.河 井 寛 次 郎 《草 花 文 扁 壺 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.22.2cm,　 W　14.2cm

30.《 色 絵 水 草 文 花 瓶 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.28.5cm

31.浅 野 勝 《線 文 鉢 》/一 口/昭 和 時代/陶 器/H.20.5cm

32.添 田和 信 《白釉 花 入 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.33.0cm

33.島 岡 達 三 《灰 被 縄 文 壺 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.44.0cm

34.朴 富 元 《象 嵌 魚 文 大 壺 》/一 口/昭 和 時 代/陶 器/H.62.0cm

35.柳 根瀅 《青 磁 辰 砂 菊 花 文 長 頸 壺 》/一 口/昭 和 時 代/磁 器/H.37.5cm

36.柳 根瀅 《青 磁 象 嵌 雲 鶴 文 梅 瓶 》/一 口/昭 和 時 代/磁 器/H.46.5cm
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フ ィル ム の な か の 画 家 た ちⅡ

2005年11月16日 （水 ）­12月25日 （日）

会 場:別 館

出 品 目録:

1.正 宗 得 三 郎 《富 士 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/27.2×40.2cm

2.石 川 寅 治 《風 景 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.2×45.3cm

3.石 川 寅 治 《農 事 忙 》/1947年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/90.8×116.7cm

4.斎 藤 与 里 《秋 景 》/油 彩 ・板/21.0×27.1cm

5.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （り ん ご と 梨 ）》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/20.7×43.9cm

6.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （茄 子 と 南 瓜 ）》/1951年/デ ト ラ ン プ ・紙/20.3×33.6cm

7.梅 原 龍 三 郎 《桜 島 》/1935年/油 彩 ・紙/24.2×27.2cm

8.梅 原 龍 三 郎 《軽 井 沢 秋 景 》/1972年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.2×116.9cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

9.梅 原 龍 三 郎 《ナ ポ リ よ り ソ レ ン ト を 望 む 》/1921年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.5×60.7cm/

　 　 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

10.石 井 柏 亭 《ソ レ ン ト》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.7×55.0cm

11.石 井 柏 亭 《傘 松 （ナ ポ リ 風 景 ）》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/49 .6×60.4cm

12.山 下 新 太 郎 《ノ ラ ・フ ァ ル ク 嬢 》/1908年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/46 .0×38.0cm

13.山 下 新 太 郎 《読 書 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.0×73.1cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

14.山 下 新 太 郎 《供 物 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.2×46.1cm/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

15.山 下 新 太 郎 《金 閣 寺 林 泉 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.4×46.0cm

16.辻 永 《ハ ル ピ ン の 冬 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.3×45.5cm

17.辻 永 《上 高 地 》/1940年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/40.9×53.0cm

18.辻 永 《宍 道 湖 の 秋 》/1952年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/33.2×45.2cm

19.金 山 平 三 《石 母 田 の 堤 》/1952­55年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.9×53.0cm

20.金 山 平 三 《港 》/1945­56年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.5×52.9cm

21.清 水 多 嘉 示 《衣 裳 室 》/1926年/油 彩 ・板/41.0×32.5cm

22.中 沢 弘 光 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1922年/水 彩,チ ョ ー ク ・紙/24.0×19.8cm

23.中 沢 弘 光 《 ミ ラ ノ 》/1922年/鉛 筆,水 彩 ・紙/24.4×19.8cm

24.中 沢 弘 光 《ロ ー マ 》/1922年/鉛 筆,水 彩 ・紙/24.3×19.8cm

25.中 沢 弘 光 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1922年/水 彩 ・紙/34.8×26.0cm

26.中 沢 弘 光 《ナ ポ リ 》/1922年/水 彩 ・紙/25.5×34.7cm

27.中 沢 弘 光 《ブ リ ュ ー ジ ュ 》/1922年/水 彩 ・紙/24.5×34.2cm

28.中 沢 弘 光 《ピ サ 》/1922年/水 彩 ・紙/24.3×31.1cm

29.木 村 荘 八 《仲 見 世 （春 陽 会 石 版 画 集 ）》/1956年 頃/石 版 ・紙/35 .8×45.5cm

30.中 川 一 政 《魚 （春 陽 会 石 版 画 集 ）》/1956年 頃/石 版 ・紙/28.7×28 .0cm

31.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 』 洋 楽 師 》/1939­40年/木 版 ・紙/27.5×37.0cm

32.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 』 金 魚 屋 》/1939－40年/木 版 ・紙/28.0×37.0cm

33.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 』 写 真 班 》/1939­40年/木 版 ・紙/27.5×37.0cm

34.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 』 踏 切 番 》/1939­40年/木 版 ・紙/27.6×36.8cm
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35.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 第 二 輯 』 蕎 麦 の 出 前 も ち 》/1940­41年/木 版 ・紙/27.5×37.0cm

36.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 第 二 輯 』 魚 売 り 》/1940­41年/木 版 ・紙/27.6×37.0cm

37.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 第 二 輯 』 ガ ソ リ ン サ ー ビ ス 》/1940­41年/木 版 ・紙/27.5×36.8cm

38.和 田 三 造 《『昭 和 職 業 絵 尽 第 二 輯 』 ダ ン サ ー 》/1940­41年/木 版 ・紙/27.5×37.0cm

39.北 村 西 望 《月 昇 る 》/ブ ロ ン ズ/H.47.5cm,　 W45.0cm

40.山 本 豊 市 《若 い 女 》/1956年/乾 漆/H.170.0cm
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〈常設展示 〉

新春特別 展
筑後 と九州の画家 たち－新収蔵 品紹 介 をかねて

2005年1月8日 （土）­4月10日 （日）

会場　石橋美術館本館
主催　石橋財 団石橋美術館

後援　久留米市/久 留米市教育委員会/財 団法人久留米文化振興会/
　　　西 日本新聞社
出品内容:油 彩,テ ンペラ99点,素 描,墨,水 彩13点,彫 刻,金 工5点,
　　　　　資料3点　計120点
入場者総数:6,742人 （1日平均85人 ）

展覧会 チラシ

出 品 目録:

筑 後 の 画 家 た ち （エ ン ト ラ ン ス,第1室 － 第5室 ）

1.豊 福 知 徳 《半 円 柱1》/1964年/ブ ロ ン ズ/H.205.5cm

2.早 川銈 太 郎 《風 景 》/水 彩 ・紙/10.4×16.4cm/2003年 受 贈

3.早 川銈 太 郎 《戦 場 の 図 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/42.7×58.3cm/2003年 受 贈

4.森 三 美 《鶏 の い る 風 景 》/1910年 頃/油 彩 ・板/27.9×22.4cm/寄 託

5.森 三 美 《農 夫 》/1910年 頃/油 彩 ・板/31.5×22.2cm/寄 託

6.森 三 美 《海 岸 風 景 》/1910年 頃/油 彩 ・板/22.4×31.5cm/寄 託

7.森 三 美 《筑 後 風 景 （肥 前 田 舎 風 景 ）》/1910年 頃/油 彩 ・板/22.2×31.6cm/寄 託

8.吉 田 博 《上 高 地 》/1927年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.3×60.3cm

9.吉 田 博 《ウ ダ イ プ ー ル 宮 殿 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/33.0×45.4cm

10.吉 田 博 《奔 流 》/1936年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/96.7×130.7cm

11.坂 本 繁 二 郎 《夏 野 》/1898年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/71.0×116cm/※1/9よ り 展 示

12.坂 本 繁 二 郎 《霧 島 風 景 （左 ）》/1960年/油 彩 ・板 戸/80.8×95.6cm/寄 託

13.坂 本 繁 二 郎 《霧 島 風 景 （右 ）》/1960年/油 彩 ・板 戸/80.8×95.8cm/寄 託

14.坂 本 繁 二 郎 《幽 光 》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/31.7×41.0cm/寄 託

15.松 田 諦 晶 《刈 跡 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.1×71.2cm/2002年 購 入

16.松 田 諦 晶 《自 画 像 》/1929年/油 彩 ・板/32.5×23.8cm

17.松 田 諦 晶 《伯 耆 大 山 》/1943年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/41.0×53.0cm

18.高 島 野 十 郎 《ベ ニ ス の 昼 》/1930­33年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/22.7×15.6cm

19.高 島 野 十 郎 《筑 紫 観 世 音 寺 》/1952年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.6×52.9cm

20.小 松 清 次 《由 布 湖 に か か っ た 橋 と 由 布 岳 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/50.0×60.5cm

21.古 賀 春 江 《筑 後 川 》/1914年 頃/水 彩 ・紙/51.4×61.8cm

22.古 賀 春 江 《二 階 よ り 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/61.0×73.5cm/寄 託

23.古 賀 春 江 《誕 生 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/91.0×116.8cm
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24.古 賀 春 江 《素 朴 な 月 夜 》/1929年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/116.5×91.0cm

25.山 村 秀 一 《船 溜 り 》/水 彩 ・紙/24.5×33.0cm/2003年 受 贈

26.山 村 秀 一 《さ ば 》/1965年/水 彩 ・紙/57.1×77.5cm/2003年 受 贈

27.豊 田 勝 秋 《春 日 》/1930年/ブ ロ ン ズ/27.0cm

28.田 崎 廣 助 《風 景 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/50.1×61.0cm

29.井 上 三 綱 《収 穫 》/1928年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/69.0×118.0cm

30.高 田 力 蔵 《ア テ ネ の エ レ ク テ イ オ ン 》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.4×100.0cm

31.高 田 力 蔵 《パ ル テ ノ ン の 午 後 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.2×99.2cm

32.高 田 力 蔵 《回 想 の ア ク ロ ポ リ ス 》/1939年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.1×99.8cm

33.高 田 力 蔵 《ヴ ィ ラ ・メ ジ チ の 噴 水 》/1972年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.9×31.8cm

34.高 田 力 蔵 《ピ ラ ミ ッ ド広 場 に て 》/1981年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/35.2×27.0cm

35.青 木 繁 《車 中 風 景 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/14.4×19.0cm/2000年 購 入

36.青 木 繁 《神 塞 妙 義 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙 （2枚 ）/左:13.9×21.6cm/右:13.9×22.6cm/

　 　 2003年 受 贈

37.青 木 繁 《碓 氷 川 磧 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙 （2枚 ）/各14.7×19.2cm/2003年 受 贈

38.青 木 繁 《自 画 像 》/1903年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.5×60.5cm

39.青 木 繁 《闍 威 弥 尼 》/1903年/油 彩 ・板/14.7×10.3cm

40.青 木 繁 《輪 転 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/26.8×37.8cm

41.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・板/10.3×14.7cm

42.青 木 繁 《海 の 幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/70.2×182.0cm

43.青 木 繁 《農 家 》/1904年/油 彩 ・板/23.3×33.0cm

44.青 木 繁 《木 立 （森 の 暮 色 ）》/1904年/油 彩 ・板/33.0×23.0cm

45.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/36.5×73.0cm/2000年 購 入

46.青 木 繁 《光 明 皇 后 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/37.6×71.0cm

47.青 木 繁 《大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/75.5×127.0cm

48.青 木 繁 《雪 景 》/1906年/油 彩 ・板/23.0×32.8cm

49.青 木 繁 《わ だ つ み の い ろ こ の 宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/180.0×68.3cm

50.青 木 繁 《月 下 滞 船 図 》/1908年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/42.5×60.0cm

51.青 木 繁 《晩 帰 》/1908年/木 炭 ・紙/12.3×18.7cm/2000年 購 入

52.坂 本 繁 二 郎 《自 画 鏡 像 》/1929年/油 彩 ・紙/45.5×37.5cm

53.坂 本 繁 二 郎 《青 木 繁 歌 碑 文 字 図 案 》/1947年/墨 書 ・紙 本/51.3×66.8cm

54.井 上 三 綱 《殷 殷 と 鐘 が な る 》/1974年/油 彩,墨,コ ラ ー ジ ュ ・紙 （屏 風 装 ）/102.6×245.4cm

55.伊 東 静 尾 《解 放 》/1953年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/162.5×130.3cm

56.伊 東 静 尾 《激 動 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/181.7×225.5cm

57.坂 宗 一 《脱 穀 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×72.7cm/2003年 受 贈

58.坂 宗 一 《久 住 （晩 秋 ）》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/67.5×72.5cm/2003年 受 贈

59.坂 宗 一 《舟 三 艘 》/墨,水 彩 ・紙/66.2×46.1cm/2003年 受 贈

60.坂 宗 一 《赤 絵 皿 》/墨,水 彩 ・紙/67.7×44.0cm/2003年 受 贈

61.今 里 龍 生 《坂 本 繁 二 郎 像 》/1961年/ブ ロ ン ズ/33.0×30.0cm

62.内 野 秀 美 《ひ と り》/1960年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/90.9×72.7cm/2003年 受 贈

63.内 野 秀 美 《羨 の 花 》/1980年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.8×91.0cm/2003年 受 贈

64.豊 福 知 徳 《透 過 す る 立 像 （白 ）》/1991年/木 （マ ホ ガ ニ ー ）/彩 色/H.216.0cm/2002年 購 入

65.大 村 清 隆 《坂 本 繁 二 郎 像 》/1968年/ブ ロ ン ズ/H.52.0cm/寄 託

66.青 木 繁 《青 木 鶴 代,た よ 子 宛 書 簡 》/1910年11月22日 付/資 料/2002年 購 入

67­1.青 木 ま さ を （青 木 繁 の 母 ） 《福 田 豊 吉 宛 書 簡 》/1911年12月24日 消 印/資 料/2002年 購 入
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67­2.《 青 木 繁 肖像 写 真 （幸 彦 を抱 い た ）》/1905年9月 撮 影/資 料/2002年 購 入

67­3.《 青 木 繁 肖像 写 真 》/1907年 頃 撮 影/資 料/2002年 購 入

68.《 坂 本 繁 二 郎 似 顔 絵 カ ッ ト原 画 》10点/1970年1月 西 日本 新 聞 掲 載/資 料/2003年 受 贈

1）青 木 　 寿 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月6日 掲 載

2）田 崎 廣 助 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月7日 掲 載

3）下 川 都 一 朗 『西 日本 新 聞 』1970年1月8日 掲 載

4）豊 田 勝 秋 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月9日 掲 載

5）伊 東 静 尾 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月10日 掲 載

6）鶴 　 甫 　 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月12日 掲 載

7）冨 永 朝 堂 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月13日 掲 載

8）内 野 秀 美 　 『西 日本 新 聞 』1970年1月14日 掲 載

9）伊 東 静 尾 　 掲 載 日,掲 載 記 事 不 明

10）坂 　宗 一 　 『西 日本 新 聞 』 『西 日本 新 聞 』1970年1月4日 掲 載

69.坂 本 繁 二 郎 《魚 を 持 っ て き た 海 女 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/117.0×80.6cm

70.坂 本 繁 二 郎 《牛 》/1919­1965年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.5×80.3cm/寄 託

71.坂 本 繁 二 郎 《牛 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/71.0×116.5cm

72.坂 本 繁 二 郎 《少 女 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.8×32.8cm

73.坂 本 繁 二 郎 《読 書 の 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/40.8×31.7cm

74.坂 本 繁 二 郎 《パ リ 郊 外 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/53.0×65.0cm

75.坂 本 繁 二 郎 《帽 子 を 持 て る 女 》/1923年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.7×65.0cm

76.坂 本 繁 二 郎 《老 婆 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/41.0×32.8cm/寄 託

77.坂 本 繁 二 郎 《自 像 》/1923­30年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/52.5×45.0cm

78.坂 本 繁 二 郎 《放 牧 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/71.5×116.5cm/寄 託

79.坂 本 繁 二 郎 《放 牧 三 馬 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/79.6×99.0cm

80.坂 本 繁 二 郎 《柿 》/1944年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.3×52.5cm

81.坂 本 繁 二 郎 《能 面 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.0×45.5cm/寄 託

82.坂 本 繁 二 郎 《植 木 鉢 》/1959年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/38.3×45.5cm/寄 託

九 州 の 画 家 た ち （第6室,第7室 ）

83.百 武 兼 行 《臥 裸 婦 》/1881年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/97.3×188cm

84.黒 田 清 輝 《鉄 砲 百 合 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.3×80.0cm

85.藤 島 武 二 《ヴ ェ ル サ イ ユ 風 景 》/1906­07年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.7×91.0cm

86.藤 島 武 二 《ネ ミ 湖 》/1908年/油 彩 ・板/26.0×34.8cm

87.藤 島 武 二 《噴 水 の あ る 池 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/24.0×32.6cm

88.藤 島 武 二 《五 剣 山 の 日 の 出 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.8×72.6cm

89.藤 島 武 二 《屋 島 よ り の 遠 望 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/52.9×72.5cm

90.岡 田 三 郎 助 《薔 薇 の 少 女 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/119.0×78.8cm

91.岡 田 三 郎 助 《髪 梳 く 女 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/60.3×45.3cm

92.和 田 英 作 《チ ュ ー リ ッ プ 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/80.3×65.0cm

93.和 田 三 造 《海 》/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/106.5×197.5cm

94.遠 山 五 郎 《婦 人 読 書 図 》/1922年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/80.9×64.7cm

95.片 多 徳 郎 《芙 蓉 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.5×37.8cm

96.児 島 善 三 郎 《 ト レ ド風 景 》/1928年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/50.2×100.0cm

97.荒 井 龍 男 《廃 園 》/水 彩 ・紙/38.8×48.4cm

98.海 老 原 喜 之 助 《青 年 像 》/1944年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/50.0×44.0cm
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99.佐 藤 敬 《作 品 》/1957年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/89.1×116.0cm

100.宇 治 山 哲 平 《玖 珠 の 山 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/45.0×52.7cm/寄 託

101.古 沢 岩 美 《地 の 塩 》/1959年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/100.0×199.2cm

102.野 見 山 暁 治 《鉱 山 か ら 》/1984年/グ ワ ッ シ ュ,油 性 黒 イ ン ク ・紙/57.2×50.3cm/2005年 受 贈

103.野 見 山 暁 治 《風 の 便 り 》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/112.3×145.8cm/2005年 購 入

104.森 通 《月 の サ ハ ラ 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/97.0×162.0cm

105.森 通 《隊 商 の 道 》/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/72.5×90.5cm

日 本 洋 画 の 流 れ （第8室 ）

106.中 丸 精 十 郎 《瀑 》/1890年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/107.6×70.2cm

107.浅 井 忠 《樹 下 の 女 》/1901年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/45.8×37.8cm

108.黒 田 清 輝 《針 仕 事 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/81.2×65.0cm

109.藤 島 武 二 《天 平 の 面 影 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/197.5×94.0cm

110.岡 田 三 郎 助 《水 浴 の 前 》/1916年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/197.0×76.2cm

111.和 田 英 作 《読 書 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.6×54.0cm

112.山 下 新 太 郎 《端 午 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/55.3×46.0cm

113.小 出 楢 重 《裸 婦 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/70.0×46.0cm

114.安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/128.0×193.0cm

115.岸 田 劉 生 《麗 子 像 》/1922年/テ ン ペ ラ ・カ ン ヴ ァ ス/41.0×31.9cm

116.児 島 善 三 郎 《海 芋 と キ リ ン 草 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/91.0×72.9cm

117.古 賀 春 江 《鳥 籠 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/111.2×145cm

118.佐 伯 祐 三 《コ ル ド ヌ リ （靴 屋 ）》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/72.6×60.3cm

119.佐 伯 祐 三 《広 告 貼 り 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/73.4×60.2cm

＊2月20日 よ り4月10日 ま で,藤 田 吉 香 《籠 中 満 春 》 （油 彩,金 箔 ・カ ン ヴ ァ ス/37.0×45.0cm） を 久 留 米 市 よ り借 用,

エ ン トラ ン ス に展 示 し た 。

関連事業:

開 催 記 念 美 術 講 座 →p.57

広報記録:

新 聞 ・雑 誌:

「石 橋 美 術 館 で 新 春 企 画 展 　 初 公 開 の 作 品 多 数 」 『朝 日新 聞 』2005年1月5日 （筑 後 版 ）

「筑 後 と九 州 の 画 家 作 品119点 を 展 示 」 『読 売 新 聞 』2005年1月9日 （筑 後 版 ）

「『筑 後 と九 州 の 画 家 た ち』 展 開 幕 」 『西 日本 新 聞 』2005年1月9日 （筑 後 版 ）

植 野 健 造 「風 土 と作 風 を 考 え させ る110点 『筑 後 と九 州 の 画 家 た ち － 新 収 蔵 品 紹 介 を か ね て － 』」『西 日 本 新 聞 』

2005年1月29日 （筑 後 版 ）
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教 育 普 及 　 ブリヂス トン美術館

〈土 曜講座 〉

土曜 日 14:00­16:00 ホ ー ル

通算回数 月　　日 講座題 目 講師

《絵画 を見 る,絵 画 を語 る》
企画=福 士　理
2011

2012

2013

2014

2005年2月5日

2月12日

2月19日

2月26日

フ ラ ン ス 絵 画 に お け る モ ダ ニ ズ ム と伝 統 － モ ネ か らマ テ ィス,ピ カ ソ まで

セ ザ ン ヌ,ジ ャ コ メ ッテ ィ と感 覚 の 絵 画

絵 画 の機 関 （か ら く り） － ク レー と地 誌

シ ニ ャ ッ ク の 魅 カ － モ ネ とス ー ラ の は ざ まか ら

田 中 正 之 氏 （国立西 洋美術館

　　　　　 　　　　　 　　 主任研 究官）

前 田 英 樹 氏 （立教大 学教授 ）

宮 下 　 誠 氏 （國學 院大學 助教授）

酒 井 　 健 氏 （法 政大 学教授 ）

《修復 の現場 か ら》
企画=中 田裕子
2015

2016

2017

2018

2019

3月5日

3月12日

3月19日

3月26日

4月2日

エ ジ プ ト木 棺 か ら ル ー マ ニ ア世 界 遺 産 の壁 画

タ ピ ス リ ー の 歴 史 と修 復

雪舟の四季山水図 と高野切 を中心に
立体作品の保存修復について－歴史的な例 と問題点

レ ン ブ ラ ン ト,ピ カ ソ－ 版 画 を 中心 と して

小 林 嘉 樹 氏 （絵 画修 復家）

石 井 美 恵 氏 （染織 品保存修復師）

藤 岡 春 樹 氏 （光影堂代表取締役）

藤 原　 徹 氏 （東 北芸術工科大学教授 ）

坂 本 雅 美 氏 （紙 本修復家）

《地 中海学会春期 連続講演会 　地 中海 ネ ッ トワーク－ 交易 と人 の移 動》
企画=高 山博氏 （東京大学教授,地 中海学会）
2020

2021

2022

2023

2024

4月23日

4月30日

5月7日

5月14日

5月21日

エ ー ゲ 海 交 易 の 中 心 ペ イ ラ イ エ ウ ス 港 を 訪 れ た 人 々

ポセイ ドンの変身－古代地中海世界の近代性
サ ハ ラ と ヨ ー ロ ッパ － 地 中 海 が 結 ぶ 南 北 交 流 史

櫻 井 万 里 子 氏 （東京大学教授 ）

本 村 凌 二 氏 （東京大学教授）

私 市 正 年 氏 （上智大学教授）

三 大 文 化 圏 と ネ ッ トワ ー ク－ ヨ ー ロ ッパ,ビ ザ ン ツ,イ ス ラ ム世 界 の 交 流

ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ネ ッ ト ワ ー ク

高 山 　 博 氏 （東京大学教授）

斉 藤 寛 海 氏 （信州大学教授）

《絵画 ×文学― 作家 たちの交流 とその影響》
企画=中 村節子
2025 6月11日 シ ュ ル レ ア リ ス ム の 時 代 － キ リ コ,ミ ロ,ブ ル ト ン,瀧 口 修 造

巖 谷 國 士 氏 （明治学院大学教授 ）

2026

2027

2028

2029

6月18日

6月25日

7月2日

7月9日

プ ル ー ス ト 『失 わ れ た 時 を求 め て 』 と印 象 派 の 画 家 た ち

ユ イ ス マ ン ス と ギ ュ ス タ ー ヴ ・モ ロ ー

吉 川 一 義 氏 （首都大学東京教授 ）

鹿 島 　 茂 氏 （共立女子大学教授 ）

漱石 にみる美的感性－青木繁 ・坂本繁二郎への眼差 し

マ ネ を め ぐる ボ ー ド レー ル とマ ラ ル メ

中 島 国 彦 氏 （早稲 田大学教授 ）

中 島 弘 二 氏 （立教大学教授 ）
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《ふた りの関係,二 つ のかた ち－ 「絵 の なか のふ た り展」 関連 講座 》
企画=塚 田美香子
2030

2031

2032

2033

7月23日

7月30日

8月6日

8月13日

ピカソとオルガ,新 古典主義時代の愛 と破綻 大 高 保 二 郎 氏 （早稲 田大学教授）
ロ ー ラ ン サ ン と装 飾 美 術 － ニ コ ル ・グ ル ー との 交 流 を と お し て

シ ャ ガ ー ル と ロ シ ア ・ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド

高 波 眞 知 子 氏 （東京都庭 園美術館

　　 　　　　 　　　 　　　 　展示係長 ）

桑 野 　 隆 氏 （早稲 田大学教授）

ふ た りの 名 作 － 岸 田劉 生,梅 原 龍 三 郎,村 井 正 誠,靉 嘔 ら を 中心 に

森山秀子

《《海の幸》100年 》
企画=貝 塚 　健
2034

2035

2036

9月24日

10月1日

10月8日

青木繁 《海の幸》の100年
虫めがねで見た 《海の幸》

植野健造
石井　亨

記録 された虚像 と真実－高松塚か ら紅 白梅図屏風,そ して 《海の幸》
城 野 誠 治 氏 （独立行 政法人

　　　 文化財研究所東京 文化財研究所）

《地 中海学 会秋期連続 講演会　地 中海都市 め ぐ りシリーズ－そ の芸術 と文化》
企画=小 佐野重利氏 （東京大学教授,地 中海学会）
2037

2038

2039

2040

10月22日

10月29日

11月5日

11月12日

バ ル セ ロ ナ の 光 と影 ,ガ ウ デ ィ と ピ カ ソ

南仏 と20世紀美術の創始者たち

芸術都市 ミラノ

大 高 保 二 郎 氏 （早稲 田大学教授）

太 田泰 人 氏 （神奈川 県立近代美術館

　 　　　　　 　　　　　 　　 普及課長）

上 村 清 雄 氏 （千葉大学助教授 ）

ア ル ジ ェ リ ア 女 性 作 家 た ち か ら見 た 〈ア ル ジ ェ の 女 た ち 〉

石 川 清 子 氏 （静 岡文化芸術 大学教授）
2041

2042

11月19日

11月26日

野 外 オ ペ ラ と ジ ュ リエ ッ トの 町 ヴ ェ ロ ー ナ の15世 紀 絵 画

プ ー リ ア 地 方 の 都 市

小 佐 野 重 利 氏 （東 京大学教授）

陣 内 秀 信 氏 （法政大学教授 ）

〈ギ ャ ラ リ ー トー ク 〉

2004年10月 よ り,毎 日,展 示 室 に お い て ギ ャ ラ リ ー トー ク を実 施 す る よ う な っ た 。 今 年 度 は 下 記 の 時 間 帯 に,

当 館 学 芸 員 が 毎 日実 施 し た 。

　 火 曜 日か ら 金 曜 日 ま で 　 　 18:00－18:45

　 土 曜 日,日 曜 日 お よ び 祝 日　 16:30－17:15
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〈フ ァ ミ リ ー ・プ ロ グ ラ ム 〉

特 別 展 開 催 中 を の ぞ き,小 学 生 を含 む 家 族 を対 象 に し た プ ロ グ ラ ム を,毎 月 日曜 日 に 実 施 し た。

【午 前 】10:30­12:30

【午 後 】14:00­16:00

2005年 2月27日

3月27日

4月29日

5月29日

6月26日

7月31日

8月28日

9月25日

10月30日

11月20日

12月11日

「好 き な絵 あ て っ こ 」

【午 前 】6組16人 （子 ど も9人,お と な7人 ）

【午 後 】1組5人 （子 ど も3人,お と な2人 ）

「マ テ ィ ス の プ ロ セ ス 」

【午 前 】3組7人 （子 ど も4人,お とな3人 ）

【午 後 】5組16人 （子 ど も7人,お と な9人 ）

「彫 刻 あ て ク イ ズ 」

【午 前 】3組10人 （子 ど も5人,お と な5人 ）

【午 後 】3組7人 （子 ど も4人,お と な3人 ）

「制 作 の プ ロ セ ス 」

【午 前 】5組13人 （子 ど も6人,お と な7人 ）

【午 後 】3組9人 （子 ど も4人,お と な5人 ）

「暑 中 お 見 舞 い 申 し上 げ ます 」

【午 前 】6組17人 （子 ど も10人,お と な7人 ）

【午 後 】6組18人 （子 ど も10人,お と な8人 ）

「暑 中 お 見 舞 い 申 し上 げ ます 」

【午 前 】5組15人 （子 ど も6人,お とな9人 ）

【午 後 】6組20人 （子 ど も12人,お と な8人 ）

「美 術 館 探 検 」

【午 前 】4組16人 （子 ど も8人,お とな8人 ）

【午 後 】4組15人 （子 ど も8人,お とな7人 ）

「動 物 さ が し」

【午 前 】3組8人 （子 ど も5人,お と な3人 ）

【午 後 】3組10人 （子 ど も5人,お とな5人 ）

「食 べ も の さが し」

【午 前 】3組11人 （子 ど も6人,お と な5人 ）

【午 後 】0組0人 （子 ど も0人,お と な0人 ）

「制 作 の プ ロ セ ス 」

【午 前 】2組8人 （子 ど も4人,お と な3人 ）

【午 後 】0組0人 （子 ど も0人,お と な0人 ）

「ク リス マ ス ・プ レ ゼ ン ト」

【午 前 】0組0人 （子 ど も0人,お と な0人 ）

【午 後 】0組0人 （子 ど も0人,お と な0人 ）
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〈博物 館実習生 の受 入れ 〉

学 芸 員 資 格 取 得 の た め の 博 物 館 実 習 を 下 記 の よ う に 実 施 し た 。

期 間:2005年7月18日 （月 祝 ）­7月25日 （月 ） ※7月23日 （土 ）24日 （日）は休 み

実 習 生:9名 （9校）

実 習 内 容:

　 目標:・ 実 習 生 に最 終 的 な ア ウ トプ ッ トと して 口頭 に よ る作 品 解 説 を 行 わ せ る 。

　 　 　 　 ・作 品 解 説 を行 う 上 で 必 要 な 知 識 ・情 報 の修 得 を通 じ て美 術 館 業 務 につ い て の 理 解 を深 め る 。

　 　 　 　 ・出 来 る 限 り実 習 を通 じて の 学 習 を 目指 す が 、 美 術 品 を扱 う上 で の 事 故 を避 け る た め 、 講 義 、 演 習

　 　 　 　 　 に よ る 理 解 を深 め た後 に実 習 へ と進 む 。

7月18日

（月 ）

7月19日

　 （火 ）

7月20日

（水 ）

7月21日

（木 ）

7月22日

（金 ）

7月25日

（月 ）

1

10:00­11:00

ガ イ ダ ン ス

（中 村 節 子 ）

作 品 調 査1
　 （実 習 ）
（福 士 ほ か ）

展 覧 会1

（福 士 ）

展 覧 会2
（塚 田 ）

美術館運営
　 （中山）

発表準備2
　（実習）
（中村節子）

2

11:00­12:00

総論
（富山）

作 品 調 査2
　 （実 習 ）
（福 士 ほ か ）

レ ジ ス トレ ー

　 シ ョ ン1

　 （塚 田 ）

展覧会3
（中村邦子）

財団運営
（遠藤）

発表準備3
　（実習）
（中村節子）

3

13:30­14:30

美術館施設見学
　 （福士）

作 品 調 査3
　 （演 習 ）
（石 井 ・坂 井 ）

レ ジ ス トレ ー

　 シ ョ ン2

　 （塚 田 ）

カ タ ロ グ・館 報

（中 村 節 子 ）

展 示 に つ い て

　 （福 士 ）

発 表1（実 習 ）

（福 士 ・
　 中村 節 子 ）

4

14:30­15:30

作 品 調 査1

　 （演 習 ）
（福 士 ほ か ）

文 献 ・情 報
検 索2（実 習 ）

（中村 節 子 ）

レ ジ ス ト レ ー

　 シ ョ ン3

　 （塚 田 ）

教育普及
（田所）

発表準備1
　（実習）
（中村節子）

発 表2（実 習 ）

（福 士 ・
　 中 村 節 子 ）

5

15:30­16:30

作品調査2
　（演習）
（福士ほか）

文 献 ・情 報
検 索3（実 習 ）
（中 村 節 子 ）

作品調査3
（中村節子）

作品調査4
（塩島）

保 存 管 理1

　 （演 習 ）
（石 井 ・坂 井 ）

発 表3（実 習 ）
（福 士 ・

　 中 村 節 子 ）

6

16:30­17:30

文 献 ・情 報
検 索1（演 習 ）

（中 村 節 子 ）

文 献 ・情 報
検 索4（実 習 ）

（中 村 節 子 ）

作品調査4
（中村節子）

展覧会4
（福士）

保 存 管 理2

　 （演 習 ）
（石 井 ・坂 井 ）

　 ま とめ

（中 村 節 子 ）
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教育 普及　石橋美術館

〈美術 講座 〉

14:00­15:30 講座室
月 日 講座題 目 講師

《新春企画展 「筑後 と九州の画家たち－新収蔵品紹介 をかねて」開催記念》
2005年 1月29日 筑後 と九州の画家たち－新収蔵品紹介 をかねて

植野健造

《名 作 もの が た り－ 青 木 繁 《海 の 幸 》 の100年 開 催 記 念 》

5月14日

5月28日

6月11日

6月25日

名 作 も の が た り－ 青 木 繁 《海 の幸 》 の100年 植野健造
記録 された虚像 と真実－高松塚か ら紅 白梅図屏風 まで

虫めがねで見た 《海の幸》

《海の幸》誕生,房 総の海

城野誠治 氏 （東京文化財研究所）
石井　亨
森山秀子

《「琉球の美」開催記念》
8月7日

8月27日

沖縄 の染織

沖縄 の工芸

祝 嶺 恭 子 氏

（染織作家,沖 縄 県立芸術大学客員教授 ）

宮 城 篤 正 氏 （元浦添市美術館館 長）

《「水彩の力,素 描の力」 開催記念》
10月1日 水彩 と素描の魅力 植野健造

《「絵 の な か の ふ た り」 開 催 記 念 》

11月26日 シ ャ ガ ー ル,ピ カ ソ,靉 嘔 ら が 描 く “ふ た り ” 森山秀子

〈ギ ャ ラ リ ー トー ク 〉

毎 月 第1週 －4週 の 日曜 日、本 館 ま た は 別 館 の 展 示 室 で 実 施 した 。

時 間:14:00－14:20

教育普及（石橋美術館） 57



〈学習 におけ る美術館 の利用 な ど〉

2005年 4月20日 （水 ） 有明工業高等専 門学校2年3組
学外学習

6月7日 （火）・8日（水） 久留米市立牟田山中学校3年生

　　　　　　 職場体験学習
6月29日 （水 ）

7月9日 （土 ）

8月2日 （火 ）

8月8日 （月 ）

久留米市立安武小学校6年生
久留米市の偉人 ・坂本繁二郎 についての学習
久留米大学附設中学校2年生
青木繁についての学習
小郡 ・三井郡小学校研究会
第1回図画工作科研究部会
久留米市小学校教育研究会
図画工作科部会実技研修会

8月10日 （水）­12日 （金） 福岡県立輝翔館中等教育学校2年 生

　　　　　　 職場体験学習

39人

3人

5人

136人

16人

86人

3人

〈館外 活動 〉

2005年 5月17日 （水 ）­6月29日 （水 ） 太 宰 府 市 中 央 公 民 館 「美 術 史 講 座 」 （全7回 ） 受 講 生24人

7月2日 （土 ）

7月5日 （火 ）

9月27日 （火 ）

10月6日 （木 ）

ア ク ロ ス福 岡 「文 化 で あ い 塾 」　 70人 （担 当=植 野 ）

え ー る ピ ア大 学 「歴 史 探 訪 」　 27名 （担 当=植 野 ）

大 川 三 潴 地 区 高 齢 者 大 学 「筑 後 の 画 家 た ち 」 約150人 （担 当=森 山 ）

小 郡 市 七 夕 大 学 　 100人 （担 当 ＝平 間）

〈夏 休 み こ ど も プ ログ ラ ム2005〉

2005年7月13日 （水 ）­8月31日 （水 ）,「 比 較 」 を テ ー マ に よ く見 て 楽 し む コ ー ナ ー （本 館4室 ） と作 っ て 楽 しむ

コ ー ナ ー （本 館 休 憩 テ ラス ） を常 設 展 示 の 一 部 に設 置 。 小 中学 生 を 対 象 に,解 説 パ ン フ レ ッ ト と課 題 や ク イ

ズ が 記 載 さ れ た ワ ー ク シ ー トを受 付 で 配 布 。

毎 週 土 曜 日 の 午 後 と 日 曜 日 の 午 前 中 に,ボ ラ ン テ ィ ア に よ る小 中 学 生 向 け の ギ ャ ラ リ ー ・ トー ク を実 施 。 ま

た 大 牟 田 市 在 住 の 染 色 作 家 ・河 野 康 子 氏 の 助 言 と協 力 を得 て,7月27日 （水 ）と8月17日 （水 ）の2回,型 絵 染 の技

法 を使 っ た う ち わ 作 りに 挑 戦 す る 親 子 実 技 講 座 を 実 施 。 完 成 した 作 品 は 休 憩 テ ラ ス に 展 示 。 入 場 者 総 数 は

6,791人 （小 中 学 生1,699人 含 む ）。

解 説 ボ ラ ン テ ィ ア:

荒 尾 信 子,浦 川 里 枝 子,隈 早 苗,黒 田 由 紀 美,小 嶺 千 代 子,冨 安 重 孝,豊 田麻 子,中 島 由貴,永 浜 実 里,福

山清 美,松 原 知 子,牟 田 麻 里 耶,森 房 乃,柳 秀 昭,龍 尾 美 智 子 　 以 上15名 （50音順 　 敬 称 略 ）

期 間 中 の 各 プ ロ グ ラ ム参 加 者 の べ 人 数:
・ボ ラ ンテ ィ ア に よ る小 中学 生 の た め の ギ ャ ラ リ ー ・ トー ク　 895人

・親 子 実 技 講 座 　 46人
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〈博物館 実習生 の受入れ 〉

学 芸 員 資 格 取 得 の た め の 博 物 館 実 習 を下 記 の よ う に 実 施 し た 。

期 間:2005年8月23日 （火 ）­8月27日 （土 ）5日 間

実 習 生:6名 （6校）

実 習 内 容:

8月23日

（火 ）

8月24日

（水 ）

8月25日

（木 ）

8月26日

（金 ）

8月27日

（土 ）

1

9:30­10:45

ガイ ダ ンス ・

　　総 論
　 （平 野 ）

展 覧会1（概 要 ）
　 　 （植 野 ）

展 覧 会2
（カ タ ロ グ）
　 （森 山）

　 展 覧 会3
（展示 プ ラ ン）
　 （平 間 ）

リ ー フ レ ッ ト

　 作 成1

　 （森 山 ）

2

10:45­12:00

美術 館 運 営
　 （郷原 ）

教 育普 及
（後藤 ）

保存 管 理
（石 井 ）

作 品管 理
（森 山）

リ ー フ レ ッ ト

　 作 成2

　 （森 山 ）

3

13:00­14:15

施 設 見学
（植 野 ）

作 品 調査
（平 間 ・石 井 ）

展 示 方法
（石 井 ）

発 表1
（後藤 ）

関 連事 業1
（後藤 ）

4

14:15－15:30

展 示 企 画
（森 山 ）

作 品 調査
（平 間 ・石井 ）

文 献 調査
（後 藤 ）

発 表2
（後 藤 ）

関連 事 業2
（平 間 ）

5

15:30­16:45

課 題説 明 ・実施
　 　 （後 藤 ）

文 献 ・情 報 検索
　 　 （後 藤 ）

解説 作 成1
（平 間）

解説 作 成2
（平 間）

リー フ レ ッ ト
　 　設 置
　 （森 山）

6

16:45­17:30

質 疑 ・応 答

ノ ー トま と め

質 疑 ・応 答

ノ ー トま と め

質 疑 ・応 答
ノ ー トま と め

質 疑 ・応 答
ノ ー トま と め

質 疑 ・応 答
　 終 了会

※実 習 の成 果 発 表 と して,展 示 作 品 に各 自の テ ー マ に沿 っ た解 説 リー フ レ ッ トを作 成 と す る こ と を課 題 と した。 作 成 した

リ ー フ レ ッ トは 会 場 に設 置 し た。
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入場者数

ブ リヂ ス トン美 術 館

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計

開 館 日数
有 　 料

団体
無 料

一 般
大 ・高 生 合計 （中 ・小 生 ）

総　計

21 6,591 211 121 6,923 2,323 （165） 9,246

24 7,687 220 152 8,059 1,547 （758） 9,606

28 8,771 279 109 9,159 1,144 （335） 10,303

25 6,310 165 292 6,767 837 （249） 7,604

26 9,311 314 120 9,745 1,712 （496） 11,457

26 7,621 205 178 8,004 1,544 （442） 9,548

24 7,997 327 269 8,593 1,921 （591） 10,514

26 7,436 109 183 7,728 2,673 （1,349） 10,401

23 7,909 730 146 8,785 1,864 （235） 10,649

23 8,313 557 386 9,256 1,551 （162） 10,807

26 3,975 379 255 4,609 906 （146） 5,515

27 3,858 524 108 4,490 908 （148） 5,398

299 85,779 4,020 2,319 92,118 18,930 （5,076） 111,048

一 日平 均

440

400

368

304

441

367

438

400

463

470

212

200

371

ホ ー ル イ ベ ン ト：8月 よ り ホ ー ル に て イ ベ ン トを 開 催,美 術 館 へ の 入 館 促 進 と な っ た 。

1

2

3

イ ベ ン ト名

bamboo　 harmonic　 ensemble

ヒ ン ド ゥ ス タ ー ニ ー ・

　 　 サ ン ギ ー ト

ボ リビ アの音 楽 と人 々 の生 活

開催 日時

2005.8.27（ 土 ）

14:00/17:00

2005.10.23（ 日 ）

　 　 15:00

2005.12.10（ 土 ）

　 14:30/18:30

入場料

前 売2,500円

当 日3,000円

前 売2,500円

当 日3,000円

前 売2,500円

当 日3,000円

入場者数
昼 の 部130人

夕 の 部130人

89人

昼 の 部124人

夜 の 部113人

出演者

イ ン ダ ・プ ト ゥ リ

　 栗 原　 崇

サ ラー ム 海上

瀬 川 由希 夫

木下尊惇
菱本幸二
橋本　仁
小林智詠

石橋美術館

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計

開館
日数
20

24

27

25

26

26

26

26

24

26

25

22

297

一 般

952

有 　 料

1,082

819

1,504

2,534

1,456

1,139

1,914

1,578

1,483

1,213

1,036

16,710

大 ・高 生

52

団体
314

34 239

40 870

46 446

174 577

80 961

79 753

125 725

77 379

62 682

55 1,011

70 354

894 7,311

合計
1,318

1,355

1,729

1,996

3,285

2,497

1,971

2,764

2,034

2,227

2,279

1,460

24,915

中小生
無

招待他
63

料

615

合計
678

総計

1,996

330 151 481 1,836

408 158 566 2,295

83 133 216 2,212

262 119 381 3,666

280 179 459 2,956

619 110 729 2,700

1,355 1,263 2,618 5,382

324 1,635 1,959 3,993

183 909 1,092 3,319

327 1,769 2,096 4,375

1,381 1,479 2,860 4,320

6,167 7,968 14,135 39,050

一 日平 均

100

77

85

88

141

114

104

207

166

128

175

196

131
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新 収 蔵 作 品 　 New　 Acquisitions

ホ フ マ ン,ハ ン ス

HOFMANN,　 Hans

1880­1966

Push　 and　 Pull　Ⅱ

1950年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

122.5×92.1cm

右 下 に 署 名,年 記

外 洋211

裏 面 に 署 名,タ イ トル,年 記

Push　 and　 Pull　Ⅱ

1950

Oil　on　canvas

122.5×92.1cm

Signed　 and　 dated　 lower　 right　 :　Hans　 Hofman　 50

Signed,　 titled　 and　 dated　 on　 the　reverse　 :　Push　 and　 Pull　 No,　 2　/　Hans　 Hofman　 /　50

来 歴Prov.　 :　Estate　 of　Hans　 Hofmann;　 Ameringer　 Yohe　 Fine　 Art,　 New　 York;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.　 :　2003,　 Tampa　 Museum　 of　Art,　 Tampa,　 FL,　 Modern　 Art　 In　 Florida:　 A　Climate　 for　 Contemporary　 Tampa　 Bay　 1948­1970;

2004­05,　 Rockford　 Art　 Museum,　 Rockford,　 IL,　 Reuniting　 an　 Era:　 abstract　 expressionists　 of　the　 1950s.

文 献Bibl.　 :　1983,　 Seitz,　 William　 C．　Abstract　 Expressionist　 Painting　 in　America,　 Cambridge,　 MA　 and　 London:　 Harvard　 University　 Press,

no.132;　 2002,　 Yohe,　 James,　 Editor.　 Hans　 Hofmann,　 New　 York:　 Rizzoli　 International　 Publications,　 p.128;　 2003,　 Modern　 Art　 In　Florida:　 A

Climate　 for　 Contemporary　 Tampa　 Bay　 1948­1970,　 catalogue　 for　 the　 exhibition,　 Tampa　 Museum　 of　Art,　 p.39;　 2004,　 Nordland,　 Gerald.

Reuniting　 an　 Era;　 abstract　 exp　ressionists　 of　the　 1950s,　 catalogue　 for　the　 exhibition,　 Rockford　 Art　 Museum,　 p.47

ミ シ ョ ー,ア ン リ

MICHAUX,　 Henri

1899－1980

無 題

1979­81年

墨,ア ク リ ル ・紙

49.9×64.7cm

左 下 に 署 名

外 洋212

Untitled

1979­81

India　 ink　and　acrylic　 on　paper

49.9×64.7cm

Signed　 lower　 left:HM

来 歴Prov.　 :　?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.
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無 題

1970年

水 彩 ・紙

49.6×31.8cm

外 洋213

Untitled

1970

Watercolor　 on　paper

49.6×31.8cm

来 歴Prov.　 :　?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.

無 題

1973年

グ ワ ッ シ ュ,ア ク リ ル ・紙

33.0×50.2cm

右 下 に 署 名

外 洋214

Untitled

1973

Gouache　 and　acrylic　 on　paper

33.0×50.2cm

Signed　 lower　 right　:　HM

来 歴Prov.　 :　?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.

62 新収蔵作品



ポ ロ ッ ク,ジ ャ ク ソ ン

POLLOCK,　 Jackson

1912­1956

Number　 2,1951

1951年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

96.9×66.2cm

外 洋209

Number　 2,1951

1951

Oil　on　canvas

96.9×66.2cm

来 歴Prov.:Betty　 Persons　 Gallery　 （acquired　 directly　 from　 the　 Artist）,　 New　 York;　 Acquavella

Galleries,　 Inc.,　 New　 York;　 C&M　 Arts,　 New　 York;　 ?　;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1951,Museum　 fur　 Volkerkunder,　 Berlin.　 Traveled　 to　Vienna,　 Munich,　 American　 Federation　 of　Arts　 traveling　 show　 （exhi­

bition　 title　unknown）;　 Lutherville;　 1952,　 Whitney　 Museum　 of　American　 Art,　 New　 York,　 Annual　 Exhibition　 of　Contemporary　 American

Painting;　 1952,　 Studio　 Pul　 Facchetti,　 Paris,　 Jackson　 Pollock;　 1952,　 Bennington,　 VT,　 A　Retrospective　 Exhibition　 of　Painting　 of　Jackson

Pollock;　 1955,　 S　an　 Francisco　 IVIuseum　 of　Art,　 San　 Francisco,　 Whitney　 Museum　 of　American,　 The　 New　 Decade:　 35　American　 Painte　 rs　and

Sculptors;　 1958,　 In　Memoriam,　 American　 Federation　 of　A　rts　traveling　 show;　 1968,　 Finch　 College　 Museum　 of　Art ,　New　 York,　 Betty　 Par­

son　 's　Private　 Collection,　 no.34;　 1972,　 Parish　 Art　 Museum,　 Southampton,　 NY,　 Betty　 Parson's　 Private　 Collection;　 1983,　 Parrish　 Art　 Mu­

seum,　 Southampton,　 NY,　 The　 Painterly　 Figure;　 1996,　 Sezon　 Museum　 of　Art,　 Tokyo,　 Abstract　 Expressionism,　 no.49

文 献Bibl.:1951,　 Henry　 McBride,　 All　Quiet　 on　 the　 Whitney　 Front,　 Art　 News,　 pp．19­20;　 1955,　 John　 I．H.　Baur,　 the　 New　 Decade,　 Macmil­

lan,New　 York,p.69;　 1978,　 Francis　 Valentine　 O'Connor　 &　 Eugene　 Victor　 Thaw,　 Jackson　 Pollock:　 a　Catalogue　 Raisonne　 of　 Paintings ,

Drawings,　 and　 Other　 Works,　 vol.2,　 Yale　 University　 Press,　 New　 Haven　 &　 London,　 ill.p.163,　 no.342,

ス ー ラ ー ジ ュ,ピ エ ー ル

SOULAGES,　 Pierre

1919－

絵 画,26May　 1969

1969年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス
72.9×54.1cm

右 下 に署 名;裏 面 に 署 名,年 記;裏 面 木 枠 に 署 名,年 記

外 洋210

Painting,26　 May　 1969

1969

Oil　on　canvas

72.9×54.1cm

Signed　 lower　 right;　 SOULAGES

Signed　 and　dated　 on　the　reverse　 :　SOULAGES　 /　26­5­69

Signed　 and　dated　 on　the　stretcher　 :　SOULAGES　 26.　5.　69

来 歴Prov.　 :　1969,　 M.　 Leslie　 Arky,　 Vancouver;　 1970,　 M.　 Francis　 C.　 Reif,　 Vancouver;　 1989;

M.　 Susumu　 Yamamoto,　 Tokyo;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl．:c.1995,　 Pierre　 Encreve,　 Soulages:l'oevre　 coupletpeintures.　 Vol.2　 1959­1978,　 p.189,　 no.633
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ザ オ ・ ウ ー キ ー

ZAO　 Wou­Ki

1921－

無 題 （風 景 ）

1950年

水 彩,イ ン ク,鉛 筆 ・紙

27.9×25.2cm

右 下 に 署 名,年 記

外 洋207

Untitled　 （Landscape）

1950

Watercolor,　 ink　and　pencil　on　 paper

27.9×25.2cm

Signed　 and　dated　lower　 right　:无 極ZAO/50

来 歴:作 者,パ リ;2005年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Artist,　 Paris;　 2005,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

風 景2004

2004年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

97.1×195.1cm

右 下 に 署 名

外 洋208

Landscape　 2004

2004

Oil　on　canvas

97.1×195.1cm

Signed　 lower　 right　:无 極ZAO

来 歴:作 者,パ リ;2005年,石 橋 財 団

Prov.:Artist,　 Paris;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:　 2005,　 Le　 Bellevue,　 Biarritz,　 Zao　 Wou­ki　 Peintures­Encres　 de　 Chine　 1948­2005
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岡 田 三 郎 助

OKADA,　 Saburosuke

1869­1939

富 士 山

1918年

油 彩 ・板

21.4×26.8cm

左 下 に 署 名,年 記:S.OKADA/1918

裏 面 に 署 名:S.okada

日 洋522

Mt.　 Fuji

1918

Oil　 on　 panel

21.4×26.8cm

Signed　 and　 dated　 lower　 left

Signed　 on　 the　 reverse

来 歴:平 野 平 四 郎;平 野 照 子;2005年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:　HIRANO　 Heishiro;　 HIRANO　 Teruko;　 2005,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

古 賀 春 江

KOGA,　 Harue

1895­1933

柳 川 風 景

1914年

水 彩 ・紙

62.0×49.4cm

左 下 に 印 章:

日洋523

「春 江」 （朱字 方印 ）

Landscape　 in　Yanagawa

1914

Watercolor　 on　paper

62.0×49.4cm

Stamped　 lower　 left

来 歴:長 谷 川 陽 三;楢 橋 満 帆;楢 橋 直 人,久 留 米;2005年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:　 HASEGAWA　 Yozo;　 NARAHASHI　 Mitsuho;　 NARAHASHI　 Naoto,　 Kurume;　 2005,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation,

展 覧 会 歴Exh.:1986年,石 橋 美 術 館/ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 「古 賀 春 江 － 前 衛 画 家 の 歩 み 」no.52

文 献Bibｌ:1986年,『 古 賀 春 江 － 前 衛 画 家 の 歩 み 』 展 図 録,　 p.71,no.52
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斎 藤 義 重

SAITO,　 Yoshishige

1904－2001

作 品

1961年

油 彩 ・合 板

90.9×116.8cm

裏 面 に 署 名 ・年 記:Y.Saito/1961/斎 藤 義 重

日 洋524

Work

1961

Oil　on　plywood

90.9×116.8cm

Signed　 and　dated　 on　the　reverse

来 歴:?;?;2005年,石 橋 財 団

Prov.:?;　 ?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1964年,フ リ ー ド リ ッ ヒ ・ダ ー レ ム 画 廊,ミ ュ ン ヘ ン 「斎 藤 義 重 展 」
「斎 藤 義 重 展 」;1984年,東 京 都 美 術 館 「斎 藤 義 重 展 」no.90

1965年,ナ ヴ ィ リ オ 画 廊,ミ ラ ノ

作 品

1965年

油 彩 ・合 板

45.4×52.9cm

裏 面 に 署 名 と 年 記:　 Y.Saito　 65　 /義 重

日 洋527

Work

1965

Oil　on　plywood

45.4×52.9cm

Signed　 and　dated　 on　the　reverse

来 歴:?;?;2005年,石 橋 財 団

Prov.　 :?;　 ?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1978年,東 京 国 立 近 代 美 術 館 「斎 藤 義 重 展 」no.51;1984年,東 京 都 美 術 館 「斎 藤 義 重 展 」no.176;2003年,

岩 手 県 立 美 術 館/千 葉 市 美 術 館/島 根 県 立 美 術 館/富 山 県 立 近 代 美 術 館/熊 本 市 現 代 美 術 館 「斎 藤 義 重 展 」no.30
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川 端 　 実

KAWABATA　 Minoru

1911­2001

無 題

1993年

ア ク リ ル ・カ ン ヴ ァ ス

163.0×213.5cm

日 洋528

Untitled

1993

Acrylic　 on　canvas

163.0×213.5cm

来 歴:?;ま つ も と,埼 玉;2005年,石 橋 財 団

Prov.　 :　?;　Matsumoto,　 Saitama;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.　 :　1994,　 Jack　Tilton　 Gallery,　 New　York

内 野 秀 美

UCHINO,　 Hidemi

1911－1998

黒 い 月

1967年

油 彩,カ ン ヴ ァ ス
112.1×145.5cm

右 下 に 署 名:utino
日洋529

Black　 Moon

1967

Oil　on　canvas

112.1×145.5cm

Signed　 lower　 right

来 歴:小 野 健 仁,久 留 米;2005年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:　 ONO　Kenji,　Kumme;　 2005,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl.:1986年,『 内 野 秀 美 画 集 』 講 談 社,　 no.35
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菅 井 　 汲

SUGAI,　 Kumi

1919­1996

OKA

1961年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

99.7×81.3cm

右 下 に 署 名,年 記:汲/Sugai/61;裏 面 に 署 名,タ イ ト ル,年 記:OKA/1961/Sugai

日 洋526

OKA

l961

Oil　 on　 canvas

99.7×81.3cm

Signed　 and　 dated　 lower　 right

Signed,　 titled　 and　 dated　 on　 the　 reverse

来 歴:南 天 子 画 廊,東 京;?;2005年,石 橋 財 団

Prov.　 :　Nantenshi　 Gallery,　Tokyo;　 ?;　2005,　 Ishibashi　 Fo皿dation.

展 覧 会 歴Exh.　 :　1999,　 Kunstsammlungen　 Chemnitz,　 Chemnitz,　 Die　Andere　 Moderne:　 Japanische　 Malerei　 von　1910　 bis　1970.

野 見 山 暁 治

NOMIYMA,　 Gyoji

1920－

風 の 便 り

1997年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

112.3×145.8cm

右 下 に 年 記,署 名:'97/nomiyama

裏 面 に 題 名,署 名,年 記 （縦 書 ）:

風 の 便 り/一 九 九 七 年/野 見 山 暁 治
日洋520

Message　 from　 the　 Wind

1997

Oil　on　canvas

112.3×145.8cm

Dated　 and　signed　 lower　 right

Described　 on　the　reverse

来 歴:作 者,東 京;2005年,石 橋 財 団

Prov.:　 Artist,　 Tbkyo;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1997年,み ゆ き画 廊,東 京 「野 見 山 暁 治 　 油 彩'97年 の 海 」 （個 展 ）
大 分 市 美 術 館/富 山 県 立 近 代 美 術 館/愛 知 県 美 術 館 「野 見 山 暁 治 展 」no.59

2003­04年,東 京 国 立 近 代 美 術 館/

文 献Bibl.:2003年,『 野 見 山 暁 治 』 展 図 録,　 p.89,　 no.59
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鉱 山 か ら

1984年

グ ワ ッ シ ュ,油 性 黒 イ ン ク ・紙

57.2×50.3cm

右 下 に 年 記,署 名:’84.10.23/nomiyama

日 洋521

From　 the　 Mine

1984

Gouache　 and　felt　pen　on　paper

57.2×50.3cm

Dated　 and　signed　 lower　 right

来 歴:作 者,東 京;2005年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:　 Artist,　 Tokyo;　 2005,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

田 淵 安 一

TABUCHI,　 Yasukazu

1921－

孤 独 の 山 　 Montague　 Solitaire

1956年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

50.0×99.5cm

裏 面 に 署 名,タ イ ト ル,年 記:

Yasse　TABUCHI　 /　MONTAGNE　 SOLITAIRE　 /　1956

日 洋525

Solitary　 Mountain

1956

Oil　on　canvas

50.0×99.5cm

Signed　 and　dated　 on　the　reverse

来 歴:?;?;2005年,石 橋 財 団

Prov.　 :　?;　?;　2005,　 Ishibashi　 Foundation.
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ヴ ィ レ ッ ト,ア ド ル フ ・ レ オ ン

WILLETTE,　 Adolphe　 Leon

1857­1926

首 を 吊 っ た ピ エ ロ

1894年

リ ト グ ラ フ

27.9×19.6cm（ 画 面 ）;46.7×29.4cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版423

Hanging　 Clo㎜

1894

Lithograph

27.9×19.6cm（image）;46.7×29.4cm（paper）

Signed　 lower　 right:　 A.Willette

来 歴:ガ レ リ ア ・グ ラ フ ィ カ,東 京;2005年,石 橋 財 団

Prov.　 :　Galleria　Grafica　 Tokio,　Tokyo;　 2005,　 Ishibashi　 Foundation.
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新収図書

ブ リヂス トン美術館

和書

洋書

計

購入

54冊

51冊

105冊

寄贈

14冊

7冊

21冊

計

68冊

58冊

126冊

（展覧会図録 ・逐次刊行物は含まない）

石橋美術館

和書

洋書

計

購入

66冊

0冊

66冊

寄贈

51冊

0冊

51冊

計

117冊

0冊

117冊

（展覧会図録 ・逐次刊行物は含まない）
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（ ピ エ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュ

《絵 画25­5­69》

1969年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

72.9×54.1×3.7cm

ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

外 洋210

作 品 の 状 態

　 画 面 の ほ ぼ 全 体 に,毛 布 の よ う な 細 か い 赤 色 の

毛 が 付 着 して い る。

　 毛 の 付 着 は 黒 色 絵 具 部 分 に 顕 著 に 確 認 で き,そ

の 一 部 は絵 具 に埋 没 し て い る （fig.1,2）。

fig.1　処 置 前　 斜 光 線 図

fig.2処 置前 　 毛 の 付 着,一 部 絵 具 に
　 　 埋 没 して い る
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　 油 彩 作 品 は一 度 表 面 が 乾 燥 固 化 し て も,内 部 ま

で の 完 全 な 固 化 に は 時 間 が か か る 。 ま た,温 度 の

上 昇 に よ り粘 性 が 戻 る場 合 が あ る 。 本 作 品 は 絵 具

の 伸 び の 良 さ,透 明 感 や 光 沢 を持 た せ る よ う意 識

し て 制 作 され て お り,温 度 の 上 昇 で 粘 性 が 戻 りや

す い性 質 を持 っ て い る。 紫 外 線 を照 射 す る と,画

面 の有 色 部 分 で あ る 黒 と茶 色 部 分 が 蛍 光 す る 。 ま

た ワ ニ ス を刷 毛 で 塗 布 した と思 わ れ る ム ラが 確 認

で き る 。 黒 色 部 は部 分 的 に光 沢 を 失 い 黒 色 の 質 感

が 冴 え な い 。 黒 色 部 分 に 絵 具 層 の 欠 損 が あ り,白

色 の 地 が の ぞ い て い る。 画 面 が 完 全 に乾 き き っ て

い な い 状 態 で 何 か に触 れ,欠 損 した と考 え られ る 。

メ デ ィ ウ ム の 粘 りに よ り,欠 損 部 分 の 絵 具 は 丸 み

を 帯 び て 安 定 して い る。

　 右 下 に サ イ ンが あ る 。 木 枠 は 中桟 の あ る 日の 字

型 の 物 で,楔 が つ い て い る 。 木 枠 は 画 面 側 に か ま

ぼ こ状 の 木 材 を 追 加 し,画 布 が 木 枠 に 当 た らな い

よ う に して あ る 。

　 画 布 の 張 りは 良 好 。

処置方針
　美観 回復 を目的 とした処置 を行 う。毛 くず を除
去 し,絵 具層欠損部分には充填,補 彩を行 う。必
要 に応 じてニスを塗布 し質感 と発色 を調整す る。
　外観の処置に際 して,以 前の所有者が購入時に
使用 した状態写真のコピーを入手 し仕上げの参考
とした。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・水 で 画 面 の 毛 を 除 去 ,絵 具 に 埋 ま っ て 除 去 で き

　 な い 部 分 は ピ ン セ ッ トお よ び は さみ で 可 能 な 限

　 り除 去 した 。
・絵 具 層 の 欠 損 部 分 に充 填 を行 い （fig.3）,水 彩 絵

　 の 具 で 補 彩 を 施 した 。 除 去 し き れ な い 毛 は視 覚

　 的 に 軽 減 す る た め に補 彩 を行 っ た 。
・黒 色 絵 具 の 光 沢 の む ら を天 然 樹 脂 ワ ニ ス で 調 整

　 した （fig.4）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.3毛 の 除去 お よ び 充 填 整 形 後
　 　 （斜 光 線 図 ）

fig.4処 置 後 　 全 図
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和 田 英 作

《チ ュ ー リ ッ プ 》

1927年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

80.7×65.2×2.3cm

石 橋 美 術 館

日 洋65

作 品 の 状 態

　 作 品 は2003年4月26日 に 人 為 的 な 損 傷 を 受 け た 。

当 時 は 作 品 額 に グ レー ジ ン グ が 施 され て い な か っ

た た め,物 理 的 な力 が 直 接 画 面 に作 用 し,画 布 の

変 形,絵 具 層 の 亀 裂 （亀 裂 の 一 部 は 絵 具 層 の 剥 落

を 伴 う）と い っ た 損 傷 を 受 け た 。 こ れ ら の 損 傷 に

は 翌 日 （4月27日 ）に応 急 的 な処 置 を 行 っ た が,2年

を経 過 し額 装 も改 善 され た こ とか ら修 復 処 置 を施

す 事 と した （fig.1）。

　 作 品 は 員 数5本 の 日字 型 の 木 枠 に 張 ら れ て お り,

各 組 み 手 に楔 穴 は あ るが 楔 は 無 い 。 画 布 は平 織 の

亜 麻 布 で 白 色 油 性 塗 料 に よ る 地 塗 層 が 施 さ れ た 既

製 品 で あ る 。 画 布 に は若 干 の 変 形 が 見 られ る が 概

ね 良 好 な状 態 と な っ て い る 。 絵 具 層 に は 木 枠 の 当

り に 沿 っ て 微 細 な剥 落 が 生 じて い る 。 剥 落 部 の 周

囲 は応 急 的 な接 着 補 強 処 置 に よ っ て 絵 具 層 の 固 着

は 良 好 に保 た れ て い た 。 画 面 表 面 に は汚 れ が付 着

して お り,ま た 絵 具 層 の劣 化 に よ る 変 色 も観 察 さ

れ る 。 こ の 変 色 は 額 の 刃 先 で 隠 れ て い た 部 分 で は

目立 た な い こ とか ら,付 着 した 汚 れ が 絵 具 層 に吸

着 した も の と も考 え ら れ る 。

　 画 面 左 上 に 油 絵 具 に よ る サ イ ン と年 記 が あ る

（fig.2）。

処置方針
　以前の応急的な処置を補完することを目的とし
た処置を行 う。同時に汚損 した画面を洗浄 し美観

的な処置を行い,極 薄 くワニス塗布 し絵具層の発
色 と艶 を調整す る。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・水 で 画 面 の 汚 損 を 除 去 ,そ の 後 ミ ネ ラ ル ス ピ

　 リ ッ ト とエ タ ノ ー ル の 混 合 液 に て 油 性 の 汚 れ を

　 除 去 した （fig.3,4）。
・絵 具 層 の 欠 損 部 分 に 充 填 を行 い （fig.5）,水 彩 絵

　 の 具 で 補 彩 を 施 した 。
・天 然 樹 脂 ワ ニ ス （マ ス テ ィ ッ ク樹 脂 ）を 軽 く塗 布

　 し,絵 具 層 の 艶 を 調 整 し た （fig.6）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.1処 置 前 　 額 装 全 図

fig.3変 色 部 （処 置 前 ） fig.4変 色 部 処 置 後

fig.2サ イ ン お よ び 年 記 fig.5絵 具 層 欠 損 部 充 填 後 fig.6絵 具 層 欠 損 部 処 置 後
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青 木 　 繁

《天 平 時 代 》

1904年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

45.3×75.5×2.2cm

ブ リヂ ス トン美 術 館

日洋91

作 品 の 状 態

　 画 布 が 格 子 状 の パ ネ ル に貼 り付 け られ て い る 。
こ の 処 置 は 額 装 の 際 に 額 縁 屋 に よ っ て 行 わ れ,画

布 の 張 り しろ は この 時 に 除 去 さ れ た と考 え ら れ る。

　 画 布 全 体 に 天 地 方 向 に走 る亀 裂 が あ り,パ ネ ル
に貼 り付 け られ る 以 前 に,木 枠 か ら 画 布 を は ず し

て 巻 い た 状 態 で 保 管 し た 時期 が あ る と考 え ら れ る。

　 絵 具 層 に は 擦 り傷,一 部 剥 落 を伴 う引 っ 掻 き傷,

当 た り傷,浮 き上 が り,剥 落 （一 部 の 剥 落 は 地 塗

層 を伴 う） が 点 在 して い る 。 こ の 損 傷 部 に は補 彩

が 施 さ れ て い る部 分 が あ る 。 画 面 に 向 か い 左 下 は

地 塗 層 か ら剥 落 して い る が,露 出 した 麻 布 の 上 に

わ ず か に絵 具 が 乗 っ て い る の が 確 認 で き （fig.2）,

作 者 が 長 期 間 に わ た り手 を 入 れ て い た 可 能 性 も考

え ら れ る 。 パ ネ ル に貼 り付 け られ た 当 時 か ら絵 具

層 に は 同 様 の 損 傷 が あ っ た と考 え ら れ る が,そ の
一 部 は 浮 き上 が る な ど,当 時 の状 態 か ら は 変 化 し

て い る 。

　 ワ ニ ス は 光 沢 に ム ラ が あ り,や や 変 色 して い る。
ワ ニ ス 層 に も擦 り傷,引 っ掻 き傷 が あ る 。 表 面 は

埃 汚 れ の よ う な ざ らつ きが あ る 。

処置方針
　絵具層の浮き上が り部に剥落止め を行 う。
　画面の汚れを除去す る。
　 ワニスは変色があ り,過 去の修復で塗布 された
ものなので除去 し,再 塗布する。

　絵具層の擦 り傷,引 っ掻 き傷,剥 落部分 は美観
回復 のため充填,補 彩する。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よび 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 を 修 復 用 接 着 剤BEVA

　 D－8にて接 着 し た 。
・水 で 画 面 の 汚 れ を 除 去 後 ,エ タ ノ ー ル と ミネ ラ

　 ル ス ピ リ ッ トで ワ ニ ス を 除 去 し た 。
・絵 具 層 お よ び地 塗 り層 の 欠 損 部 分 に 充 填 を行 い ,

　 水 彩 絵 の 具 で 補 彩 を 施 した （fig.3,4）。
・天 然 樹 脂 ワ ニ ス を塗 布 した （fig.5）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.1処 置 前 　 全 図

fig.2地 塗 の 剥 落 　 露 出 した麻 布 の 上 に
　 　 朱 色 の 絵 具 が 乗 っ て い る

fig.3充 填 整 形 後 fig.4補 彩 後 fig.5処 置 後 　 全 図
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青 木 　 繁

《秋 》

1904年

水 彩 ・襖 布

44.5×44.5×1.0cm

石 橋 美 術 館

日洋107

が 貼 ら れ て い る 。 和 紙 は 一 部 破 れ が あ る （fig.3）。

処置方針
　支持体の浮 き上が りを接着する。支持体が濡れ
色になりにくい接着剤 を選択 し,染 みにならない
よう最小限に使用する。
　画面全体の清掃 を行 う。

作 品 の 状 態

　 支 持 体 は紙 に 目の 粗 い 寒 冷 紗 を貼 り付 け た 襖 紙

で,こ れ を格 子 状 の 桟 に袋 張 り され て い る 。 地 塗

り層 は な い 。3cmほ ど の 大 き さ で 寒 冷 紗 が 紙 か ら

浮 き上 が っ て い る 部 分 が 数 カ 所 確 認 で き る 。 支 持

体 が 著 し く変 色 し て お り茶 褐 色 に 変 色 して い る

（fig.1,2）。

　 側 面 は12カ 所 を 釘 で 留 め て あ り,釘 錆 に よ る シ

ミが あ る 。 桟 の 裏 面 に は 格 子 状 の 模 様 の あ る和 紙

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。

・支 持 体 の 浮 き上 が りの 接 着 剤 と して メ チ ル セ ル

　 ロ ー ス を使 用 し,水 分 に よ り水 染 み が 生 じな い

　 よ う に 接 着 した 。
・プ ラ ス テ ィ ック 消 し ゴ ム の 粉 末 で 画 面 全 体 を 軽

　 くク リ ー ニ ン グ した （fig.4）。
・処 置 後 の写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 （fig5,6） 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.1処 置 前 　 全 図 fig.2処 置 前 　 斜 光 線 図 fig.3処 置 前　 裏 面 図

fig.4画 面 の ク リ ー ニ ン グ fig.5処 置 後 　 全 図 fig.6処 置 後 　 斜 光線 図
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安 井 曾 太 郎

《薔 薇 》

1932年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

63.2×52.0×2.0cm

日 洋143

作 品 の 状 態

　 木 枠 は楔 付 きの 日 の 字 型 で,裏 面 左 辺 の 木 枠 に
は上 方 に 出 品 票 が 貼 付 され 住 所,氏 名,画 題 が 墨

書 さ れ て い る 。 こ の 出 品 票 の す ぐ下 に は 白 チ ョー

ク で 「特 」 の 記 入 が あ る （fig.2）。

　 画 布 張 り代 に は釘 穴 が あ り,張 り直 しの 痕 跡 が

あ る 。

　 画 面 左 下,サ イ ン付 近 に張 り直 し時 の 目安 に し

た の か,絵 具 層 の 上 に鉛 筆 に よ る ア タ リ線 が 引 か

れ て い る （fig.3）。 画 布 が ゆ る み 木 枠 に 当 っ た こ と

で 画 布 に 木 枠 の 跡 が あ り,絵 具 層 に は 亀 裂 が 生 じ

て い る。 し か し な が ら現 状 で は画 布 の 張 りは 良 好

で あ る。 画 面 右 下 に 画 布 の ふ く らみ が あ り,木 枠

と の 間 に 異 物 が 挟 ま っ て い る 。

　 ワ ニ ス は 刷 毛 で 厚 く塗 布 され,光 沢 が あ る 。 背

景 の 黒 色 部 分 は 強 め に ワ ニ ス が 塗 布 さ れ て い る よ

う に 見 え る 。 この 背 景 部 分 に は もや が か か っ た よ

う に 白 濁 し て い る 部 分 （fig.4）が あ り,天 然 樹 脂 ワ
ニ ス に経 年 に よ る劣 化 ・変 質 が 生 じ た もの と考 え

ら れ る 。 黒 色 部 分 を 中 心 に,黴 が 発 生 し た跡 が 点

在 して い る 。 画 面 に 向 か い 右 辺 上 部 に長 さ20㎜ 程

の 引 掻 き傷 が あ り,こ の傷 は絵 具 層 に も達 して い

る （fig.5）。 画 面 周 囲 に は 額 擦 れ が あ る 。

　 画 面 表 面 に ざ らつ きが あ り,埃 汚 れ が付 着 し て
い る （fig.1）。

fig.1処 置 前 　 全 図 fig.2処 置 前 　 裏 面 図

fig.3鉛 筆 に よ る ア タ リ線 が 残 る fig.4ワ ニ ス の 白 濁 fig.5ワ ニ ス 表 面 か ら 絵 具 層
　 　 に達 す る傷
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処 置 方 針

　 第 一 に,背 景 黒 色 部 分 に 顕 著 な ワ ニ ス の 変 質 を

改 善 す る 。 ワ ニ ス に は刷 毛 に よ る 意 図 が 感 じ られ

る筆 触 が 認 め ら れ る こ とか ら,こ の ワ ニ ス は 作 者

が 塗 布 した もの と考 え られ る 。 同 時 に ワ ニ ス 塗 布

が 単 に画 面 保 護 と し て為 さ れ た とだ け 考 え る こ と

に疑 問 が 感 じ ら れ る 。 よ っ て 今 回 の 処 置 で は 変 質

ワ ニ ス の 除 去 は 行 わ ず,部 分 的 な 介 入 に と どめ る

こ と とす る 。 通 常 の 塗 布 方 法 で は ワ ニ ス を 一 部 だ

け 変 更 す る こ と は 困 難 で あ り,ペ ッ テ ン コ ッ

フ ァー 法 ※に よ る部 分 的 な 修 正 を行 う。

　 画 面 の 埃 汚 れ を 除去 す る 。 擦 り傷 な どで 絵 具 層

の 欠 損 し た 部 分 に は補 彩 を行 う。

　 木 枠 と画 布 の 間 に あ る異 物 を 除 去 し裏 面 を清 掃

す る。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影

。
・画 面 全 体 を水 で 湿 した 綿 棒 で ク リ ー ニ ン グ した

　 （fig.6）。
・裏 面 を 清 掃 し,木 枠 と画 布 の 間 の 異 物 を 除 去 し

　 た 。 異 物 は 木 片 で あ っ た 。
・変 質 した ワ ニ ス 部 分 に 内 側 を ア ル コ ー ル で 湿 し

　 た箱 を乗 せ,蒸 気 で 蒸 す こ とで ワ ニ ス 表 面 の 変

　 質 を改 善 した （ペ ッ テ ン コ ッ フ ァー 法 ）（fig.7）。
・擦 り傷 な ど で 絵 具 の 欠 損 した 部 分 に水 彩 絵 具 で

　 補 彩 を行 っ た 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 （fig.8）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

※ 館 報47号 （1998年 度 ）pp.93­95参 照

fig.6画 面 の ク リ ー ニ ン グ

fig.7　 ワ ニ ス表 面 の 変 質 を改 善 （右 が 処 置 後 ） fig.8処 置 後 　 全 図
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安 井 曾 太 郎

《玉 蟲 先 生 像 》

1944年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

47.5×39.3×2.0cm

石 橋 美 術 館

日洋144

作品の状態
　木枠は員数5本 の日の字型 で,楔 穴があるが,
楔はない。1978年 安井曾太郎展出品票の貼付があ
る。画布の張 りは緩い。木枠,画 布 ともに裏面全
体に埃汚れがある。画布の下辺張 りしろに下塗 り
としての衣服の描画が続いてお り,仕 上げの前 に
構図の変更が行われたと考 えられる。同部分は張

り し ろ に 釘 穴 が あ り,張 り 直 し の 痕 跡 が あ る

（fig.4）。 画 面 に 向 か い 右 下,サ イ ン付 近 に 画 布 の
ふ く らみ が あ り,木 枠 との 間 に異 物 が 挟 ま っ て い

る 。 画 布 が 木 枠 に 当 っ て 生 じた 画 布 の 変 形 が 人 物

周 囲 と 中 央 に あ る 。 同 部 分 は 絵 具 層 の亀 裂 お よ び

浮 き上 が りが あ る が （fig.3）,以 前 に接 着 を試 み た

形 跡 が あ る。 画 面 に 向 か い 左 側 背 景 部 分 に,絵 具

層 の 浮 き上 が りが あ る 。 背 景 に 変 色 した 補 彩 が あ

り,紫 外 線 を 照 射 し蛍 光 反 応 を観 察 し た と こ ろ,

背 景 と 人 物 の 肌 色 に ワ ニ ス の 上 か ら の 補 彩 が 点 在

して い た （fig.2）。 美 術 館 に は 修 復 記 録 は 存 在 せ ず,

1960年 に入 手 す る 以 前 の 処 置 と考 え ら れ る 。 画 面

周 囲 に 地 塗 り層 か ら の 剥 落 が あ る。 ワ ニ ス は や や

変 色 が あ る （fig.1）。

fig.1処 置 前 　 全 図 fig.2処 置前　 紫外線蛍光写真

fig.3絵 具 層 の 浮 き上 が り fig.4下 辺 張 り し ろ 部 分 の 描 画 と
　 　 張 り直 しの 痕 跡
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処置方針

　絵具層の浮き上が りを接着 し,絵 具層および地
塗 り層の欠損部分 に充填,補 彩を施す。画布 に適

切な張力 をあたえ画布のゆるみに起因する損傷 を
予防する。
　画面の埃汚れを除去する。変色 した補彩は除去
し,必 要があれば補彩する。

　木枠 と画布の間にある異物 を除去 し,裏 面 を清
掃する。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・絵 具 層 ,地 塗 り層 の 浮 き上 が りを 修 復 用 接 着 剤

　 BEVA　D­8で 接 着 した 。
・裏 面 を清 掃 し,木 枠 と 画 布 の 間 の 異 物 を除 去 し

　 た 。 電 気 コ ー ド な ど を 固 定 す る ス テ ー プ ル が

　 入 っ て い た 。 画 布 の 異 物 に よ り変 形 した 部 分 は

画 布 裏 面 を 軽 く湿 し,画 面 側 か ら シ リ コ ン シ ー

　 ト越 し に電 気 鏝 で 加 温 し修 正 した 。
・エ タ ノ ー ル と ミネ ラ ル ス ピ リ ッ トの 混 合 液 を用

い て,補 彩 を除 去 した 。 補 彩 の 変 色 が 絵 具 層 に

染 み を つ くっ て お り,こ れ は軽 減 す る こ とが で

　 き なか っ た 。
・エ タ ノ ー ル と ミネ ラ ル ス ピ リ ッ トの 混 合 液 を用

い,ワ ニ ス を 除 去 し た 。 ワ ニ ス に は ワ ッ ク ス の

よ う な成 分 が 含 ま れ て い た 。
・楔 を新 調 し,画 布 の 張 りの調 整 を した 。
・絵 具 層 ,地 塗 り層 の 欠 損 部 分 に膠 と胡 粉 で 出 来

た 塑 型 材 を 充 填 し （fig5）,水 彩 絵 具 で 補 彩 を

行 っ た （fig.6）。 補 彩 絵 具 に よ り変 色 し た 部 分 は

鑑 賞 上 の 妨 げ に は な ら な い 程 度 な の で補 彩 は 行

わ な か っ た 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 （fig.7,8）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（坂 井 史 恵 ）

fig.5充 填 整 形 後 fig.6補 彩 後

fig.7処 置 後 　 全 図 fig.8処 置後 　 裏 面 図
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安 井 曾 太 郎

《桜 》

1946年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

60.5×55.0×2.1cm

ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

日 洋145

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 口 の 字 型 で,左 上 に 出 品 票 が 貼 付 け られ

て い る 。 画 布 の 張 りは 良 好 。 画 面 右 上 角 の 画 布 は

1cm2程欠損 して お り,欠 損 部 分 の 周 囲 は 焦 げ 茶 色

に 変 色 して い る （fig.2）。 画 面 中 央 画 布 の 穴 に は 応

急 的 に 穴 の 掛 け接 ぎが して あ る 。 穴 周 囲 の 絵 具 層

は 地 塗 りご と剥 落 して い る 。

　 下 辺 張 り代 に は2cmほ ど の 折 り込 ま れ た 描 画 部

分 が あ る （fig.1）。 同 部 分 の 絵 具 層 は 地 塗 り か ら の

浮 き上 が り と剥 落 が 著 しい 。 画 面 全 体 を下 方 に ず

ら し,上 辺 か ら2cmの 幅 で 空 を 追 加,加 筆 して あ

る。 地 塗 層 の な い 部 分 へ の 加 筆 な の で,見 た 目に

多 少 の 違 和 感 が あ る 。 画 面 上 方,白 色 部 分 に絵 具

層 の 浮 き上 が りが あ る （fig.3）。

　 額 の グ レ ー ジ ン グ は ア ク リ ル,裏 面 は応 急 的 な

改 善 が 為 さ れ て い る。

処置方針
　貸 し出 しに際 し安全 に輸送で きる状態にする。
　絵具層の剥落部周辺 を固定 し,画 布の穴をふさ
ぎ,額 装の改善を行 う。
　ほかに,画 面の埃汚れの除去,絵 具の欠損 した
部分の充填,補 彩,裏 面の清掃 を行 う。
　額のグレージングは低反射ガラスに変更する。
　額は作 品に対 し明色の金箔が使用 されており画
面がよ り暗 く見えているので,額 の明度 を調整す
る。本額 と類似 した形状の額に裂を貼 って安井が

使用 した額 を例に,模 様などを追加する。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の状 態 写 真 撮 影 。

・絵 具 層 ,地 塗 り層 の 浮 き上 が り を修 復 用 接 着 剤

　 BEVA　D­8で 接 着 し た （fig.4）。
・画 面 全 体 を水 で 湿 した 綿 棒 で ク リ ー ニ ン グ した 。

・右 上 角 の 画 布 の 欠 損 部 分 に ,端 を そ い だ 麻 布 を

　 用 意 し裏 面 か ら 当 て,シ ー ト状 の 修 復 用 接 着 剤

　 BEVAで 接 着 し補 強 した （fig.5）。
・絵 具 層 の 剥 落 部 分 に 膠 と胡 粉 で で きた 塑 型 剤 を

　 充 填 し た後,水 彩 絵 具 で補 彩 し た 。
・裏 面 を 清 掃 した 。

・軽 くワ ニ ス を塗 布 し,発 色 の 調 整 を した 。

fig.1処 置 前 　 下 辺 張 り し ろの 描 画 fig.2画 布 の 欠 損 fig.3絵 具 層 の 浮 き上 が り

fig.4絵 具 層 の 浮 き上 が りを接 着 後 fig.5画 布 欠 損 部 分 の 補 修 後
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・グ レ ー ジ ン グ を低 反 射 合 わ せ ガ ラス に し,こ れ

に 伴 う額 の 構 造 の 改 造 （ア ル ミ フ レ ー ム の 入 れ

子 装 着,ド ロ ア シ の 追 加,裏 面 の 裏 板 の 交 換 ）

を行 っ た 。 額 に模 様 を 入 れ,全 体 に い ぶ し,落

ち 着 い た 色 味 に し た （fig.6）。 こ れ ら の 作 業 は 並

木 木 工 所 に依 頼 した 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よび 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （坂 井 史 恵 ）

関 根 正 二

《子 供 》

1919年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

61.1×45.8×2.2cm

ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館

日 洋178

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中 桟 の あ る 日 の 字 型 で,比 較 的 新 しい 楔

が つ い て い る 。 画 布 は再 利 用 さ れ て お り,下 層 に

別 の 図 柄 が 描 か れ て い る （fig.1）。

　 人 物 の鼻 下 に 鉛 筆 に よ る 落 書 き が あ る （fig.2）。

人 物 の 両 袖 部 分 に古 い 損 傷 が あ り朱 色 絵 具 に よ る

充 填 を兼 ね た補 彩 が あ る が,経 年 に よ っ て 変 色 し

色 が 合 わ な くな っ て い る 。 こ の う ち,右 袖 部 分 の

画 布 に は破 れ が あ り,破 れ た 穴 を 塞 ぐ絵 具 が 裏 面

か ら も観 察 で き る 。 左 袖 部 分 に5㎜ ほ ど の 地 塗 り

層 か ら の 欠 損 が あ る 。 ワ ニ ス は 厚 く塗 布 さ れ,光

沢 が あ る 。 ワ ニ ス は 絵 具 層 の 亀 裂 の 形 に 沿 う よ う

に裏 面 画 布 に染 み こ ん で い る 。 従 っ て,こ の ワ ニ

ス は 後 補 の もの と考 え られ る 。

処置方針

　人物鼻下の落書 きはワニス下にあるので,少 な
くとも該当部分のワニスは除去す る必要がある。

fig.6処 置 後 　 額 装 全 図 fig.1処 置 前 　 全 図
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こ の ワ ニ ス は 落 書 き後 に塗 布 さ れ た もの で あ り,

作 者 に よ る もの で あ る 可 能 性 は な い 。

　 画 布 の 穴 は 塞 ぎ,旧 補 彩 を軽 減 す る 。 絵 具 の 欠

損 部 分 に は 充 填,補 彩 を行 う。

　 ワ ニ ス を再 塗 布 し,光 沢 と発 色 を調 整 す る 。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。

・鼻 下 の ワ ニ ス を ミ ネ ラ ル ス ピ リ ッ トで 除 去 し,

　 落 書 き部 分 を プ ラ ス チ ッ ク消 し ゴ ム の 粉 で 除 去

　 し た （fig.3）。
・ミ ネ ラ ル ス ピ リ ッ トで 画 面 全 体 の ワ ニ ス を軽 減

　 した 。

・変 色 し た 旧 補 彩 の 内 ,画 面 よ り高 さ の あ る 部 分

や,は み 出 して い る 部 分 を メ ス で 削 っ た （fig.4）。
・画 布 の 穴 に 補 強 と して 麻 糸 を ほ ぐ し た 繊 維 をあ

て,修 復 用 接 着 剤BEVA　 D­8で 接 着 した 。
・絵 具 層 の 欠 損 お よ び 充 填 の 不 十 分 な 部 分 に 膠 と

胡 粉 で で き た塑 型 剤 を充 填 した 。
・充 填 し た 部 分 と変 色 した 旧 補 彩 部 分 に水 彩 絵 具

で 補 彩 を行 っ た 。
・マ ス チ ック 樹 脂 に よ る ワ ニ ス を軽 く塗 布 し,発

色 の 調 整 を した （fig.5）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.2処 置 前 　 人 物 鼻 下 の鉛 筆 に よる 落 書 き fig.3鉛 筆 に よ る落 書 きを 除 去

fig.4補 彩 を軽 減 す る fig5処 置 後　 全 図
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安 井 曾 太 郎

《安 倍 能 成 君 像 》

1955年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

66.9×47.0cm

ブ リ ヂ ス トン美 術 館

日洋217

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中 桟 を含 む 日 の 字 型 で,楔 は揃 っ て い る 。

　 画 布 の 張 りが ゆ る く,画 面 に対 し水 平 方 向 に波

打 ち状 の 変 形 が あ る （fig.1）。

　 絵 具 層 に は作 者 の 描 画 技 法 に起 因 す る 細 か い 縮

緬 皺 が 広 範 囲 に見 られ る 。

　 画 面 右 上 に絵 具 層 表 層 の 剥 落 が あ る 。 画 面 周 囲

に は 額 に 当 た り生 じ た絵 具 の 凹 み,摩 耗,剥 落 お

よ び 擦 れ 汚 れ が あ る （fig.2）。

　 額 の グ レ ー ジ ン グ は3㎜ 厚 の ア ク リ ル 板 が 使 用

さ れ て お り,反 射 と歪 み が 目立 つ 。 額 は 金 箔 を押

した も の で,幅 の 広 く平 滑 な 面 に 特 徴 が あ る。

処置方針
　貸 し出 しに際 し安全 に輸送できる状態 にする。
　絵具層の剥落周囲 を接着剤で固定する。
　画布 に適切 な張力 をあたえ画布のゆるみに起 因
する損傷を予防する。
　画面の埃汚れを除去する。周囲の汚れを軽減 し,
擦 り傷 は必要があれば補彩する。
　額のグレージングは低反射ガラスに変更す る。
　額は作品に対 し明色の金箔が使用 されてお り画
面が より暗 く見 えているので,額 の明度 を調整す
る。安井の作品には本額 と類似 した形状の額 に裂
を貼 って使用 した ものがあ り,こ れを参考に模様
などを追加する。

処 置 内 容
・作 品 の状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・絵 具 層 の 浮 き上 が りを 修 復 用 接 着 剤BEVA　 D­8

　 で 接 着 し た 。
・ ドラ イ ク リー ニ ン グ の 後 ,精 製 水 で 画 面 を洗 浄

　 し汚 損 を 除 去 した （fig.3）。

fig.2処 置 前 　 画 面 周 囲 の擦 れ 汚 れ

fig.1処 置 前 　 斜 光 線 図

fig.3汚 れ を 除去 後
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・楔を調整 し,画 布の波打 ち変形 を改善 した。変
形の強い部分は裏面画布か ら変形部分 を軽 く湿
し修正 した。

・絵具層の剥落部分 に水彩絵具で補彩を した。
・グレージングを低反射合 わせ ガラスにし,そ れ

に伴い入れ子部分の改造 と裏面の補強 を行 った。
・額に模様 を入れ,全 体にいぶし,落 ち着いた色

味にした（fig.4）。額への作業は並木木工所に依
頼 した。

・処置後の写真撮影および報告書を作成。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂井史恵）

満 谷 国 四 郎

《瀬 戸 内 海 風 景 》

1928年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

37.9×45.5×2.2cm

石 橋 美 術 館

日洋234

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中 桟 を含 む 日 の 字 型 で,楔 穴 は あ る が 楔
は な い 。 右 木 枠 に 文 房 堂 の ラ ベ ル 貼 付,中 桟 に 墨

書 で 「満 谷 国 四 郎 氏 作 」,左 木 枠 に 墨 書 で 「九 段

安 田 蔵 」 と記 入 が あ る 。 画 布 に た る み が あ り,木

枠 当 た りが あ る （fig.1）。 画 布 裏 面 は 冠 水 跡 が あ る 。

画 布 に埃 汚 れ の 付 着 が 著 しい 。 白 色 の 地 塗 りが 施

さ れ た既 製 の 画 布 を使 用 して い る 。 地 塗 り塗 料 は

水 溶 性 で あ る 。 下 辺 に 画 布 の ふ くら み が あ り,木

枠 との 間 に異 物 が 挟 ま っ て い る 。 画 面 は,周 囲 の

額 に 隠 れ て い た部 分 を 除 き,埃 汚 れ な ど の 吸 着 が

著 しい （fig.2）。 画 面 下 方 に1cmほ ど の 地 塗 層 か ら

の 剥 落 （fig.3）が あ る ほ か,粉 状 に 絵 具 層 の 細 か い

剥 落 が 点 在 して い る 。 引 っ掻 き傷,擦 り傷 が あ る。

画 面 右 下 に サ イ ン と年 記 が あ る 。 絵 具 層 は 油 分 が

少 な く,白 亜 化 が 進 行 し て お り,ワ ニ ス は 塗 布 さ

れ て い な い 。

fig.4処 置 後 　 額 装 全 図 fig.1処 置前 斜 光 線 図
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処置方針
　画面,裏 面の汚れを除去する。画面は地塗 りが
水溶性であること,絵 具層が粉状で脆いことか ら,
水を使用せず乾式で除去する。
　絵具層の剥落周囲を接着剤で固定す る。

　画布 と木枠の間の異物 を除去する。
　画布に適切な張力をあたえ,画 布のゆるみに起
因する損傷を予防する。
　擦 り傷は必要があれば補彩する。

処置内容
・作品の状態調査および処置前の状態写真撮影。
・プラステ ィック消 しゴムの粉で画面の汚れを清

　掃 した。汚れは絵具層に入 り込んでお り,多 少

軽 減 した 程 度 の 除 去 と な っ た 。
・絵 具 層 の 浮 き上 が り をチ ョ ウ ザ メ膠 で 接 着 した 。
・画 布 と木 枠 の 間 の 異 物 を 除 去 した 。
・画 布 裏 面 の清 掃 を した 。
・タ ッ ク ス 間 の 画 布 を 引 き ,ス テ ン レス の ス テ ー

プ ル で 固 定 し画 布 の 張 りを 調 整 し た 。 ス テ ー プ

ル か らの 錆 や 押 し跡 を避 け る た め の 緩 衝 材 と し

て,中 性 紙 ボ ー ドを 画 布 とス テ ー プ ル の 間 に挟

ん だ （fig.4）。
・地 塗 り層 ,絵 具 層 の剥 落 部 分 に 胡 粉 と膠 で 出 来

た 塑 型 材 を 充 填 し成 形 した 後,水 彩 絵 具 で 補 彩

を した 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び報 告 書 を作 成 （fig.5）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.2処 置前 画 面 は埃 汚 れ の 吸 着 が 著 しい fig.3地 塗 りか らの 剥 落

fig.4画 布 張 り を調 整 しス テ ー プ ル で 固 定 fig.5処 置 後 斜 光 線 図
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海 老 原 喜 之 助

《青 年 像 》

1944年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

50.2×44.2×2.4cm

石 橋 美 術 館

日洋286

作 品 の 状 態

　 作 品 は 裏 面 を格 子 状 に した 木 製 パ ネ ル に 張 り込

ま れ て い る 。 画 布 の 張 り しろ 周 辺 の 地 塗 り層 に は

剥 落 が あ る が,ワ ッ ク ス の 含 浸 に よ り 固 定 さ れ て

い る 。 上 辺 の タ ッ ク ス は錆 に覆 わ れ て い る 。 以 前

の接 着 処 置 と考 え ら れ る ワ ッ ク ス が 画 面 全 体 に 入

り画 布 は パ ネ ル面 に接 着 さ れ て い る が,画 面 中 央

な ど に は 画 布 とパ ネ ル を接 着 して い る ワ ッ ク ス が

効 か な く な り,画 布 が 浮 い て い る 部 分 が あ る

（fig.2）。 人 物 周 辺 に は絵 具 層 の 浮 き上 が りお よ び

剥 落 が あ る 。 画 面 全 体 に補 彩 が 点 在 し て お り,主

に絵 具 層 の 亀 裂,浮 き上 が りお よ び 剥 落 部 分 に対

して 行 わ れ て い る 。 一 部 の 補 彩 は変 色 して い る よ

う に見 え る 。 画 面 周 囲 の 広 い 範 囲 に は 人 物 周 辺 の

補 彩 とは 異 な る筆 致 で 薄 く塗 布 さ れ て い る部 分 も

認 め られ た 。 薄 く塗 布 さ れ て い る部 分 は 他 の 部 分

よ り古 く見 え,紫 外 線 を照 射 し蛍 光 反 応 を観 察 す

る と,こ の2種 類 の 補 彩 の 反 応 は 異 な っ て い た

（fig.3）。 画 面 右 下 に 署 名 が あ る 。 画 面 は ワ ッ ク ス

成 分 が 表 面 に 残 りや や マ ッ トな 質 感 が あ り くす ん

で い る （fig.1）。

　 額 の グ レ ー ジ ン グ は ガ ラ ス 。 グ レー ジ ン グ は 白

fig.1処 置 前 全 図 fig.2処 置 前 斜 光 線 図

fig.3処 置 前 紫 外 線 蛍 光 写 真
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色 の 麻 布 を貼 っ た 幅 広 の 入 れ 子 で 押 さ え ら れ て い

る 。 額 は 明 る い 金 色 の ル イ16世 様 式 風 で,外 側 に

縄 目模 様,内 縁 に玉 模 様 が 施 さ れ て い る 。 額 色 は

明 色 の 金 色 。 応 急 的 に紙 の 裏 板 が 付 い て い る 。 作

品 と額 はT字 金 具 で 固 定 され て い る 。

処置方針
　絵具層の浮 き上が りお よび剥落を接着剤で固定
する。
　画面 を軽 く洗浄する。
　色調の合 っていない補彩 は可能な限 り除去する。
周囲にある薄い塗 りは,筆 致の様子が作品 と似 て
お り加筆の可能性 も考えられること,除 去をして
も肯定的な結果 になることは考 えに くいことか ら,
このまま残すこととする。

　画布 とパネル間の浮 き上が りを接着する。
　絵具層の剥落部分に充填後,補 彩 をする。
　額のグレージングは低反射ガラスに変更する。
これに伴 い額の構造 を改善する。額の金箔が明る

す ぎるので,作 品の色調が沈んで見える。これを
解消す るため額に塗装 を加 え明度を調整する。

処置内容
・作品の状態調査お よび処置前の状態写真撮影。
・絵具層の浮き上が り部分 を,作 品に残るワック

　スを利用 しシリコンシー ト越 しに電気鏝で加温

し接 着 した 。 接 着 し きれ な い 部 分 に はBEVA　 D­

8を 塗 布 し シ リ コ ン シ ー ト越 し に電 気 鏝 で 加 温

し接 着 した 。
・画 布 の 浮 き上 が り部 分 は ,作 品 裏 面 に 残 る 既 存

の ワ ッ ク ス を 利 用 し た 。 シ リ コ ン シ ー ト越 し に

鏝 と小 型 ア イ ロ ン で 加 温 しワ ッ ク ス を 溶 か しパ

ネ ル に再 接 着 し た 。
・消 し ゴ ム 粉 に よ る ドラ イ ク リー ニ ン グ の 後 ,画

面 上 に残 る汚 損 した ワ ッ ク ス 等 を ミ ネ ラ ル ス ピ

リ ッ トで 除 去 し,画 面 を洗 浄 した 。
・変 色 し色 の 合 わ な く な っ た補 彩 を エ タ ノ ー ル で

除 去,軽 減 した 。
・絵 具 層 欠 損 部 分 に胡 粉 と膠 で 出 来 た 塑 型 材 を充

填 し整 形 し た 。
・画 面 に ダ ンマ ル ワ ニ ス を 軽 く塗 布 し発 色 と光 沢

を調 整 した 。
・水 彩 絵 具 で 充 填 部 分 に補 彩 を した 。
・グ レー ジ ン グ を低 反 射 合 わ せ ガ ラ ス に し,こ れ

に伴 う 額 構 造 の 改 善 （ス テ ン レス 製 補 強 フ レ ー

ム の 装 着,ド ロ ア シ の 追 加,裏 面 の 裏 板 の 交 換 ）

を行 っ た 。 額 表 は額 の 金 色 を 生 か し な が ら全 体

に焦 げ 茶 色 を塗 布 し落 ち 着 い た 色 味 に し,あ わ

せ て 入 れ 子 を箔 押 し し た もの に 交 換 し た （fig.4）。

こ れ らの 作 業 は 並 木 木 工 所 に 依 頼 し た 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（坂 井 史 恵 ）

fig.4処 置 後 額 装 全 図
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坂 本 繁 二 郎

《牛 》

1920年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

71.2×116.9×2.4cm

石 橋 美 術 館

日 洋301

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中 桟 が2本 あ る 目の 字 型 で,右 木 枠 に草

人 社 の ラ ベ ル が 貼 付 け られ て い る 。 楔 穴 は あ る が,

楔 は5箇 所 を 残 し欠 落 し て い る 。 作 品 は 画 面 部 分

で 切 り取 ら れ て お り,亜 麻 布 で 裏 打 ち さ れ た 後,

木 枠 に張 り込 まれ て い る 。 切 り取 ら れ た 画 面 は 木

枠 の 寸 法 よ り も切 り取 られ た 画 面 は小 さ い 。 画 布

の 折 れ 跡 な どが 目立 つ 。 画 面 に絵 具 層 の 浮 き上 が

り と剥 落 が 点 在 して い る 。 剥 落 部 分 の 多 くは 白色

地 塗 り又 は キ ャ ン バ ス が 露 出 して お り,目 立 つ 。

画 面 中 央 よ り右,木 の 幹 部 分 の 絵 具 層 に は 長 さ3

cmほ ど の テ ン ト状 の 浮 き上 が りが あ る 。 額 の 刃 先

に あ た る 部 分 の 絵 具 層 （補 彩 ま た は 補 筆 を含 む ）に

は,強 く押 され て 生 じた 極 端 な潰 れ や 盛 り上 が り

fig.1　処 置 前 全 図

な ど の 変 形 が あ る。 ま た,額 か らは ず す 際 に 生 じ

た 額 の 一 部 と 考 え られ る 木 片 が 付 着 して い る ほ か,

裏 打 ち 布 と画 布 の 境 目 を 隠 す よ う に塗 ら れ て い た

絵 具 層 の 一 部 が 剥 落 して い る （fig.2）。

　 絵 具 層 の 浮 き上 が りや 剥 落 部 分 の 上 か ら油 絵 具

を用 い て補 彩 され た 箇 所 が 多 い 。 特 に,上 辺 や 左

辺 の 裏 打 ち 布 が 広 く露 出 す る 部 分 は 絵 具 層 の 損 傷

部 分 と と も に油 絵 具 で 幅 広 く帯 状 に塗 り込 め ら れ

て い る 。 ワ ニ ス が 塗 布 され,半 光 沢 の 質 感 と な っ

て い る （fig.1）。

処置方針
　絵具層の浮 き上が りおよび剥落 を接着剤で固定
する。
　付着 した木片は除去する。
　補彩部分は色調が画面に馴染んでお り坂本作品
としての違和感はない ことからこのまま残すこと
とする。

　絵具層剥落部分 に充填後,補 彩 をする。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。

・絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 に修 復 用 接 着 剤BEVA

　 D­8を 用 い シ リ コ ン シ ー ト越 し に 電 気 鏝 で 加 温

　 し接 着 した 。
・画 面 に 付 着 した 木 片 を 除 去 した 。
・絵 具 層 ,地 塗 り層 欠 損 部 分 に胡 粉 と膠 で 出来 た

　 塑 型 材 を 充 填 し整 形 した 後 （fig.3）,水 彩 絵 具 で

　 補 彩 し た （fig.4）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 （35㎜カ ラ ー ネ ガ フ ィ ル ム の

　 み ）お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （坂 井 史 恵 ）

fig.2処 置 前 絵 具 層 が 剥 落 し,
　 　 裏打 ち布 が 露 出 して いる

fig.3充 填 整 形 後 fig.4補 彩 後
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岡 田 三 郎 助

《富 士 山 》

1918年

油 彩 ・板

21.4×26.8×0.3cm

石 橋 美 術 館

日洋522

作 品 の 状 態

　 合 板 の 支 持 体 の 表 裏 両 面 に水 溶 性 の 白 色 地 塗 り

層 が 刷 毛 で 厚 く塗 布 さ れ て い る 。 支 持 体 の 合 板 に

は 裏 面 に 向 か い 反 りが あ る。 裏 面 に は冠 水 跡 や 乾

性 油 ま た は ワ ニ ス が 染 み こみ 黄 変 し た部 分 が あ る 。

焦 茶 色 の 絵 具 に よ る 署 名 が あ る （fig.1,2）。

　 画 面 は周 囲 に 額 擦 れ お よ び 地 塗 り層 か ら の 絵 具

層 の 欠 損 が あ る （fig.3）。 全 体 に,埃 汚 れ や 虫 糞 に

よ り くす ん で い る 。 支 持 体 に 油 分 が 吸 収 さ れ 艶 消

し の 画 面 に な っ て い る。

処置方針
　絵具層の剥落部分 を接着剤で強化する。
　画面の洗浄および付着物を除去する。

　現状ではつや消 しの画面 となっているが,描 画
時には艶があった と考えられるので,保 護ワニス
による艶の調整 を行 う。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の状 態 写 真 撮 影 。
・絵 具 層 ,地 塗 り層 の 剥 落 部 分 を 修 復 用 接 着 剤

　 BEVA　D­8を 使 用 し強 化 した 。
・画 面 全 体 を水 で 湿 し た 綿 棒 で ク リ ー ニ ン グ した 。

・虫 糞 な ど付 着 物 は ,メ ス で掻 き取 っ た 。
・絵 具 層 欠 損 部 分 に 膠 と胡 粉 に よ る 塑 型 材 を 充 填

　 し整 形 し た後,水 彩 絵 具 で 補 彩 を 行 っ た （fig.4）。
・マ ス チ ッ ク ワ ニ ス を塗 布 し光 沢 の 調 整 を した 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 （fig.5）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.2処 置 前 裏 面 図

fig.1処 置 前 全 図

fig.3絵 具 層 の剥 落 fig.4画 面 洗 浄,絵 具 層 欠 損 部 に

　 　 充 填,補 彩 後

fig.5処 置 後 全 図
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（ 坂 本 繁 二 郎

《町 裏 》

1904年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

80.3×60.8×2.0cm

石 橋 美 術 館

寄 託 作 品

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中 桟 一 本 を含 む 日 の 字 型 で,楔 穴 は あ る
が 楔 は 無 い 。 張 り し ろ に は張 り込 み 時 の 画 布 の破

れ,釘 錆 に よ る 画 布 の 腐 食 が あ る 。 画 布 は 張 り直

さ れ て お り,釘 穴 が 多 く,張 り しろ は脆 弱 に な っ

て い る 。 張 り直 し時 に 画 面 の構 図 が ず れ,上 辺 張

り し ろ に1cmほ ど画 面 が 回 っ て い る 。 既 製 の 地 塗

り を 施 した 画 布 が 使 用 され,地 塗 りの 塗 料 は 明 灰

色 ま た は 白 色 。 画 面 に対 し横 方 向 に,画 布 を木 枠

か ら は ず し巻 い て 保 管 した 際 に生 じ る 画 布 の 変 形

を伴 う亀 裂 が 多 数 存 在 す る。 画 布 中 央 よ りや や 下

に,横 一 列 に並 ぶ よ う に 画 布 に は小 さ な 穴 が 開 い

て い る 。

　 絵 具 層 は 画 布 の 折 れ （巻 き じわ ）に よ る 絵 具 層 の

亀 裂 が 多 い 。 人 物 の 顔 周 辺 に絵 具 層 の 剥 落 が 目立

つ （fig.2）。 画 面 上 方 に 画 布 の 折 れ に よ る絵 具 層 の

浮 き上 が りや 剥 落 が あ る 。 そ の ほ か,擦 れ に よ る

絵 具 層 の 損 傷 が 多 い 。

　 ワ ニ ス は 塗 布 さ れ て い る が,だ い ぶ 光 沢 が 退 け

て い る （fig.1）。

fig.1　処 置 前 　 全 図
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　 額 の グ レー ジ ン グ に は ガ ラ ス が 使 用 さ れ て い る 。
ベ ニ ヤ板 の 裏 板 をね じ止 め し,紙 張 りテ ー プ で 目

止 め が 施 さ れ て い た痕 跡 が あ る 。

処置方針

　絵具層の剥落防止 と美観上の回復を主な目的と
する。
　絵具層の浮き上が り部分 を接着。
　画布裏面の清掃。

　画布の穴 を繕い,画 布の変形 を修正 （木枠か ら
はず し,変 形修正）。

　画面全体の洗浄,ワ ニスの除去。
　画布張 りしろの補強および木枠の補修後,張 り
直 し。
　絵具層および地塗 り層の欠損部分に充填,補 彩
を行 う。

　額のグレージングを低反射アクリルに変更,こ
れに伴い,裏 面の ドロアシの改善を行 う。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。
・絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 を 修 復 用 接 着 剤BEVA

　 D­8で 接 着 した 。
・画 布 裏 面 を清 掃 した 。
・画 布 穴 の 繕 い を した 。

・木 枠 か ら画 布 を は ず した 後 ,仮 枠 に水 張 りテ ー

プ で 張 り,湿 し た紙 が 乾 く際 に収 縮 す る 力 を利

用 して 画 布 の 変 形 修 正 を 行 っ た 。
・画 面 を水 で 湿 し た綿 棒 で 清 掃 し た後 ,エ タ ノ ー

ル を ミ ネ ラ ル ス ピ リ ッ トで 希 釈 した 溶 剤 で ワ ニ

ス を 除 去 した 。
・木 枠 の 釘 穴 を木 材 で 充 填 し補 修 した 。 画 布 張 り

し ろ補 強 の た め,片 側 を 薄 くそ い だ 亜 麻 布 を 用

意 し,シ ー ト状 の 修 復 用 接 着 剤BEVA　 D­8で 張

　り し ろ の 裏 面 に接 着 し た 。 画 布 を木 枠 に 張 り込

ん だ 。 そ の 際,張 り し ろ の 釘 穴 の 位 置 に ス テ ン

レス 製 の タ ッ ク ス を打 ち 込 み,画 布 と タ ッ ク ス

の 間 に緩 衝 材 と し て シ リ コ ン シ ー トを挟 み 込 ん

だ 。 ま た,張 りの 調 整 と して タ ッ ク ス の 間 に ス

テ ン レス 製 の ス テ ー プ ル を 打 ち,固 定 した 。 画

布 と ス テ ー プ ル の 間 に は 緩 衝 材 と し て 中 性 紙

ボ ー ド を挟 み 込 ん だ 。
・絵 具 層 の 欠 損 した 部 分 に膠 と胡 紛 に よ る塑 型 材

を 充 填 し た 後 （fig.3）,水 彩 絵 具 で 補 彩 し た

（fig.4）。
・ダ ンマ ル ワ ニ ス を 塗 布 し,画 面 の 光 沢 と発 色 を

調 整 した 。
・額 の グ レー ジ ン グ を低 反 射 ア ク リル に 変 更 し た 。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び 報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.2処 置 前 　 絵 具 層 の剥 落 fig.3充 填 整 形 後 fig.4補 彩 後
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坂 本 繁 二 郎

《新 聞 》

1910年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

80.4×61.0×2.3cm

石 橋 美 術 館

寄 託 作 品

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中桟 一 本 を含 む 日の 字 型 で,楔 穴 は あ る

が 楔 は 無 い 。 張 り代 に 釘 穴 が あ り,張 り直 した 様

子 が あ る 。 既 製 の 白色 地 塗 りが 施 さ れ て い る 。 左

上 に画 布 の 折 れ が あ る 。 画 面 に対 し横 方 向 に 画 布

の 変 形 を伴 う亀 裂 が 平 行 に 多 数 存 在 す る こ とか ら,

以 前 画 布 を 木 枠 か ら は ず し,巻 い て 保 管 し て い た

こ とが あ っ た と考 え られ る 。 画 布 中 央 よ り下 方 に

2×10mm程 の 画 布 の 破 れ が あ る 。

　 画 面 に は 主 に 画 布 の 折 れ に起 因 す る絵 具 層 の 剥

落,擦 れ や 当 た りに よ る絵 具 層 の 剥 落 が 点 在 し て

い る 。 人 物 袖 部 分 に絵 具 の 変 質 ま た は結 晶 の析 出

が あ り,光 沢 は 無 く白 濁 し て い る 。

　 ワ ニ ス 層 に絵 具 の剥 落 片 が 混 じっ て い る 。 ワ ニ

ス は絵 具 層 の 固 着 が 弱 くな っ て か ら塗 布 さ れ た も

の で,塗 布 の 際 に剥 落 した 絵 具 片 が ワ ニ ス の 中 に

移 動 し,そ の ま ま 固 定 され た と考 え られ る （fig.1）。

　 額 の グ レ ー ジ ン グ は ガ ラ ス で,画 面 側 に黴 跡 が

あ る 。 裏 面 裏 板 に紙 を貼 っ た ベ ニ ヤ 板 を取 り付 け

て い る 。 吊 り金 具 は3cm程 の 小 さ な も の で,二 重

に使 用 し強 度 を保 た せ よ う と して い る 。

処 置 方 針

　 絵 具 層 の 剥 落 防 止 と美 観 上 の 回 復 を 主 な 目 的 と

す る 。

　 絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 を接 着 。

　 画 布 の 穴 を 繕 う。

　 画 面 全 体 の 洗 浄,ワ ニ ス の 除去 。

　 絵 具 層 お よ び 地 塗 り層 の 欠 損 部 分 に 充 填,補 彩

を 行 う 。

　 額 の グ レー ジ ン グ を 低 反 射 ア ク リル に 変 更,こ

れ に伴 い,裏 面 の ドロ ア シ の 改 善 を 行 う 。 吊 り金

具 は 適 し た 強 度 の あ る も の に交 換 す る。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。

・絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 を 修 復 用 接 着 剤BEVA

　 D­8で 接 着 し た 。
・画 布 裏 面 を清 掃 した 。

・画 面 を水 で 湿 し た 綿 棒 で 清 掃 した 後 ,ミ ネ ラ ル

　 ス ピ リ ッ トで 軽 く洗 浄 し た 。
・画 布 穴 の 繕 い を した 。
・絵 具 層 の 欠 損 した 部 分 に ,膠 と胡 紛 に よ る 塑 型

　 材 を充 填 した 後 （fig.2）,水 彩 絵 具 で 補 彩 した 。
・ダ ン マ ル ワ ニ ス を 塗 布 し,画 面 の 光 沢 と発 色 を

　 調 整 した （fig.3）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （坂 井 史 恵 ）

fig.1処 置 前 　 全 図 fig.2充 填 整 形 後 fig.3処 置 後 　 全 図
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坂 本 繁 二 郎

《婦 人 像 》

1922­68年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

81.4×65.2×2.3cm

石 橋 美 術 館

寄 託 作 品

作 品 の 状 態

　 木 枠 は 中桟 一 本 を含 む 日の 字 型 で,楔 穴 は 四 隅

に あ る 。 楔 は3本 欠 損 し5本 残 っ て い る 。 木 枠 は 裏

面 にや や 反 る 変 形 が あ る。 画 布 裏 面 全 体 に水 染 み

の よ う な も の が あ る。 張 り し ろ に釘 穴 が あ り,張

り直 した 痕 跡 が あ る。 画 布 は 張 りが 緩 く,作 品 移

動 時 に 画 布 が 大 き く揺 れ る 。 画 布 に は 隅 じわ や 部

分 的 な変 形 が あ る 。 画 面 右 下 に 画 布 の ふ く ら み が

あ り,木 枠 との 間 に異 物 が 挟 ま っ て い る 。

　 画 面 に は広 い 範 囲 に絵 具 層 の 浮 き上 が りお よび

剥 落 が 点 在 して い る （fig.1）。 そ れ ら の 多 くに は 油

絵 具 に よ っ て 塗 り直 す よ う に 補 彩 が あ る 。 こ の補

彩 は 人 物 の 顔 と そ の 周 囲 に 顕 著 に 確 認 で き る

（fig.2）。 補 彩 後 さ ら に剥 落 の 進 行 し た 部 分 も あ る。

額 内 側 に 絵 具 層 の段 差 が そ の ま ま残 っ て お り,画

面 に 凹 凸 が 生 じ て い る 。

　 ワ ニ ス は存 在 し ない 。

処置方針
　絵具層の剥落が進行することを防 ぐため,絵 具
層の浮き上が りの接着および画布の張 りを調整する。
　補彩部分は作者 による加筆である可能性が高い
ので,色 調は下層 に残る制作時のものと必ず しも
調和 しているわけではないが,こ のまま残すこと
とする。

　今 回行 う美観的な補修 は,絵 具層が欠損 し,補
彩 （加筆）の無い地塗 り又は画布が露出 している部
分 にのみ行 う。
　木枠 と画布の間にある異物 を除去 し裏面 を清掃
する。

処 置 内 容
・作 品 の 状 態 調 査 お よ び 処 置 前 の 状 態 写 真 撮 影 。

・絵 具 層 の 浮 き上 が り部 分 を修 復 用 接 着 剤BEVA

　 D­8で 接 着 した 。
・木 枠 と画 布 の 間 の 異 物 を 除 去 し た 。 異 物 は 木 く

　 ず と埃 くず で あ っ た 。
・欠 損 部 分 の楔 を 新 調 し,画 布 の 張 り を調 整 した 。
・絵 具 層 の 欠 損 した 部 分 に膠 と胡 紛 に よ る 塑 型 材

　 を充 填 後 （fig.3）,水 彩 絵 具 で 補 彩 した （fig.4）。
・処 置 後 の 写 真 撮 影 お よ び報 告 書 を作 成 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （石 井 　 亨 ）

fig.2処 置 前 絵 具 層 の剥 落

fig.1処 置 前　 斜 光 線 図

fig.3充 填 整 形 後 fig.4補 彩 後
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外 版40

ア ン リ ・ ド ・ ト ゥル ー ズ=ロ ー ト

レ ッ ク

《『レ ス タ ン プ ・オ リ ジ ナ ル 』 第1

年 次 の た め の 表 紙 》1893年

リ トグ ラ フ ・紙

584×833mm厚 さ約0.15mm

本 紙 状 態

本 紙 は 不 規 則 な 矩 形 。4辺 と も や

や 歪 み の あ る切 断 痕 あ り。

中 央 に 垂 直 の 二 つ 折 りの 跡 （表 が

山 ）。

左 辺 中 央 の 折 れ 。 こ の 折 れ に 沿 っ

て 水 平 方 向 の 波 打 ち あ り。 裏 面 の

ハ トロ ン紙 の 貼 りつ け が 原 因 。

左 辺 と右 辺 に斜 め の 折 れ あ り。

表 全 体 に経 年 に よ る 軽 度 の 変 色 あ

り。 旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に マ ッ トバ ー ンあ り。

裏 面 全 体 に経 年 に よ る軽 度 の 変 色

あ り。 左 辺,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ ト

か らの 露 出 部 に 変 色 顕 著 。 左 辺 際

に沿 っ て 変 色 顕 著 。

両 面 に フ ォ ク シ ン グ 状 の も の 点 在 。
一 部 裏 面 か ら表 へ の 貫 通 あ り。 裏

面 の フ ォ ク シ ン グ に は 中 央 に 茶 色

の 核 あ り。　UV灯 下 で はUV吸 収,

濃 い 紫 ～ 黒 に 見 え る 。

裏 面 に粘 着 テ ー プ 痕,茶 色 に 変 色

し表 側 に 浸 透 。 そ の 他,2ヶ 所 に

フ ィ ル モ プ ラ ス トP,旧 ヒ ン ジ

（ハ トロ ン紙 と接 着 剤 に よ る ）,上

辺 と下 辺 に数 ヶ所 と右 辺 に 沿 っ て

多 数,上 辺 に 旧 ヒ ン ジ （和 紙 と接

着 剤 に よ る）4ヶ所 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 　 フ ォ ク シ ン グ処 置

テ ー プ粘 着 剤 除 去 　 フ ラ ッ トニ ン

グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ を メ ス,水 分 な ど

を用 い て 除 去 した 。

（２）フ ォ ク シ ン グ処 置

裏 面 の フ ォ ク シ ン グ の 核 を メ ス で

除 去 した 。

（３）テ ー プ 粘 着 剤 除 去

サ ク シ ョ ン プ レ ー ト とア セ ト ンで

粘 着 剤 を極 力 除 去 した 。

（４）フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 裏 面4辺 に 和 紙 マ ー ジ ン を メ

チ ル セ ル ロ ー ス で付 け,全 体 を軽

く湿 らせ た後,仮 張 り し た 。

仮 張 りか ら は ず した 後,和 紙 マ ー

ジ ン を 除 去 し た 。

（５）新 ヒ ン ジ

裏 面 周 囲 に 適 宜,和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

処置前　本 紙表 （斜 光）

テープ粘着剤除去 中

外 版56

モ ー リ ス ・ ドニ

《慈 愛 》1893年

リ トグ ラ フ ・紙

588×417mm厚 さ約0.15mm

本 紙 状 態

両 面 全 体 に 変 色 有 り。 部 分 的 に変

色 の 度 合 い が 異 な り,変 色 の境 界

は 比 較 的 明 解 。

表 周 辺 部 ス レ 汚 れ 多 し。

上 辺,下 辺 に水 平 方 向 の 波 う ち あ

り。 右 下 に折 れ あ り。

右 辺 に折 れ あ り,こ れ は 印 刷 時 に
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で きた もの と思 わ れ る 。

裏 面6ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ,各 隅 に あ

る4つ の ヒ ン ジ の 影 響 が 表 側 に 見

ら れ る 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ除 去

裏 面 の 旧 ヒ ンジ に水 分 を与 え て 除

去 した 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版115

ア ン ド レ ・マ ッ ソ ン

《木 の 葉 の 上 の 男 女 》1954年
エ ッチ ン グ ・紙

503×385㎜ 厚 さ約0.32­0.33㎜

本 紙 状 態

画 面 サ イ ズ と プ レー トマ ー ク は 同

寸 法 。

表 右 下 隅 に テ ー プ 粘 着 剤 と思 わ れ

る付 着 あ り。 粘 着 剤 は茶 色 に変 色

して い る 。

本 紙 右 辺,左 辺 に 波 打 ち,水 平 方

向 に 折 れ2本 あ り。

画 面 裏 面 に は 変 色 （イ ン ク や け）が

み られ る 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 　 テ ー プ 粘 着 剤 除 去

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）テ ー プ 粘 着 剤 除 去

表 右 下 隅 の粘 着 剤 を ア セ トン とサ

ク シ ョ ン プ レ ー トを用 い て 除 去 し

た が,一 部 繊 維 の 変 色 が 残 っ た 。

（２）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 上 辺2ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ を 水 分

を 与 え て 除 去 した 。

（３）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ンジ を付 け た 。



外 版119

マ リ ノ ・マ リー ニ

《二 人 の 軽 業 師 と 馬 》1955年

リ トグ ラ フ ・紙

662×506mm厚 さ 約0.38mm

本 紙 状 態

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に 変 色 あ り。

裏 面 全 体 に 変 色 顕 著 。

裏 面 上 辺 両 端,左 辺 中 央,下 辺 右

に 旧 ヒ ン ジ付 着 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 　 洗 浄 　 部 分 漂 白

フ ラ ッ トニ ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を 与 え て 除

去 した 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム水 溶 液 （pH　8­9）

で3回 洗 浄 し た 。

（３）部 分 漂 白

画 面 周 辺 の 変 色 部 に水 酸 化 カ ル シ

ゥ ム 水 溶 液 （pH　10­11）を 筆 で 与 え

て 乾 燥 さ せ た 。

過 酸 化 水 素 水 （4%水 溶 液 に ア ン モ
ニ ア を 加 え てpH　9に 調 整 し た も

の ）で 変 色 部 を 漂 白 し た 後,（２）と

同 様 の 水 溶 液 で1回 洗 浄 し 自然 乾

燥 させ た 。

（４）フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 を ゴ ア テ ッ ク ス を用 い て 軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に挟 み 加

圧 し て乾 燥 させ た 。

（５）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺 お よ び下 辺 に和 紙 と メ チ

ル セ ル ロ ー ス で 適 宜 ヒ ン ジ を付 け

た 。

外 版123

マ リ ノ ・マ リ ー ニ

《二 人 の 騎 手 》1956年

リ ト グ ラ フ ・紙

665×503mm厚 さ 約0.37­0.38mm

本 紙 状 態

本紙全体に波打ちあ り。
両面全体に変色有 り。特に裏面の
変色 は著 しい。表下 辺 にマ ッ ト
バ ーンあ り。

表下辺右に破 れの補修 あ り。補修
後 目立つ。
表右下に鉛筆によると思われる線
あ り。
裏面4隅 に旧 ヒンジを剥が した際
の水染みや表面欠損が見 られる。

裏面左辺 に黒いス1/汚 れあ り。
処置方針
旧 ヒンジ除去　旧補修部再処置
新 ヒンジ
処置内容

（１）補修部処置
表下辺右の旧補修 をはが し,和 紙
とメチルセルロースで再補修 した。

（２）旧ヒンジ除去

裏面の旧ヒンジに水分 を与えて除
去 した。

（３）新ヒンジ
裏面周辺に和紙 とメチルセルロー
スでヒンジを付けた。

外 版147
パ ブ ロ ・ピ カ ソ

《画 室 に て 》1965年

ア ク ア チ ン ト,エ ッチ ン グ,ド ラ

イ ポ イ ン ト ・紙

393×522mm厚 さ約0.43­0.5mm

本 紙 状 態

画 面 と プ レ ー トマ ー ク は 同 寸 法 。

プ レー トマ ー ク 内 に 平 面 変 形 が 顕

著 。

表 全 体 に 軽 い 変 色 あ り。4辺 の 際

に沿 っ て 非 常 に 濃 い 変 色,旧 ウ ィ

ン ドウマ ッ トか ら の 露 出 部 に や や

変 色 あ り。 裏 面 の ヒ ン ジ 部 分 に 対

応 す る 部 分 に は 変 色 が あ ま り見 ら

れ な い 。

裏 面 全 体 に顕 著 な変 色 有 り。 左 下

隅 に 変 色 の 無 い 部 分 が あ る。

裏 面 上 辺 に 旧 ヒ ン ジ 付 着 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 洗 浄 　フ ラ ッ トニ

ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を与 え て 除

去 し た 。 除 去 跡 の 変 色 は 周 り よ り

薄 か っ た 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　8­9）

に て3回 洗 浄 後 自 然 乾 燥 。

（３）フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 を軽 く湿 ら せ 吸 い 取 り紙 の 間

に 挟 み軽 く加 圧 し て平 ら に した 。

（４）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版152­2

オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン

《ロ ダ ン に 捧 ぐ》1967年

石 版 ・紙

560×758mm厚 さ約0.38­0.39mm

本 紙 状 態

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に沿 っ て マ ッ トバ ー ン あ り。

表 上 辺2ヶ 所,下 辺1ヶ 所 に 旧 ヒ ン

ジ あ り。 ヒ ン ジ に よ る部 分 変 形 が

見 られ る 。

裏 面 に表 の イ ン ク の 一 部 が 浸 透 し

変 色 し て い る 。

本 紙 に押 し跡 が み られ る 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

表3ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ に 水 分 を 与 え

て 除 去 し た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 周 囲 に適 宜 和 紙 と メ チ ル セ ル
ロ ー ス で ヒ ン ジ を 付 け た 。

外 版152－5

ア ン リ=ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム

《ロ ダ ン に 捧 ぐ 》1967年

銅 版 ・紙
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761×567mm厚 さ 約0.4mm

本 紙 状 態

イ メ ー ジ の 形 状 に 沿 っ た プ レ ー ト

マ ー ク あ り。

上 辺 と下 辺 に 波 打 ち あ り。

左 辺 と右 辺 に 沿 っ て 折 れ 多 数 あ り。

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に軽 度 の 変 色 有 り。

表 上 辺2ヶ 所,下 辺1ヶ 所 に 旧 ヒ ン

ジ付 着 。

裏 面 に は 表 の イ ン ク に よ る変 色 あ

り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

表3ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を 与 え

て 除 去 し た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 周 囲10ヵ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版160­48
マ リ ノ ・マ リ ー 二

《二 人 の 道 化 と馬 》1960年

リ トグ ラ フ ・紙

761×569mm厚 さ 約0.35mm

本 紙 状 態

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出部 に沿 っ て マ ッ トバ ー ン あ り。

表 上 辺2ヶ 所,左 辺1ヶ 所 に 旧 ヒ ン

ジ付 着 。

表 の 赤 い イ ン ク の 一 部 が 裏 面 に浸

透 して い る。

裏 面 に ス レ汚 れ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ除 去

表 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を与 え て 除 去

し た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 周 囲 に沿 っ て10ヵ 所 に和 紙 と

メ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け

た 。

外 版178
エ ドヴ ァ ル ト ・ム ン ク

《病 め る少 女 》1894年

ドラ イ ポ イ ン ト ・紙

597×441mm厚 さ約0.42­0.45mm

本 紙 状 態

本 紙 四 隅 の 角 が 裁 断 さ れ て い る 。

プ レ ー トマ ー ク 内 に 平 面 変 形 あ り。

上 辺 お よ び 下 辺 に 沿 っ て2本 の 折

れ あ り。

本 紙 両 面 全 体 に 変 色 あ り。

旧 ウ ィ ン ドウマ ッ トか ら の 露 出 部

周 辺 に 沿 っ て マ ッ トバ ー ンあ り。

マ ッ トとの 接 触 部 に も変 色 あ り。

両 面 数 ヶ所 に 小 さ な茶 色 い 点 状 の

フ ォ ク シ ン グ あ り。 これ ら フ ォ ク

シ ン グ に 貫 通 は見 ら れ な い 。

表 上 辺 左 と裏 面 上 辺 中 央 に テ ー プ

粘 着 剤 の 付 着 あ り。 粘 着 剤 は 黄 色

に 変 色 して い る 。

裏 面 に ス レ汚 れ あ り。 一 部 平 面 変

形 の 形 状 に沿 っ て い る 汚 れ が 見 ら

れ る 。

処 置 方 針

ドラ イ ク リ ー ニ ン グ 　テ ー プ 粘 着

剤 除 去 　 旧 ヒ ン ジ 除 去 　新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リー ニ ン グ

裏 面 の 汚 れ を 練 り ゴ ム と プ ラ ス

テ ィ ッ ク 消 し ゴ ム （Staedtler社 製,

Mars　 plastic）で ク リ ー ニ ン グ し た

が,ほ とん ど 除 去 で き な か っ た 。

（２）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を 与 え て 除

去 した 。

（３）テ ー プ粘 着 剤 除 去

表 上 辺 左 と裏 面 上 辺 中 央 の テ ー プ

粘 着 剤 を ア セ トン とサ ク シ ョ ン プ

レ ー トを用 い て 除 去 し た 。

（４）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版196.26

シ ャル ル ・モ ー ラ ン

《パ ン2­1母 と子 》

ソ フ トグ ラ ン ドエ ッチ ン グ ・紙

365×275mm厚 さ約0.18­0.22mm

本 紙 状 態

本 紙 に軽 い 平 面 変 形 あ り。

本 紙 両 面 全 体 に 変 色 あ り。 表 上 辺

と右 辺 （裏 面 上 辺 と右 辺 ）に 変 色 が

著 し い 。 両 面 と も 旧 ウ ィ ン ド ウ
マ ッ トか ら の 露 出 部 に 変 色 あ り。

特 に 裏 面 の 変 色 は 顕 著 。

表,画 面 お よ び マ ー ジ ン部 に ネ ガ

テ ィ ブ フ ォ ク シ ン グ （周 辺 部 に比

して 白 い 部 分 ）が 数 ヶ 所 見 ら れ る 。

ネ ガ テ ィ ブ フ ォ ク シ ン グ に は 貫 通

が み ら れ るが,裏 面 の 面 積 の ほ う

が 小 さ い 。

表 右 下 に 茶 色 の 変 色2ヶ 所 あ り。
一 部 変 色 が 裏 面 に貫 通 し て い る。

表 左 下 に小 さ な 濃 い 茶 色 の 変 色1

ヶ所 あ り。 裏 面 に貫 通 して い る。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ付 着 あ

り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 洗 浄 　フ ラ ッ トニ

ン グ 補 彩 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を 与 え て 除

去 した 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム水 溶 液 （pH　8­9）

で3回 洗 浄 し た後 自然 乾 燥 。

（３）フ ラ ッ トニ ン グ

ゴ ア テ ッ ク ス を用 い て 本 紙 を軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に 挟 み 加

圧 し て 平 ら に した 。

（４）補 彩

画 面 中 央 の 白 く抜 け た 部 分 に色 鉛

筆 で 補 彩 を し た 。

（５）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺2ヶ 所 に和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。
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外 版196­34

ヴ ィル ヘ ル ム ・フ ォル ツ

《パ ン2­3　 サ ロ メ 》

リ トグ ラ フ ・紙

376×282mm厚 さ約0.17­0.18mm

本 紙 状 態

両 面 全 体 に 経 年 に よ る 変 色 あ り。

両 面 と も 旧 ウ ィ ン ドウマ ッ トか ら

の 露 出 部 に 変 色 顕 著 。 裏 面 は左 下

斜 め に 特 に 変 色 程 度 の 著 しい 部 分

が あ る 。

上 辺 と右 辺 の 一 部,下 辺 に沿 っ て

著 しい 変 色 （こ げ 茶 色 ）が あ り,裏

面 に も 同様 に見 ら れ る。

表 下 辺 左 に濃 い 茶 色 の 変 色 部 あ り。

裏 面 上 辺 に 旧 ヒ ン ジ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 洗 浄 　 フ ラ ッ トニ

ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

(1)旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を与 え て 除

去 し た 。

(2)洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　8=9）

で3回 洗 浄 した 後 自然 乾 燥 。

(3)フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 に軽 く湿 り を与 え,吸 い 取 り

紙 の 間 に 挟 み 加 圧 して 平 ら に した 。

(4)新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版196­61

モ ー リス ・ ドニ

《パ ン3­3母 と子 》1897年 頃

リ トグ ラ フ ・紙

369×279mm厚 さ約0.19mm

本 紙 状 態

本 紙 に 軽 い 平 面 変 形 あ り。 画 面 裏

面 に水 平 方 向 の 縞 状 の お う とつ が

見 られ る 。

両 面 全 体 に 変 色 あ り。

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に薄 い 変 色 あ り。

裏 面,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの

露 出 部 に対 応 す る部 分 に 変 色 顕 著 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ （和 紙 ）

あ り。 右 辺 に 沿 っ て 製 本 時 に付 け

ら れ た ヒ ン ジ付 着 。

裏 面 に2ヶ 所 黒 い 汚 れ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

(1)ヒ ン ジ

旧 ヒ ン ジ （和 紙 ）は マ ウ ン トか ら切

断 せ ず に 剥 離 で きた た め,そ の ま

ま 再 使 用 した 。

処置前　茶色 の変色

処 置 前 　ネ ガ テ ィ ブ フ ォ ク シ ン グ

外 版196­78

ペ ー タ ー ・ベ ー レ ン ス

《パ ン4­2無 題 （接 吻 す る 二 つ の

頭 部 ）》1897年

木 版 ・紙

372×274mm 厚 さ 約0.12­0.13m

m本 紙 状 態

本 紙 に軽 い 平 面 変 形 あ り。

画 面 に 規 則 的 な水 平 方 向 の お う と

つ が 見 ら れ る 。

両 面 全 体 に 変 色 あ り。 裏 面 の ほ う

が 変 色 顕 著 。

表 上 辺 に沿 っ て 埃 汚 れ あ り。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ 付 着 。

裏 面 のpHは5（ 酸 性 ）で あ っ た 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 洗 浄 　フ ラ ッ トニ

ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

(1)旧 ヒ ン ジ除 去

裏 面 の 旧 ヒ ンジ に水 分 を与 え て 除

去 した 。

(2)洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　8­9）

で2回 洗 浄 した 後 自然 乾 燥 。

(3)フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 を ゴ ア テ ッ ク ス を 用 い て 軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に挟 ん で

加 圧 して 平 ら に した 。

(4)新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺2ヶ 所 に和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ンジ を付 け た 。

外 版219

ル イ ・ア ン ク タ ン

《騎 士 と乞 食 》1893年

リ トグ ラ フ ・紙

418×563mm 厚 さ約0.13­0.14mm

本 紙 状 態

本 紙 両 面 全 体 に 変 色 あ り。

裏 面 上 辺 に 旧 ヒ ン ジ付 着 。

裏 面 右 下,表 面 が 毛 羽 立 っ て い る 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

(1)旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 上 辺 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を 与 え

て 除 去 した 。

(2)新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。
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外 版245
ベ ン ・シ ャ ー ン

《リル ケ 『マ ル テ の 手 記 』 よ り－

行 の 詩 の た め に…8思 い が け ぬ

邂 逅 》1968年

リ トグ ラ フ ・紙

573×451mm 厚 さ 約0.45­0.47mm

本 紙 状 態
マ ッ ト無 し,本 紙 を は さ ん で い た

中性 紙 は 全 体 に変 色 して い る 。

下 辺 に平 面 変 形 （波 う ち ）あ り。

本 紙 両 面 全 体 に軽 度 の 変 色 あ り。

表 数 ヶ所 に フ ォ ク シ ン グ あ り。

表 下 部 に 長 期 隣 接 し て い た他 の 作

品 か ら の イ ン ク の色 移 りが 見 ら れ

る。

表 の イ ン クの 一 部 が 裏 面 に浸 透 し

て い る。

処 置 方 針

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所,下 辺2ヶ 所 に和 紙

と メ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付

け た 。

外 版246
ベ ン ・シ ャ ー ン

《リル ケ 『マ ル テ の 手 記 』 よ り－

行 の 詩 の た め に…9遠 く か ら 近

づ い て く る の が 見 え る 別 離 》

1968年

リ トグ ラ フ ・紙

574×450mm 厚 さ約0.25­0.35mm

本 紙 状 態
マ ッ ト無 し,本 紙 を は さ ん で い た

中 性 紙 は 全 体 に 変 色 して い る 。

本 紙 表 に は 旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか

ら の 露 出 部 に変 色 あ り。

両 面 数 ヶ所 に 薄 い 茶 色 の フ ォ ク シ

ン グ が 見 られ る が,貫 通 し て い る

もの は 少 な い 。

裏 面 全 体 的 に変 色 が あ る が,周 辺

部 は軽 度 。

裏 面 に は 表 の イ ン ク の 一 部 が 浸 透
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して お り,変 色 が 著 しい 。

裏 面 上 辺 中 央 と下 辺 中 央 に セ ロ

テ ー プ を 剥 が し た痕 跡 あ り。 表 面

欠 損 の 周 辺 に 沿 っ て 粘 着 剤 の 付 着

が 見 ら れ る 。

処 置 方 針

粘 着 剤 除 去 　 フ ォ ク シ ン グ処 置

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）粘 着 剤 除 去

裏 面 の 粘 着 剤 を メ ス で 除 去 した 。

（２）フ ォ ク シ ン グ 処 置 （部 分 漂 白 ）

目立 つ フ ォ ク シ ン グ の み ア ン モ ニ

ア 水 溶 液 （pH　10）,続 い て 炭 酸 水

素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （0.1%）を 塗

布 し た 。 乾 燥 後 過 酸 化 水 素 水5%

水 溶 液 （ア ン モ ニ ア でpH9に 調 整

し た も の ）を 用 い て 部 分 漂 白 を

行 っ た 。

漂 白 後 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム水 溶 液

（0.1%）を 塗 布 し た 。

（３）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所,下 辺2ヶ 所 に和 紙

とメ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付

け た 。

外 版248
ベ ン ・シ ャ ー ン

《リル ケ 『マ ル テ の 手 記 』 よ り－

行 の 詩 の た め に…11心 を悲 し ま

せ て し ま っ た両 親 の こ と》

1968年

リ トグ ラ フ ・紙

573×449mm 厚 さ約0.37mm

本 紙 状 態

マ ッ ト無 し,本 紙 を は さ ん で い た

中 性 紙 は全 体 に 変 色 し て い る 。

下 辺 と右 辺 に平 面 変 形 （波 う ち ）あ

り。

本 紙 表 に は 旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか

らの 露 出 部 に 変 色 あ り。

裏 面 全 体 的 に 変 色 が あ るが,周 辺

部 は 軽 度 。

裏 面 下 辺 中央 に セ ロ テ ー プ を剥 が

した 痕 跡 あ り。 表 面 欠 損 とそ の周

辺 に 沿 っ て 粘 着 剤 の付 着 が 見 られ

る 。

両 面 と も上 辺 中 央 は水 じみ 状 の 薄
い 茶 色 の 変 色 が 見 られ る 。 表 の ほ

うが 変 色 が 濃 い 。 裏 面 に は 一 部 に

表 面 欠 損 を伴 う 。

表 下 部 に長 期 隣 接 して い た 作 品 か

らの イ ン ク の 色 移 りが 見 られ る 。

表 の イ ン ク の 一 部 が 裏 面 に 浸 透 し

て い る 。

処 置 方 針

粘 着 剤 除 去 　 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）粘 着 剤 除 去

裏 面 中央 の 粘 着 剤 を メ ス で 除 去 し

た 。

水 染 み 状 の 変 色 は エ チ ル ア ル コ ー

ル とサ ク シ ョ ン プ レ ー トで 軽 減 し

た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所,下 辺2ヶ 所 に和 紙

と メ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付

け た 。

外 版254
ベ ン ・シ ャー ン

《リル ケ 『マ ル テ の 手 記 』 よ り－

行 の 詩 の た め に…17愛 に 満 ち た

あ ま た の 夜 の 回 想 》1968年

リ トグ ラ フ ・紙

572×448mm 厚 さ約0.39­0.4mm

本 紙 状 態

マ ッ ト無 し,本 紙 を は さ ん で い た

中性 紙 は 全 体 に変 色 して い る。

下 辺 と右 辺 に 平 面 変 形 （波 う ち ）あ

り。

本 紙 表 に は 旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか

ら の 露 出 部 に 変 色 あ り。

左 側 の 人 物 の 頬 に 両 面 に 貫 通 す る

フ ォ ク シ ン グ あ り。

表 下 部 に 長 期 隣 接 し て い た作 品 か

ら の イ ン ク の色 移 りが 見 ら れ る。

裏 面 全 体 的 に変 色 が あ る が,周 辺

部 は軽 度 。

表 の イ ン ク の 一 部 が 裏 面 に浸 透 し



て い る 。

裏 面 上 辺 中 央,下 辺 中 央 に セ ロ

テ ー プ を 剥 が し た 痕 跡 （粘 着 剤 の

付 着 ）が 見 ら れ る 。 粘 着 剤 は 薄 い

茶 色 に変 色 して い る が ベ タ つ き は

無 い 。

処 置 方 針

粘 着 剤 除 去 　 フ ォ ク シ ン グ処 置

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）粘 着 剤 除 去

裏 面 の 粘 着 剤 を プ ラス テ ィ ッ ク消

し ゴ ム （Staedtler社 製,　 Mars　plas­

tic）と メ ス で 極 力 除 去 した 。

（２）フ ォ ク シ ン グ処 置

目立 つ フ ォ ク シ ン グ の み ア ンモ ニ

ア 水 溶 液 （pH　10）,続 い て 炭 酸 水

素 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （0.1%）を 塗

布 した 。 乾 燥 後 過 酸 化 水 素 水5%

水 溶 液 （ア ン モ ニ ア でpH　9に 調 整

し た も の ）を 用 い て 部 分 漂 白 を

行 っ た 。

漂 白後 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム水 溶 液

（0.1%）を 塗 布 し た 。

（３）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所,下 辺2ヶ 所 に和 紙

と メ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付

け た 。

外 版270
ヘ ン リー ・ム ア

《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 柱 を 背

に す わ る二 つ の 人 体 》1976年

リ トグ ラ フ ・紙

467×359mm厚 さ約0.37mm

本 紙 状 態

本 紙 表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか ら

の 露 出 部 に や や 変 色 あ り。

本 紙 裏 面 に 表 の イ ン ク に よ る変 色

あ り。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ンジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に 水 分 を与 え て 除

去 し た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 に和 紙 と メ チ ル セ ル ロ ー ス で

ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版272
ヘ ン リ ー ・ム ァ

《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 波 を 背

景 に した 母 と子I（ ハ ードグ レー）》

1976年

リ トグ ラ フ ・紙

410×534mm厚 さ約0.42­0.43mm

本 紙 状 態

本 紙 表,旧 ウ ィ ン ド ウ マ ッ ト に

沿 っ て マ ッ トバ ー ンあ り。

画 面 の イ ン ク の 成 分 が 一 部 裏 面 に

浸 透 し て い る 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ （和 紙 ）

の 付 着 あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 上 辺2ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ を 除 去

した 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 に和 紙 とメ チ ル セ ル ロ ー ス で
ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版273
ヘ ン リ ー ・ム ア

《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 波 を 背

景 に し た 母 と子Ⅱ （イエ ロ ー ）》

1976年

リ トグ ラ フ ・紙

410×534mm 厚 さ約0.4mm

本 紙 状 態

本 紙 表 旧 ウ ィ ン ドウマ ッ トに 沿 っ

て マ ッ トバ ー ン あ り。

画 面 の イ ン ク の 成 分 が 一 部 裏 面 に

浸 透 して い る 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ （和 紙 ）

の 付 着 あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ンジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を与 え て 除

去 した 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 に和 紙 と メ チ ル セ ル ロ ー ス で
ヒ ン ジ を 付 け た 。

外 版274
ヘ ン リー ・ム ア

《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 波 を背

景 に した 母 と子Ⅲ （ソフトグ レー ）》

1976年

リ トグ ラ フ ・紙

410×534mm 厚 さ約0.39­0.4mm

本 紙 状 態

本 紙 表 旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トに沿 っ

て マ ッ トバ ー ン あ り。

画 面 の イ ン ク の 成 分 が 一 部 裏 面 に

浸 透 して い る 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ （和 紙 ）

の 付 着 あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 上 辺2ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ を 除 去

し た。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 に和 紙 と メ チ ル セ ル ロ ー ス で

ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版285

シ ャル ル ・ポ ー ル ・ル ヌ ワ ール

《踊 り子 と 母 親 》

リ トグ ラ フ ・紙

593×497mm厚 さ約0.40­0.42mm

本 紙 状 態

概 ね 良 好

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去
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裏 面 上 辺3ヶ 所 の 旧 ヒ ン ジ に 水 分

を与 え て 除 去 し た 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を 付 け た 。

外 版300

ピエ ー ル=オ ーギ ュス ト・ル ノ ワ ール

《水 浴 の 少 女 た ち 》
エ ッチ ン グ ・紙

587×428mm 厚 さ約0.3­0.32mm

本 紙 状 態

本 紙 両 面 全 体 に 著 しい 変 色 あ り。

両 面 と も 薄 い こ げ 茶 色 の フ ォ ク シ

ン グ が 点 在 。 お そ ら く裏 面 か ら表

に 貫 通 した も の 。 裏 面 の フ ォ ク シ

ン グ に は 中 央 に 黒 い核 状 の もの が

見 ら れ る 。

表 左 上 に破 れ あ り。

裏 面 上 辺4ヶ 所,左 辺2ヶ 所 に 旧 ヒ

ン ジ付 着 。

裏 面 左 辺 に 一 部 表 面 欠 損,破 れ

（裏 面 右 ）を伴 う 。

裏 面 上 辺2ヶ 所 に 粘 着 テ ー プ 付 着 。

粘 着 剤 の 一 部 に 変 色 あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除去 　 テ ー プ 粘 着 剤 除 去

フ ォ ク シ ング 処 置 補 修 新 ヒ ン

ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に水 分 を与 え て 除

去 し た 。

（２）テ ー プ 粘 着 剤 除 去

裏 面 の テ ー プ 粘 着 剤 を サ ク シ ョ ン

プ レ ー トと ア セ トン を用 い て 極 力

除 去 し た 。

（３）フ ォ ク シ ン グ 処 置

裏 面 の フ ォ ク シ ン グ 中央 の 黒 い 核

状 の も の を メ ス で 除 去 した 。

（３）補 修

表 左 上 の破 れ を 裏 面 か ら メ チ ル セ

ル ロ ー ス で 補 修 した 。

（４）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

処置前　本紙 表 （斜光）

処置後　本紙表 （斜光）

外 版321

フ ェ リ ック ス ・ヴ ァ ロ ッ トン

《信 頼 す る人 》1895年

木 版 ・紙

252×319mm 厚 さ約0.13­0.15mm

本 紙 状 態

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか らの 露

出 部 に 変 色 あ り。

裏 面 上 辺4ヶ 所 に 旧 ヒ ン ジ の 付 着

あ り。 両 端 に は ヒ ンジ に よ る 部 分

引 き つ れ,折 れ が 見 ら れ る 。

裏 面 全 体 に ス レ汚 れ 点 在 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）旧 ヒ ン ジ 除 去

裏 面 の 旧 ヒ ン ジ に 水 分 を与 え て 除

去 し た 。

（２）新 ヒ ン ジ
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裏 面 上 辺2ヶ 所 に和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版390

ジ ョ ン ・マ ー チ ン

《『聖 書 』 よ り 人 間 の 堕 落 》

メ ゾ チ ン ト,エ ッチ ン グ ・紙

296×432mm厚 さ約0.18mm

本 紙 状 態

本 紙 両 面 マ ー ジ ン 部 に 薄 い 斑 状 の

フ ォ ク シ ン グ 多 数 あ り。 フ ォ ク シ

ン グ は 表 の ほ うが や や 濃 く,裏 面

に貫 通 して い る 。

両 面 と もス レ汚 れ 多 し。

右 上 隅 に小 さ な 折 れ あ り。

本 紙 のpHは 約7,フ ォ ク シ ン グ

部 はpH　6­7で フ ォ ク シ ン グ の 無

い 部 分 との 差 は ほ と ん ど見 られ な

か っ た 。

紫 外 線 灯 下 で,フ ォ ク シ ン グ は 薄

い 黄 色 の 蛍 光 を 発 して 見 え る 。

処 置 方 針

ドラ イ ク リー ニ ン グ 　洗 浄 　 フ ォ

ク シ ン グ処 置 　 フ ラ ッ トニ ン グ

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リ ー ニ ン グ

ス レ汚 れ に対 して,プ ラ ス テ ィ ッ

ク 消 し ゴ ム （Staedtler社 製,　 Mars

plastic）で 軽 減 を 試 み た が,ほ と
ん ど効 果 は な か っ た 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　8­9）

を 用 い て2回 洗 浄 。

（３）フ ォ ク シ ン グ処 置 （部 分 漂 白）

表 マ ー ジ ン の フ ォ ク シ ン グ に水 酸

化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　10）を筆

で 与 え て 乾 燥 させ た 。

過 酸 化 水 素 水 （4%水 溶 液 に ア ン モ

ニ ア を 加 え てpH　9に 調 整 し た も

の ）で フ ォ ク シ ン グ を 漂 白 し た 後

再 度（２）と同 様 の 水 溶 液 で 洗 浄 した 。

（４）フ ラ ッ トニ ン グ

ゴ ア テ ッ クス を用 い て本 紙 を 軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に挟 み 加



圧 して 平 ら に し た 。

（５）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ケ 所 に和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版391

ジ ョ ン ・マ ー チ ン

《『聖 書 』 よ り 神 の 裁 き》

メ ゾ チ ン ト,エ ッチ ン グ ・紙

296×433mm 厚 さ約0.25­0.32mm

本 紙 状 態

マ ッ ト無 し

上 辺 に冊 子 の 綴 じか ら は ず され た

際 の 破 れ,欠 損 あ り。

本 紙 両 面 全 体 に軽 度 の 変 色,上 辺

以 外 の 周 辺 部 に変 色 目立 つ 。

裏 面 は表 よ りや や 変 色 が 濃 い 。

表 左 マ ー ジ ン に黒 い 擦 れ 汚 れ 多 く,

画 面左 下 隅 に 擦 れ あ り。

裏 面 に イ ン ク の 油 分 に よ る軽 度 の

変 色,左 下 に 不 定 形 の 茶 色 の 変 色

あ り。

処 置 方 針

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ケ 所 に和 紙 と メ チ ル セ
ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

外 版392

ジ ョ ン ・マ ー チ ン

《『聖 書 』 よ り 楽 園 追 放 》

メ ゾ チ ン ト,エ ッチ ン グ ・紙

296×433mm 厚 さ約0.25mm

本 紙 状 態
マ ッ ト無 し

上 辺 に冊 子 の 綴 じか ら は ず され た

際 の破 れ,欠 損 あ り。

本 紙 両 面 全 体 に軽 度 の 変 色,軽 度

の 擦 れ 汚 れ,両 面 と も薄 い 茶 色 の

フ ォ ク シ ン グ が 点 在 す る 。

裏 面 に イ ン ク の 油 分 に よ る軽 度 の

変 色 あ り。

処 置 方 針

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ケ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ンジ を付 け た 。

日版14­4

吉 原 英 雄

《彼 と彼 女 》1969年

石 版 ・紙

679×500mm 厚 さ約0.32­0.33mm

本 紙 状 態

裏 面 左 上 隅 に茶 色 の 紙 片 付 着 あ り。

収 納 され て い た 際 に 包 材 と して 用

い ら れ て い た 合 紙 に 一 部 の 色 （水

色,緑 ）と の 接 触 に よ る 変 色 （黄

色 ）が 見 られ た 。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）裏 面 左 上 隅 の 茶 色 の 紙 片 を 湿 ら

せ て 除 去 し た。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ケ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

日版14­5

吉 原 英 雄

《Finger　B》　1969年

石 版 銅 版 混 合 ・紙

622×443mm 厚 さ約0.39­0.4mm

本 紙 状 態

ブ ー ツ の 形 状 に エ ン ボ ス （プ レ ー

トマ ー ク ）あ り。

表4辺 に沿 っ て茶 色 の 紙 片 （水 張 り

テ ー プ ）付 着 あ り。

裏 面 左 上 隅 に 茶 色 の 紙 片 （水 張 り

テ ー プ ）付 着 あ り。

処 置 方 針

旧 ヒ ン ジ 除 去 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）裏 面 左 上 隅 の 茶 色 の 紙 片 を 湿 ら

せ て 除 去 した 。

（２）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

日版117

伊 原 宇 三 郎

《二 人 の 裸 婦 》

リ トグ ラ フ ・紙

462×308mm 厚 さ 約0.18­0.19mm

本 紙 状 態

左 辺,右 辺 が 表 側 に浮 き上 が る傾

向 あ り。

表 上 部 に 埃 汚 れ 顕 著 。

表 右 辺 上 部 な ど に 茶 色 の 点 状 の

フ ォ ク シ ン グ,付 着 物 あ り。

左 上 隅 に 折 れ あ り。

裏 面 全 体 に 黒 い ス レ汚 れ 顕 著,表

上 辺 中央,下 辺 に 黒 い 指 紋 複 数 あ

り。

処 置 方 針

ドラ イ ク リー ニ ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リ ー ニ ン グ

両 面 の埃 汚 れ を練 りゴ ム と プ ラ ス

テ ィ ッ ク 消 し ゴ ム （Staedtler社 製,

Mars　plastic）で 適 宜 用 い て 除 去 した。

裏 面 の ス レ 汚 れ は 除 去 で き な か っ

た 。

（２）新ヒ ン ジ

裏 面 上 辺2ヶ 所 に和 紙 と メ チ ル セ
ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

日版118

伊 原 宇 三 郎

《二 人 の 裸 婦 》

リ トグ ラ フ ・紙

309×462mm 厚 さ 約0.18­0.2mm

本 紙 状 態

左 辺,右 辺 が 表 側 に浮 き上 が る傾

向 あ り。

表 左 半 分 に埃 汚 れ 顕 著 。

両 面 全 体 に 薄 い 赤 茶 色 の 点 状 の

フ ォ ク シ ン グ が 見 ら れ る。 特 に 表

左 半 分 に 目立 つ 。

フ ォ ク シ ン グ は紫 外 線 灯 下 で の 肉

眼 観 察 で は濃 い 茶 色 に 見 え る。

本 紙 のpHは6­7,フ ォ ク シ ン グ

部 分 のpHは4­5で 酸[生。
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裏 面 全 体 に黒 い ス レ汚 れ あ り,特

に下 辺 中 央 に イ ン ク 付 着 と ス レが

目立 つ 。

裏 面 上 辺 中 央 に小 さ な付 着 物 あ り。

処 置 方 針

ドラ イ ク リ ー ニ ン グ 　洗 浄 　フ ォ

ク シ ン グ 処 置 　 フ ラ ッ トニ ン グ

新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リー ニ ン グ

練 り ゴ ム で 埃 汚 れ を除 去 した 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム水 溶 液 （pH　8­9）

2回 洗 浄 後 自然 乾 燥 させ た 。

（３）フ ォ ク シ ン グ処 置 （部 分 漂 白 ）

表 の 目立 つ フ ォ ク シ ン グ に水 酸 化

カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　10­11）を筆

で 与 え て 乾 燥 させ た 。

過 酸 化 水 素 水 （4%水 溶 液 に ア ン モ
ニ ア を 加 え てpH　9に 調 整 し た も

の ）で フ ォ ク シ ン グ を 漂 白 した 後

（２）と 同 様 の 水 溶 液 で1回 洗 浄 し 自

然 乾 燥 させ た 。

（４）フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 を ゴ ア テ ッ ク ス を 用 い て 軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に挟 み 加

圧 して 乾 燥 さ せ た 。

日版120

伊 原 宇 三 郎

《母 と子 》

リ トグ ラ フ ・紙

586×433mm

本 紙 状 態

表 左 辺 下,右 辺 下 部 に埃 汚 れ 顕 著 。

裏 面 全 体 に ス レ汚 れ あ り。

両 面 に一 部,数 ヶ所 に小 さ な 茶 色

の フ ォ ク シ ン グが あ る 。

処 置 方 針

ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リ ー ニ ン グ

練 ゴ ム を用 い て ドラ イ ク リー ニ ン

グ を行 っ た 。

（２）新 ヒ ン ジ
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裏 面 上 辺2ヶ 所 に 和 紙 と メ チ ル セ

ル ロ ー ス で ヒ ン ジ を付 け た 。

日版131

小 磯 良 平

《二 人 》1954年

リ トグ ラ フ ・紙

643×458mm 厚 さ約0.38­0.39mm

処 置 内 容

本 紙 に 水 平 方 向 の 波 う ち顕 著 。 過

去 に丸 め られ て い た 可 能 性 あ り。

表,旧 ウ ィ ン ドウ マ ッ トか ら の 露

出 部 周 辺 に マ ッ トバ ー ン あ り。

マ ッ トバ ー ン の 外 側 （マ ッ トに 覆

わ れ て い た 部 分 ）に変 色 有 り。

裏 面 全 体 に 変 色 顕 著 。 矩 形 の 形 状

に 変 色 の 度 合 い が 異 な る 。

裏 面 左 辺 と下 辺 に 旧 ヒ ンジ 付 着 。

処 置 方 針

ドラ イ ク リー ニ ン グ 洗 浄 部 分

漂 白 　 フ ラ ッ トニ ン グ 新 ヒ ン ジ

処 置 内 容

（１）ドラ イ ク リ ー ニ ン グ

練 り ゴ ム で 埃 汚 れ を 除 去 し た 。

（２）洗 浄

水 酸 化 カ ル シ ウ ム水 溶 液 （pH　8­9）

3回 洗 浄 。

洗 浄 後 自然 乾 燥 させ た 。

（３）部 分 漂 白

表 の マ ッ トバ ー ン とそ の外 側 に水

酸 化 カ ル シ ウ ム 水 溶 液 （pH　10­11）

を筆 で 与 え て乾 燥 させ た 。

過 酸 化 水 素 水 （5%水 溶 液 に ア ン モ
ニ ア を加 え てpH　9に 調 整 し た も

の ）で 変 色 部 分 を漂 白 し た 後（２）と

同 様 の 水 溶 液 で1回 洗 浄 し 自然 乾

燥 さ せ た 。

（４）フ ラ ッ トニ ン グ

本 紙 を ゴ ア テ ッ ク ス を用 い て 軽 く

湿 らせ,吸 い 取 り紙 の 間 に挟 み 加

圧 して 乾 燥 さ せ た 。

（５）新 ヒ ン ジ

裏 面 上 辺3ヶ 所 お よび 下 辺2ヶ 所 に

和 紙 と メ チ ル セ ル ロ ー ス で ヒ ン ジ

を付 け た 。



《古今和歌集巻第－断簡　高野切》
平安時代 （推定:11世 紀 中頃）
紙本墨書 ・掛幅装
石橋美術館
日書44

概 要

1本 幅 お よび 本 紙 の 特 徴

　 本 幅 は,料 紙 〔ガ ン ピ 紙 に全 面 キ ラ砂 子,一 様

に装 飾,解 装 時 寸 法26.2×48.8cm〕 一 紙 に,古 今 和

歌 集 巻 第 一 春 歌 上 末 尾 の 詞 書 を含 む 五 首 （藤 原 定

家 筆 伊 達 本 古 今 集 に お い て 第62か ら 第66）の 歌 が

書 写 され た,古 今 和 歌 集 断 簡 の 掛 幅 装 （大 和 表 装 ）

で あ っ た 。

　 こ の 写 本 は,詞 書,作 者,歌,の そ れ ぞ れ 三 段

の 異 な る書 き 出 し位 置 に よ り構 成 され て お り,歌
一 首 に つ き二 行 書 きが 基 本 的 な 書 写 様 式 で あ っ た 。

　 本 紙 は書 風 お よ び 文 字 の 大 き さ な ど か ら,筆 者

が 巻 末 尾 に 及 ん で 興 に乗 っ て書 写 され た と推 測 さ

れ る 部 分 で,一 首 を 三 行 書 き され た 歌 が 二 首 掲 載

され て い た 。 特 に,本 紙 九 行 目か ら十 一 行 目の 三

行 が 特 徴 的 な書 き振 りで あ っ た 。

　 本 幅 で は,こ の 三 行 書 き部 を 中心 に据 え仕 立 て

られ た こ とが 推 測 さ れ た 。 巻 子 装 か ら掛 軸 装 へ の

改 装 に 際 し,文 字 配 列 お よ び左 右 の 余 白 な どが 考

慮 さ れ,巻 物 が 裁 断,そ し て 裁 断 本 紙 の ‘袖'‘ 奥'

の そ れ ぞ れ の 一 行 を擦 り消 し さ れ た こ とが 推 測 さ

れ た 。

fig.1修 理 前 fig.2修 理 前

fig.3修 理 後 fig.4修 理 後
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　 こ の 擦 り消 し部 は,そ れ らの 書 き 出 し位 置 の痕

跡 か ら,袖 側 に は歌,奥 側 に は詞 書 の 一 部 が あ っ

た こ とが 推 測 され た 。 さ ら に,透 過 撮 影 写 真 に よ

る観 察 か ら,元 来 あ っ た 墨 書 の 濃 淡 お よ び 書 写 内

容 の 一 部 が 推 測 で き る も の と考 え ら れ た （fig.5）。

ま た,残 留 墨 な ど の 調 査 と して 赤 外 写 真 撮 影 に よ

る調 査 も試 み た が 新 た な 知 見 は 得 ら れ な か っ た 。

　 他 方,本 紙 本 文 最 終 行 と奥 側 の擦 り消 し行 の 間

に は,針 状 の もの を用 い て 引 か れ た と推 測 さ れ る

線 状 の 傷 が 認 め ら れ た が,こ れ は 軸 装 へ の 改 装 に

際 し て 本 文 区 間 設 定 の た め,‘ 当 り'が 付 け ら れ

た 痕 跡 で あ る こ と が 推 測 さ れ た （fig.6）。

　 表 具 裂 は,一 文 字,風 帯,中,上 下 と も紗 織 裂

が 配 さ れ て い た 。 中,上 下 の 裂 に は花 文 の 地 模 様

が あ り,一 風,中 の 裂 は 縫 い が 施 さ れ た 所 謂 ‘竹

屋 町'で あ っ た 。 特 に 中 の 裂 は 糸 が 細 く,繊 細 な

風 合 い を 持 っ た 地 で あ っ た （fig.7）。

　 全 て の 裂 が 地 透 け で あ っ た こ とか ら,表 具 の 配

色 構 成 は そ れ ぞ れ の 部 位 に施 さ れ た 肌 裏 紙 の 染 色

に よ り調 整 さ れ,一 風 に は 濃 茶,中 に は淡 茶,お

よ び 上 下 に は 墨 色 が 施 さ れ て い た 。 肌 裏 紙 は,や

や 厚 み の あ る コ ウ ゾ 紙 で あ っ た 。

　 総 裏 紙 の 一 文 字 部 に 濃 い茶 の 色 移 りが 認 め られ

た こ と か ら,特 に,一 文 字 ・風 帯 の 肌 裏 紙 に は,

色 止 ま りの 悪 い 染 料 が ほ ど こ さ れ た こ と が 推 測 さ

れ た （fig.8）。

　 本 紙 の 肌 裏 紙 は,淡 茶 に染 色 され,喰 い 裂 きが

施 され た コ ウ ゾ紙 二 紙 が 継 ぎ合 わ さ れ て い た 。 こ

の 継 ぎ合 せ 部 は 本 紙 表 面 に投 影 され,本 紙 中 央 部

十 行 目 と十 一 行 目の 間 に,黒 く陰 影 と して 認 め ら

れ た （fig.9）。 加 え て,本 紙 料 紙 に は 明 瞭 な 糸 目が

あ り,こ の 糸 目 の 透 け に よ り肌 裏 紙 の 色 味 が 界 線

状 に や や 黒 く投 影 し て い た 。

　 本 紙 天 地 に は,‘ 折 れ'が 施 さ れ て い た 。 特 に,

地 の 折 れ は,七 厘 半 の 出 で あ っ た 。 こ れ は 一 文 字

付 廻 に 当 た っ て,本 文 第 二 十 行 目最 末 文 字 が,本

紙 料 紙 端 に ご く近 い た め の 処 置 と 考 え ら れ た

（fig.10）。

fig.7表 具 裂 ・中 （肌 裏 除 去 後 ）

fig.5巻 頭 文 字 部 fig.6巻 末 擦 消 部

fig.8一 文 字 部 染 色 シ ミ fig.9修 理 前 透 過 fig.10総 裏 除 去,付 廻 解 体 後
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　 掛 幅 装 と して の大 き な 特 徴 は,上 下 お よ び 中 に

増 裏 紙 が 施 さ れ て厚 く,本 紙,一 文 字 お よ び 柱 部

に お い て は 薄 く仕 立 て られ て い た こ とで あ っ た 。

2　 修 理 前 の 状 態

　 本 掛 軸 は,全 体 に汚 れ た 印 象 を与 え て い た 。 こ

れ は,本 幅 が あ る 時 期 掛 け た ま まの 状 態 が 続 い た

こ と,上 記 の 各 肌 裏 紙 に施 さ れ た 色 止 ま りの 悪 い

染 料 が 総 裏 打 ち な ど仕 立 て 時 に移 動 し た こ と,お

よ び掛 軸 全 体 に 骨 董 味 を 出 す 為 の 古 色 付 け 染 料 の

経 年 変 化,な どが お も な 原 因 と して 推 測 さ れ た 。

（ま た,本 紙 が や や 赤 茶 味 の あ る 色 合 い で あ っ た

こ と は,上 記 の 起 因 に よ る と推 測 され た 。）

　 掛 軸 は,全 体 的 に脆 弱 化 して い た 。 特 に,裂 の

劣 化 が 著 し く,裂 継 ぎ部,折 り 曲 げ 部 お よ び 巻 き

擦 れ 部 に お い て 裂 の剥 落 が 認 め ら れ た 。 ま た,中

の 一 部 に お い て は 裏 打 ち の 浮 き が 認 め ら れ た

（fig.11）。

　 掛 軸 自体 の 硬 化 が 著 し く,掛 軸 全 面 に 認 め ら れ

た 折 れ,特 に 本 紙 に お け る縦 横 の 折 れ,本 紙 中央

部 に 認 め ら れ た 巻 き取 り収 納 時 に お け る 紐 に よ る

縦 皺 損 傷,裂 の 剥 落,お よ び 軸 の 巻 戻 りな ど も,

こ れ に起 因 す る こ とが 推 測 され た （fig.12）。

　 上,中 （上 ）,一 文 字 （上 ）お よ び 本 紙 に 目立 っ た

虫 喰 穴 が 認 め ら れ た 。 こ れ は,虫 穴 の パ タ ー ンか

ら掛 軸 巻 取 り収 納 時 に 損 傷 さ れ た こ とが 推 測 され

た （fig.13）。 一 方,上 裂 八 双 部 に 認 め ら れ た 大 部

の 虫 喰 穴 は,こ の 部 位 の 仕 立 て 時 に 施 さ れ た糊 が

誘 因 とな っ た こ とが 推 測 され た （fig.14）。

　 本 紙 に は,上 記 の収 納 時 の 紐 に よる 折 皺 損 以 外

に,皺 が 二 箇 所 認 め られ た が,こ れ は 肌 裏 打 ち の

不 手 際 に よ る もの と考 え られ た （fig.15）。

　 本 紙 は,キ ラ砂 子 装 飾 料 紙 に 墨 を も っ て 書 写 さ

れ た もの で あ る が,そ の書 写 に お け る キ ラ粒 子 上

に墨 は 載 っ て い な い 状 態 で あ っ た 。 こ れ ら は,後

世 の 仕 立 て 作 業 時 に お い て キ ラ砂 子 粒 子 が 移 動 し

fig.11裂 損 傷 fig.12修 理 前 （下 斜 光 ） fig.13修 理 前 　 虫 穴 （上 ）

fig.14　修 理 前 　 裂 損 傷 （上 ） fig.15修 理 前 　 本 紙 シ ワ
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た こ と に よ る可 能 性 が 推 測 さ れ た が,光 学 顕 微 鏡

に よ る 観 察 か ら,こ れ ら は 墨 と び で あ り,書 写 時

に お い て す で に生 じて い た も の と認 め られ た 。 さ

ら に こ の こ と は,堅 牢 度 テ ス トに よ る結 果,現 在

本 紙 上 に残 る粒 子 は あ る一 定 の 堅 牢 度 を示 して い

た こ とか ら も裏 付 け られ た 。

3修 理方針

　今 回の修理のポイントは,作 業時 における掛軸
自体の汚れから来 る各部位の汚染 の防止,繊 細 な
雰囲気をもったキラ装飾料紙の本紙 お よび脆弱
な紗織 り地を持つ表具裂の修理時における取扱い,
お よびこの元使い裂による掛軸の仕上が りであっ
た。

　上記のように,肌 裏紙や古色付 けなどに使用 さ
れた染料は,色 止 まりが不安定であったことが推
測され,加 えて経年の汚れが解装時の水 の使用に
より本紙な どを汚染 させ る事が推測された。この
ことから,修 理前における調査を綿密 に行い,水
の使用量などを配慮の上,各 工程 を進めることと

し た 。

　 本 紙 料 紙 は,今 修 理 に お け る 調 査 で は ガ ン ピ 由

来 の 繊 維 を 持 つ 紙 で,全 面 一 様 に キ ラ砂 子 が 装 飾

さ れ て い た 。こ の 基 底 料 紙 は,一 般 に は ‘白麻 紙'

との 認 識 が あ る な ど特 別 な 印 象 を与 え る料 紙 で あ

る こ と を尊 重 し,修 理 に お い て は こ の ‘白 麻 紙'

の 印 象 を損 な わ な い 配 慮 が 求 め ら れ た 。

　 そ の た め,設 計 前 調 査 に お い て は,キ ラ砂 子 の

定 着 が 本 紙 修 理 の 最 大 の 注 意 点 で あ っ た が,こ の

基 底 料 紙 の 変 化 を 最 小 限 に 抑 え る と い う 意 図 か ら,

修 理 時 に お け る水 使 用 量 を 最 小 限 に抑 え た 。 さ ら

に,風 合 い を 損 な わ な い た め に,全 面 に一 括 的 な

剥 落 止 を 施 す な ど と い っ た,料 紙 へ の 直 接 的 処 置

を今 回 は 避 け る こ と と し た 。 そ の た め,各 工 程 後

に お い て,キ ラ砂 子 そ の も の に つ い て 後 追 い 調 査

を設 定 す る な ど,漸 次 的 な確 認 を 伴 い つ つ 作 業 を

進 行 し た （fig.16,17）。

　 キ ラ砂 子 の 後 追 い 調 査 は,特 徴 的 な 形 を持 っ た
キ ラ粒 子 二 十 個 に着 目 し,修 理 前,ク リ ー ニ ン グ

後,修 理 後 の 三 段 階 に お い て 実 体 顕 微 鏡 を用 い た

fig.16フ ラ ッシ ュ 光 使 用 に よ る キ
　 　 　ラ調 査 （修 理 前 ）

fig.17フ ラ ッ シ ュ 光 使 用 に よ る キ
　 　 　ラ調 査 （修 理 後 ）

fig.18キ ラ砂 子 後 追 い 調 査 （修 理 後 ） fig.19キ ラ砂 子 後 追 い 調 査 （修 理 後 ）
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デ ジ タ ル撮 影 を行 っ た （fig.18,19）。

　 ま た,今 修 理 に お い て 表 具 裂 は全 て再 用 と した

こ とか ら,本 掛 軸 の 持 つ 総 体 的 雰 囲 気 を温 存 す る

こ とに 配 慮 した 。 これ らは,本 紙 お よ び 表 具 裂 へ

の 補 修,新 肌 裏 紙 の 選 定 と染 色 へ の 部 分 的 な 配 慮

で あ る の み な らず,修 理 後 の全 体 の 仕 上 が り な ど

全 容 の 姿 を想 定 しつ つ,各 工 程 に お い て,そ れ ぞ

れ の 選 択,作 業 を行 っ た 。

　 各 部 位 に 施 し た補 紙,補 絹 は,可 能 な 限 り本 体

の 質 ・色 合 い に 近 づ け た 。

　 本 紙 中 央 部 に 認 め ら れ た 紐 が 原 因 と考 え られ た

折 れ皺 は,そ の 損 傷 形 態 よ り肌 裏 打 ち に と も な い,

あ る程 度 平 坦 に 伸 び る事 が 推 測 さ れ た が,前 の 装

訂 の不 手 際 か ら生 じた と考 え られ た 深 い 皺 は,無

理 な く可 能 な範 囲 で伸 ば す こ と と し た 。

4　作業工程
1）原状把握

　 目視 および実体顕微鏡 による調査 を行った。

また,修 理前原状 について写真撮影お よびキ
ラ調査デジタル撮影 を行った。

2）装 訂 の解 装

　 解 装 に 先 立 ち 本 紙 の 墨 書 ・キ ラ,お よ び 縫 紗

　 の 色 糸 ・金 糸 に対 しパ ッ チ テ ス ト を行 い,加

　 湿 に 耐 え ら れ る こ と を 調 査 確 認 し た 。 そ の 後,

　 裏 面 か ら湿 り気 を 与 え,総 裏 紙 を 除 去 し,裂

　 地 を は ず し解 装 し た （fig.20,21）。

3）本 紙 ク リ ー ニ ン グ

　 本 紙 の 墨 書 お よ び キ ラ に対 しパ ッチ テ ス トを

　 行 い,加 湿 に 耐 え ら れ る こ と を確 認,本 紙 表

　 面 よ り噴 霧 器 を 用 い て ク リ ー ニ ン グ を行 っ た 。

　 そ の 後,本 紙 表 面 の す べ て の 墨 書 に ウ サ ギ 膠

　 （Rabbit　Skin　Glue　M.　GRUMBACHER,　 Inc）　1%

　 水 溶 液 に て剥 落 止 め を 施 した 。

　 キ ラ調 査 デ ジ タ ル 撮 影 を行 っ た 。

fig.20総 裏 紙 除去 解 装1 fig.21装 裏 紙 除去 解 装2

fig.22肌 裏 紙 除去 （中 ） fig.23肌 裏 紙 除 去 （上 ）
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4）肌 裏 除 去

　 本 紙 の肌 裏 紙 を 除 去 した （fig.22,23）。

5）本 紙 の紙 質 調 査

　 本 紙 の 紙 質 調 査 を 高 知 県 立 紙 産 業 技 術 セ ン

　 タ ー で行 っ た （fig.24）。 ま た,自 社 工 房 に お い

　 て,簾 の 目お よ び 糸 目間 隔,坪 量 （面 積,重 量,

　 お よ び 平 均 厚 さ ）を測 定 した 。

6）補修

　紙質調査の結果お よび石橋美術館 の指導に よ
　 り,本 紙 に合 わせ補紙を選定,染 色,こ れを
　用いて欠損箇所 を補修 した。

7）肌裏打 ち

　薄美濃紙 （五箇宮本製）を用いて新糊で肌裏打
　を施 した。

8）増 裏

　 薄 口 美 栖 紙 （上 窪 製 ）を用 い て 古 糊 で 増 裏 打 を

　 施 し た （fig.25）。

9）表 装 裂 調 整

　 石 橋 美 術 館 の 指 導 に よ り,表 装 裂 の 補 絹 を施

　 し,各 部 位 に染 め 分 け した 薄 口 美 濃 紙 （五 箇 宮

　 本 製 ）に て 肌 裏 打,美 栖 紙 （上 窪 製 ）に て増 裏 打

　 を 施 した （fig.26）。

10）付 廻 し

　 本 紙 と裂 の付 廻 し を 行 っ た （fig.27）。

11）総 裏 打

　 宇 陀 紙 を 用 い て 古 糊 で 総 裏 打 を 施 した 。 そ の

　 後,表 ・裏 二 回 の 仮 張 り,乾 燥 を 行 っ た （fig.28,

　 29）。

fig.24料 紙 繊 維 拡 大 写 真 （無 染 ） fig.25増 裏 紙 打 ち

fig.26新 肌 裏紙 打 ち fig.27付 廻 し
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12）仕 上 げ

　 上 巻 絹,軸 木 （上 下 一 組 ）,紐,包 裂 を 新 調 し,

　 掛 幅 装 に 仕 立 て た 。

13）保存箱の新調

　 桐材太巻芯,桐 屋郎箱,桐 黒塗台指紐付外箱
　 を新調 した。 これ に掛幅 を包裂に包 み,納 入
　 した。 また箱には裂製覆（自社選定）を新調 し
　 た。

14）修理後の確認,記 録
　 修理後の写真撮影お よびキラ調査デジタル撮
　 影を行った。

5　 修 理 過 程 に お け る 新 知 見

1）本 紙 料 紙 は,ガ ン ピ繊 維 由 来 の 紙 （高 知 県 立 紙

　 産 業 技 術 セ ン タ ー 調 査 ）で あ っ た 。

2）本 紙 料 紙 は,寸 法;26.2×48.6cm平 均 厚 さ;

　 0.0704㎜ 　 重 量;7.Og　 糸 目;2.7cmで あ っ た 。
3）本 紙 料 紙 に は 明 瞭 な 糸 目が あ り,こ の 糸 目の

　 透 け に よ り肌 裏 紙 の色 味 が 界 線 状 に や や 黒 く

　 投 影 して い た 。

4）キ ラ粒 子 に よ る墨 線 の 部 分 的 抜 け の 大 部 分 は,

　 書 写 時 に お い て す で に形 成 さ れ た も の で あ っ

　 た こ と が 認 め ら れ た 。

5）本 紙 擦 り消 し部 は,袖 側 は 歌,奥 側 は 詞 書 の

　 一 部 で,書 写 内 容 も お お よ そ 推 測 で き る もの

　 と考 え た 。

6）肌 裏 紙 除 去 時 に お い て,本 紙 料 紙 は,柔 軟 性

　 が 保 た れ て い た 。 こ の こ と よ り本 紙 料 紙 の 経

　 年 に よ る紙 質 劣 化 が 少 な い こ とが 認 め られ た。

7）キ ラ 砂 子 の 定 着 は,あ る 一 定 の 堅 牢 度 を 示 し

　 て い た 。

8）本 紙 の 肌 裏 紙 は,淡 茶 に 染 色 さ れ,喰 い 裂 き

　 が 施 さ れ た コ ウ ゾ 紙 二 紙 が 継 ぎ合 わ さ れ て い

　 た。 こ の 継 ぎ合 せ 部 は 本 紙 表 面 に 投 影 さ れ,

　 本 紙 中 央 部 十 行 目 と 十 一 行 目 の 間 に,黒 く陰

　 影 と し て 認 め ら れ た 。

9）中 の 裂 に は 花 文 の 地 模 様 が あ り,糸 が 細 く,

　 繊 細 な風 合 い を持 っ て い た 。

10）肌 裏 紙 は,や や 厚 味 の あ る コ ウ ゾ 紙 で あ っ た 。

11）表 具 の 配 色 構 成 は,そ れ ぞ れ の 部 位 に 施 さ れ

　 た肌 裏 紙 の 染 色 に よ り調 整 さ れ,一 風 に は 濃

　 茶,中 に は 淡 茶,お よ び 上 下 に は 墨 色 が 施 さ

　 れ て い た 。

12）本 紙 天 地 には,`折 れ'が 施 さ れ て い た 。 特 に,

　 地 の 折 れ は,七 厘 半 の 出 で あ っ た 。 こ れ は 一

　 文 字 付 廻 に 当 た っ て,本 文 第 二 十 行 目最 末 文

　 字 が,本 紙 料 紙 端 に ご く近 い た め の 処 置 と 考

　 え られ た 。

13）掛 軸 は,上 下 お よ び 中 に増 裏 紙 が 施 さ れ て 厚

　 く,本 紙,一 文 字 お よ び 柱 部 に お い て は 薄 く

　 仕 立 て られ て い た 。

fig.28総 裏 紙 打 ち fig.29仮 張
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6　仕様

一文字風帯

中廻
上下
肌裏紙
増裏紙
総裏紙
軸
箱

修理前
茶地藍唐草胴入唐花文縫紗金入
白地角二花文縫紗金入
茶地小花文紗
楮紙
楮紙
楮紙
牙軸
二重箱

修理後
（元使い）
（元使 い）
（元使 い）
薄美濃紙 （五箇宮本製）
薄美栖紙 （上窪製）
宇陀紙 （福西製）
（元使い）
桐屋郎箱,桐 黒塗台指紐付外箱 （前田製）

7寸 法

　 　 単 位 はす べ て セ ン チ メ ー トル （cm）で 示 し た。

総寸法

本紙

一 文 字

中廻

柱
上
下

風帯
軸

縦
横
縦
横
上
下
上

下

幅
径

修理前
100.7

59.5

25.8

48.2

2.9

1.7

11.7

5.9

5.5

36.8

16.5

2.3

2.4

修理後
101.7

59.7

26.0

485

2.9

1.7

11.7

5.9

5.5

36.7

16.5

2.3

2.4

（株式会社　光影堂　虻川真人）
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作 品貸 出記 録 　 ブリヂス トン美術館

「歿 後50年 　 安 井 曾 太 郎 展 」

宮 城 県 美 術 館/2005年4月16日 －6月5日

茨 城 県 近 代 美 術 館/2005年6月11日 －7月24日

三 重 県 立 美 術 館/2005年8月6日 －9月25日

1）安井曾太郎 《薔薇》（日洋143） 茨城県近代美術館
2）安井曾太郎 《桜》（日洋145）三重県立美術館
3）安井曾太郎 《安倍能成君像》（日洋217） 三重県立美術館
4）安井曾太郎 《風景》 （日洋459） 宮城県美術館

5）安井曾太郎 《F夫人像》 （SF　23）宮城県美術館,三 重県立美術館

『文 藝 春 秋 』表 紙 絵 よ り:

6）安 井 曾 太 郎 《金 魚 》 （BY　26） 宮 城 県 美 術 館

7）安 井 曾 太 郎 《室 内 》 （BY　36） 宮 城 県 美 術 館

8）安 井 曾 太 郎 《早 春 》 （BY　39） 宮 城 県 美 術 館

9）安 井 曾 太 郎 《湘 南 電 車 に て 》 （BY　52） 三 重 県 立 美 術 館

10）安 井 曾 太 郎 《栗 》 （BY　60） 三 重 県 立 美 術 館

11）安 井 曾 太 郎 《ピ ア ノ 》 （BY　66） 三 重 県 立 美 術 館

「描 か れ た 禁 断 の 果 実 　 り ん ご の 秘 密 　 デ ュ ー ラ ー か ら セ ザ ン ヌ,劉 生 へ 」 展

ひ ろ し ま美 術 館/2005年4月23日 －6月5日

藤 田 嗣 治 《猫 の い る静 物 》 （日洋131）

Gauguin　 and　 Impressionism

Ordrupgaard,Copenhagen　 /　August　 30　－ 　November　 20,　 2005

ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《馬 の 頭 部 の あ る 静 物 》 （外 洋168）

「佐 伯 祐 三 展 　 芸 術 家 へ の 道 」 展

練 馬 区 立 美 術 館/2005年9月10日 －10月23日

佐 伯 祐 三 《テ ラ ス の 広 告 》 （日洋174）

Henri　 Rousseau:Jungles　 in　Paris

Tate　 Modem,　 London　 /　 November　 3,　2005－February　 5,　2006

ア ン リ ・ル ソ ー 《イ ヴ リー 河 岸 》 （外 洋43）
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「幻想 の コレクシ ョン　芝川照 吉 劉生,達 吉,柏 亭 らを支 えた もう一つの美術 史」展
渋谷区立松濤美術館/2005年12月6日 －2006年1月29日

浅 井 忠 《縫 物 》 （日洋4）

116 作 品 貸 出 記 録 （ブ リヂ ス トン美術 館 ）



作 品貸 出記 録　石橋美術館

「歿 後50年 　 安 井 曾 太 郎 展 」

宮 城 県 美 術 館/2005年4月16日 －6月5日

三 重 県 立 美 術 館/2005年8月6日 －9月25日

1）安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》 （日洋142） ※ 宮 城 県 美 術 館

2）安 井 曾 太 郎 《玉 蟲 先 生 像 》 （日洋144） ※ 宮 城 県 美 術 館

3）安 井 曾 太 郎 《水 車 小 屋 》 （日洋460） ※三 重 県 立 美 術 館

4）安 井 曾 太 郎 《レモ ン と メ ロ ン 》 （日洋268） ※ 三 重 県 立 美 術 館

「描 か れ た 禁 断 の 果 実 　 り ん ご の 秘 密 　 デ ュ ー ラ ー か ら セ ザ ン ヌ,劉 生 へ 」 展

ひ ろ し ま美 術 館/2005年4月23日 －6月5日

1）坂 本 繁 二 郎 《林 檎 ・蜜 柑 ・柿 》 （日洋216）

2）古 賀 春 江 《静 物 》 （日 洋302）

3）梅 原 龍 三 郎 《静 物 （りん ご と梨 ）》 （日洋270）

4）安 井 曾 太 郎 《りん ご 》 （日洋265）

「野口小蘋 と近代 南画－ 明治 の宮廷画家－ 」展
山梨県立美術館/2005年4月23日 －6月5日

野 口 小 蘋 《谿 山畳 翠 図 》 （日書17）

「明 代 絵 画 と 雪 舟 」 展

根 津 美 術 館/2005年7月2日 －8月14日

1）雪 舟 《四 季 山 水 図 （春 ）》 （日書1）

2）雪 舟 《四 季 山 水 図 （夏 ）》 （日書2）

3）雪 舟 《四 季 山 水 図 （秋 ）》 （日書3）

4）雪 舟 《四 季 山 水 図 （冬 ）》 （日書4）

「大 名 茶 陶 　 高 取 焼 」 展

福 岡 市 美 術 館/2005年9月15日 －10月30日

根 津 美 術 館/2005年11月13日 －12月11日

《高取焼肩衝茶入》（陶器263）

「佐 伯 祐 三 　 芸 術 家 へ の 道 」 展

練 馬 区 立 美 術 館/2005年9月10日 －10月23日

和 歌 山 県 立 近 代 美 術 館/2005年11月3日 －12月11日

1）佐 伯 祐 三 《休 息 （鉄 道 工 夫 ）》 （日洋188） ※ 練 馬 区 立 美 術 館

2）佐 伯 祐 三 《靴 屋 （コ ル ドヌ リ）》 （日洋173） ※和 歌 山 県 立 近 代 美 術 館
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「秀 吉 と 城 」 展

佐 賀 県 立 名 護 屋 城 博 物 館/2005年10月14日 －11月20日

豊 臣秀 吉 《書 簡 》 （日書48）

「幻 想 の コ レ ク シ ョ ン　 芝 川 照 吉 劉 生,達 吉,柏 亭 ら を 支 え た も う一 つ の 美 術 史 」 展

渋 谷 区 立 松 濤 美 術 館/2005年12月6日 －2006年1月29日

1）青 木 繁 《光 明 皇 后 》 （日 洋102）

2）青 木 繁 《丘 に立 つ 三 人 》 （日洋93）

3）青 木 繁 《秋 の 夜 》 （日洋88）
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刊行物一 覧

〈展 覧 会 カ タ ログ 〉

「筑後 と九州の画家たち　新収蔵品紹介をかねて」（新春企画展）

本 文:

新 収 蔵 作 品 の 紹 介 （2000年 －2004年 ）

坂 本 繁 二 郎 似 顔 絵 カ ッ ト原 画10点 （2003年寄 贈 受 入 ）

図 版 （カ ラ ー22図,モ ノ ク ロ10図,作 家 肖像8図 ）

編 集 ： 植 野 健 造 （石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 ）

制 作 ： エ ム ツ ー

発 行 ： 石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2005年1月 ）

30.0×21.0cm　 8p

「印 象 派 と20世 紀 の 巨 匠 た ち － モ ネ,ル ノ ワ ー ル か ら ピ カ ソ ま で[前 期]」

（拡 大 常 設 展 ）

The　 Impressionists　 and　 20th­century　 masters:　 from　 Monet　 and　Renoir

to　Picasso

出 品 目録

図 版 （カ ラ ー1図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 （2005年1月 ）

30.0cm×21.0cm　 　8　p

「印 象 派 と20世 紀 の 巨 匠 た ち 一 モ ネ,ル ノ ワ ー ル か ら ピ カ ソ ま で[後 期]」

（拡 大 常 設 展 ）

The　 Impressionists　 and　20th=century　 masters:　 from　 Monet　 and　 Renoir

to　Picasso

出 品 目録

図 版 （カ ラ ー1図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 （2005年4月 ）

30.0cm×21.0cm　 　8　p
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「名作 ものが た り　 青木繁 《海 の幸》の100年 」 （コーナー展 示）

本 文:

1記 録 さ れ た画 像

2名 作 の 誕 生 《海 の 幸 》 と制 作 地 ・布 良

3青 木 繁 と 《海 の 幸 》 イ メ ー ジ の 広 が り

青 木 繁 《海 の幸 》 関 連 略 年 表

図 版 （カ ラ ー24図,モ ノ ク ロ4図 ）

執 筆:石 井 亨,植 野 健 造,森 山 秀 子

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2005年4月 ）

30.0×21.0cm　 8p

「絵 の な か の ふ た り　 シ ャ ガ ー ル か ら 靉 嘔 ま で 」 （コ ー ナ ー 展 示 ）

Two　 by　two　 Pairs,　couples,　 and　lovers　 in　art

本 文 （英 文 併 記 ）:

1.恋 人 た ち （Lovers）

2.ふ た り の 物 語 （Two　people　 and　their　stories）

3.母 と 子 （Mother　and　child）

4.ア ト リ エ の 作 家 と モ デ ル （The　artist　and　his　model　 in　the　studio）

5.ペ ア （Pairs）

出 品 目 録

図 版 （カ ラ ー16図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館,石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2005年7月 ）

30.0×21.0cm　 　8　p
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「琉 球 の 美 」 （特 別 展 ）

The　beauty　 of　the　Ryukyus

本 文:

「もの 」 か ら　 琉 球 と い う王 国/平 間 理 香 （p.6­11）

「ひ と」 か ら　 鎌 倉 芳 太 郎 先 生 と沖 縄/宮 城 篤 正 （p.74­78）

　 陶 器

　 王 家 の 衣 裳

　 紅 型 ・織 物

　 漆 器

出 品 目録

図 版 （カ ラ ー63図,モ ノ ク ロ8図 ）
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「琉 球 の 美 」 （特 別 展 ）

Th　e　beauty　 of　the　Ryukyus

出 品 目録

発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2005年8月 ）

24.0×17.0cm　 二 つ 折 り

刊 行 物 一 覧 121



「水 彩 の 力,素 描 の 力 」 （コ ー ナ ー 展 示 ）

Power　 of　watercolor,　 power　 of　drawing

本 文 （英 文 併 記 ）:

1.身 体 の 構 造 （The　human　 anatomy）

2.運 動 す る 身 体 （The　body　in　motion）

3.女 性 の イ メ ー ジ （Images　of　woman）

4.空 間 の な か の 身 体 （The　body　in　space）

5.そ れ ぞ れ の 風 景 （Landscapes　 of　their　own）

出 品 目 録

図 版 （カ ラ ー10図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2005年9月 ）

30.0×21.0cm　 8p

「青 木 繁 － 《海 の 幸 》100年 」 （特 集 展 示 ）

Aoki　 Shigeru　 :　A　Good　 Catch　 （Art　focus）

本 文 （英 文 併 記 ）:
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印 象 派 と20世 紀 の 美 術
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〈その他 の刊行物 〉
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青 木 繁 《海 の 幸 》 関 連 年 表/植 野 健 造 編

青 木 繁 《海 の 幸 》 展 覧 会 歴

石 橋 コ レ ク シ ョ ン巡 回 展 で の 出 品 歴

青 木 繁 年 表/植 野 健 造 編

青 木 繁 文 献/森 山 秀 子 編

図 版 （カ ラ ー31図 ）
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「夏 休 み こ ど も プ ロ グ ラ ム2005み ん な で さ が そ う,に て る と こ ろ,

ち が う と こ ろ 」

図 版 （カ ラ ー10図 ）

編 集:後 藤 純 子 （石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 ）

デ ザ イ ン:エ ム ツ ー

発 行:石 橋 財 団石 橋 美 術 館 （2005年6月 ）

30.0×21.0cm二 つ 折 りパ ン フ レ ッ ト,ワ ー ク シ ー ト1枚 差 込

「館 報 」53号 （2004年 度 ）

Annual　 report　 of　Bridgestone　 Museum　 of　Art　 &　Ishibashi　 Museum　 of　Art

内 容:

設 立 趣 旨,機 構 ・運 営

展 覧 会 （特 別 展,特 集 展 示,拡 大 常 設 展,コ ー ナ ー展 示,テ ー マ 展 示 ）

教 育 普 及 （講 座,見 学 解 説,フ ァ ミ リー プ ロ グ ラ ム,イ ン タ ー ン シ ッ プ,

実 習 生 受 入 な ど）

入 場 者 数 （2004年 度 ）

新 収 蔵 作 品 （作 品1点 ）

新 収 図 書

修 復 記 録

藤 田嗣 治 《横 た わ る 女 と猫 》/坂 井 史 恵 （p.52­55）

早 川 鍠 太 郎 《戦 場 の 図 》/坂 井 史 恵 （p.56­57）
レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《聖 母 の 死 》/坂 本 雅 美 （p.58­60）

レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《帽 子 と襟 巻 を着 け た 暗 い 顔 の レ ン ブ ラ ン ト》/坂 本 雅 美 （p.64­65）

レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《版 画 商 ク レメ ン ト ・デ ・ヨ ン ゲ 》/坂 本 雅 美 （p.66­67）

レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《説 教 す る キ リ ス ト》/坂 本 雅 美 （p.68­69）

紙 本 作 品 の修 復 につ い て/石 井 亨 （p.70）

シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ドー ビニ ー 《牧 羊 場 ・朝 》 他74点/坂 本 雅 美 （p.71­88）

作 品 貸 出 記 録
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研究報告

松 田諦 晶 と古 賀 春 江 －松田資料をもとに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　森山秀子

は じめ に

　 石 橋 美 術 館 は,松 田 諦 晶 が 残 し た 下 記 の 資 料 を
一 括 所 蔵 ・保 管 し て い る1）。

　 　 Iス ケ ッ チ ブ ック80冊

　 　Ⅱ 日記36冊

　 　Ⅲ 手 帳24冊

　 　Ⅳ 写 真 帖29冊

　 　Ⅴ 書 簡151通

　 　Ⅵ 来 目会 関 連 資 料11件

　 　Ⅶ ノ ー ト9件

　 　Ⅷ 新 聞 切 り抜 き40件

　 　Ⅸ 絵 葉 書

　 　Ⅹ そ の 他 （メ モ,草 稿 な ど）29件

　 この 松 田 資 料 は,今 まで に 刊 行 さ れ た 古 賀 春 江

に 関 す る著 作 や 展 覧 会 カ タ ロ グ2）で も紹 介 さ れ て

きた も の で あ る が,こ こで 改 め て こ の 資 料 の な か

か ら,古 賀 春 江 に 関 す る 資 料 を抜 き 出 し,両 者 の

交 友 に 目 を 向 け な が ら紹 介 を試 み た い 。 松 田 の 資

料 は,古 賀 の 事 績 を跡 づ け る う え で も貴 重 な資 料

で あ る 。

　 松 田 諦 晶 （本 名 実,1886­1961） は,久 留 米 市 の

生 ま れ 。 森 三 美 の 画 塾 で 学 ん だ こ とは あ る が,ほ

とん ど独 学 で 洋 画 を学 ん だ 。 太 平 洋 画 会 展 に は 明

治44（1911） 年 の 第9回 展 か ら,二 科 展 に は 大 正3

（1914）年 の 第1回 展 か ら入 選 し て い た が,大 正10

（1921）年 を 最 後 に 中 央 の展 覧 会 か ら遠 ざ か っ て し

ま う 。 彼 に 対 す る坂 本 繁 二 郎 の 期 待 も大 き く,坂

本 か ら 自 作 の 批 評 を して も ら っ て い た 時 期 も あ

る3）。 大 正2（1913）年,洋 画 団 体 「来 目 会 」4）の 立

ち 上 げ に 関 わ り,さ ら に 昭 和6（1931）年 に は 久 留

米 洋 画 研 究 所 を開 設,久 留 米 の 地 で 多 くの 後 進 を

育 て た 。

　 古 賀 春 江 （1895­1933）は,は じ め 松 田 に 洋 画 を

学 び,そ の 後,太 平 洋 画 会 研 究 所,日 本 水 彩 画 会

研 究 所 に 学 ん だ 。 ま る で 松 田 と入 れ 替 わ る か の よ

う に,大 正11（1922） 年 の 第9回 二 科 展 で 二 科 賞 を

受 賞,以 後 二 科 会 を主 な 活 動 の 場 と した 。

　 松 田 と古 賀 の 出 会 い は,明 治43（1910）年 頃,古

賀 が 松 田 に絵 を習 い 始 め た の が 最 初 だ っ た よ うで

あ る5）。 古 賀15歳,松 田 は24歳 だ っ た 。 そ れ 以 降,

二 人 の 交 友 は,昭 和8（1933）年 の 古 賀 没 年 ま で 続

く こ と に な る 。

1写 生旅行

　 二 人 は と も に 写 生 に 出 か け る こ と も あ っ た 。 以

下 の 松 田 に あ て た 古 賀 の葉 書 は,古 賀 が 松 田 と写

生 に行 く こ と を 楽 しみ に し て い た こ と,彼 が 技 術

面 だ け で な く精 神 面 で も画 家 と して 成 長 して い く

上 で,松 田 を慕 っ て い た こ と を裏 付 け る も の で あ

る。

一 緒 に ゑ か き に行 け た ら と思 っ て ゐ る 　 駄 目な

願 だ ら うか 　 私 の 中 で は今 百 万 の 兵 が 鬨 の 声 を

あ げ て ゐ る や う だ 　 この 秋 は う ん と描 きた い

ミ ッ チ リ と落 ち付 い て ス ケ ッチ で な く ミ ッ チ リ

とや りた い と思 っ て ゐ る　 一 緒 に ゑ か き に行 け

た ら ど ん な に嬉 し か ら う と思 っ て ゐ る 。 （〈書 簡

1­13〉1919年9月18日 消 印 松 田 宛 古 賀 春 江 書 簡 ）

（fig.1）

　 二 人 の 写 生 旅 行 に つ い て は,残 さ れ た資 料 や 作

品 か ら明 ら か に で き る も の だ け で も以 下 の5件 を

あ げ る こ とが で き る 。 （　 ）内 は各 事 項 の 典 拠 と

な る松 田 資 料 で あ る 。

（１）1914年7月 　 柳 川 （ス ケ ッチ ブ ック26,日 記4）

　 古 賀 は,1912（ 明 治45）年 の 夏,画 家 を志 して 上

fig.1古 賀 よ り松 田にあてた葉 書
　 　 1919年9月18日 消 印
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京 す る が,そ の 後 も た び た び 帰 郷 す る 機 会 が あ っ

た 。1914（ 大 正3）年 の 帰 郷 の 折 に は,松 田 と と も

に水 郷 ・柳 川 （柳 河 ）へ 出 か け た （柳 川 は 詩 人 ・北

原 白 秋 の 生 誕 地 で もあ る）。 幸 運 な こ と に,そ の

時 の ス ケ ッ チ ブ ッ ク が 両 者 と も に 残 っ て い る

（fig.2­7）。 さ ら に松 田 の 〈ス ケ ッ チ ブ ッ ク26〉 に

は,以 下 の よ う な松 田 操 宛 書 簡 の 写 しが あ り,柳

川 で の 二 人 の行 動 を た ど る こ とが で きる 。

最早其 日の午后には古賀君 と二人紅や白い花咲
く蓮池の葉渡 る風 に吹かれ乍Mさ んの話やカ
チューシャの歌等 を唄って…（中略）明日もまた

行 きます　古賀君が沖の端を描いてゐますから
　私 も描 き度いと思ってゐますから…七月十八
日　 一四年

私が柳河へ来て最早五 日になる　古賀君はかな
り大 きい絵 を二枚描いた　そして,も う柳河が

厭 に 成 っ た と 云 っ て 今 朝 久 留 米 に 帰 っ た…（中

略 ）私 は 一 寸 さ び し くな り ま した 　 エ ナ ー ジ ー

が 足 り な い の か 私 は ま だ 絵 筆 を握 る 気 に な ら な

い 　 か わ り に未,柳 河 が 厭 に も な り ませ ん…二
一 ・七 ・一 九 一 四

　 ま た,同 様 の 文 面 の 写 しは 同 じ く松 田 の 〈日記
4〉 に もあ る 。 以 上 の 書 簡 写 し か ら,二 人 が 柳 川

に行 っ た の は,1914年7月17日 で あ る こ と,そ し

て 古 賀 は す で に 作 品 を2枚 仕 上 げ,7月21日 に は久

留 米 に 戻 っ た こ と が わ か る。2005年 度 新 収 蔵 作 品

《柳 川 風 景 》 （fig.8）は,そ の 時 の 一 点 と推 測 で き

る 。一 方,松 田 は,古 賀 が 久 留 米 に 帰 っ た 後,や っ

と制 作 欲 が 高 ま り,《 柳 河 町 裏 》 （fig.9）と い う30

号 の 油 絵 を 制 作,8月16日 に 久 留 米 に戻 っ た 。 彼

は そ の 作 品 を第1回 二 科 展 に 出 品,み ご と入 選 を

果 た す こ とに な る 。

fig.2松 田 ス ケ ッ チ ブ ッ ク 　 1914年 fig.5古 賀 ス ケ ッ チ ブ ッ ク 　 1914年

fig.3松 田 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1914年 fig.6古 賀 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1914年

fig.4松 田 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1914年 fig.7古 賀 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1914年
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（２）1920年6­8月 　 と も に代 々 幡 の 竹 藪 を 描 く （日記

6）

　 1919（大 正8）年9月,松 田 は 上 京 した 。 彼 の 東 京

で の 生 活 は,途 中 何 度 か の 帰 郷 を は さみ,1923年5

月 ま で 断 続 的 に 続 く6）。 こ の 頃 の 松 田 は 本 格 的 な

画 業 へ の 道 を 模 索 し て い た の で あ ろ うか 。松 田 と

古 賀 の 交 友 も ま た こ の 間 が 最 も濃 密 で あ っ た こ と

が 推 測 で き る 。 松 田 日記 の 中 に古 賀 に 関 す る記 述

を 数 え る と,1920年 の 〈日 記6〉 で52件,1921年

の 〈日 記7〉 で24件 に も な る 。 二 人 は こ の 間 頻 繁

に往 き 来 し,手 紙 をや り と り した 。

　 1920（大 正9）年6月20日,松 田 上 京,さ っ そ く翌
21日,古 賀 が松 田 を訪 問 した こ と,東 京 で の 二 人

の 往 来 は,8月12日 に松 田 が 東 京 を発 つ ま で 続 く

こ と,こ の 間,二 人 で 代 々 幡 （渋 谷 区 ）の 竹 藪 を 描

き に行 っ た こ と な ど が 〈日記6〉 に記 録 さ れ て い

る 。

春江君来る　十時頃な り　 それより代々幡村附
近へ出かけ春江君は藪を十号 にか く　 自分 も明
日より描 くことに定む　二時帰宅 　中食 六時
迄春江君ゐる　 雨ふ り出す渋谷駅迄春江 さんを
お くり…（6月23日）

午后春江君来る　共 に代々幡村へ出か く　 二人
共藪を描 きは じむ　春江君は水彩十二号大に描
く　 自分は二十号人物形に初じむ…六時頃春江
君帰る（6月24日）

と い っ た 具 合 で あ る。 古 賀 の 現 存 す る 数 点 の 竹 藪

を描 い た水 彩 画 は,こ の 頃 の 制 作 に な る もの と思

わ れ る。

　 以 上2件 に つ い て,注 目す べ き こ と は,同 じ場

所 で 制 作 す る に して も,古 賀 は水 彩 で,松 田 は 油

fig.10松 田 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1922年

fig.8古 賀 春 江 《柳 川 風 景 》
　 　 水 彩 ・紙 　 1914年

fig.11松 田 ス ケ ッ チ ブ ッ ク　 1922年

fig.9松 田諦 晶 《柳 河 町 裏 》
　 　 油 彩 ・カ ン ヴ ァス 　 1914年 fig.12古 賀 ス ケ ッ チ ブ ッ ク 　 1922年
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彩 で 制 作 し た 点 で あ る 。 れ る 。

（３）1922年7月 末­8月 初 旬 　 筑 前 鐘 崎 （ス ケ ッ チ ブ ッ

ク49）

　 1922（大 正11） 年7月 末 か ら 翌 月 初 旬 ま で,松 田
と古 賀 は,筑 前 鐘 崎 （福 岡 県 宗 像 市 鐘 崎 ）に 出 か け

た 。 こ の 時 の ス ケ ッチ ブ ッ クが と も に 残 っ て お り,

しか も そ の 中 に は,同 じ時 同 じ場 所 か ら ス ケ ッチ

した と思 わ れ る も の が あ る （fig.10­12）。 古 賀 は 旅

館 の2階 か ら見 た ス ケ ッ チ を も と に ほ ぼ 同 構 図 の

《二 階 よ り》 （fig.13）を 油 彩 で 制 作 し,以 前 か ら

制 作 に か か っ て い た 《埋 葬 》 と と も に 第9回 二 科

展 に 出 品,二 科 賞 を受 賞 す る こ と に な る 。 一 方,

松 田 は,松 の 木 の 間 に 見 え る 藁 葺 き屋 根 の 家 を 描

い た （fig.14）。

（４）1923年8月 　 筑 前 奈 多 海 岸 （来 目会 日誌 ）

　 〈来 目会 日誌 〉 に は,会 の 活 動 と と も に 会 員 の

動 向 も記 録 され て い る 。 古 賀 春 江 に 関 す る 事 績 を

拾 っ て み る と,た と え ば 以 下 の よ う な 記 録 が 見 ら

大 正 拾 壱 年 九 月

古 賀 春 江,二 科 に 「埋 葬 」 「二 階 か ら」 の 二 点

入 選 す る 。

中 川 紀 元 「埋 葬 」 を む き に な っ て賞 め る 。

大正拾壱年十月九 日
（展覧会追記）…第三 日目（八 日）に古賀春江の

帰省 も嬉 しかった。

大 正 拾 弐 年 八 月 一 日 一八 日
一 日 よ り八 日 間 粕 屋 郡 奈 多 へ 写 生 に赴 く

来 会 者 松 田,小 松,古 賀 春 夫 妻,執 行,牛 島,

吉 武,三 島,野 田,高 橋,

八 日 午 後 奈 多 よ り帰 来

　 こ の記 録 に よ り,1923（ 大 正12）年8月1日 か ら8日
ま で,松 田 と古 賀 ら は,筑 前 奈 多 海 岸 （福 岡 市 東

区 奈 多 ）へ 写 生 に 出 か け た こ とが わ か る 。 松 田 に
つ い て は,こ の 時 の ス ケ ッチ ブ ッ ク （ス ケ ッ チ ブ ッ

ク57）が 残 る と と も に,こ の 時 の 制 作 に な る と思

わ れ る作 品 も数 点 残 っ て い る が,古 賀 に つ い て は,

こ の 時 の 成 果 物 と特 定 で き る もの は な い 。

fig.13古 賀 春 江 《二 階 よ り》
　 　 油 彩 ・カ ンヴ ァス 　 1922年

（５）1924年2月 　 久 留 米 市 御 井 町 に て 写 生 （写 真 帖 大

正No.6）

　 松 田 は 晩 年,自 作 の ア ル バ ム を作 り,タ イ トル

や 制 作 日 な ど各 作 品 に つ い て の メ モ も残 し た 。 そ

れ に よ っ て,ほ と ん ど の松 田作 品 は,制 作 時 期 と

場 所 が 特 定 で きる の で あ る 。

　 1924（大 正13）年,松 田 と古 賀 は久 留 米 市 御 井 町

で 一 緒 に写 生 す る 機 会 が あ っ た よ うで あ る 。 と い

う の も,府 中 市 美 術 館 所 蔵 の 古 賀 の 《風 景 》

fig.14松 田諦 晶 《鐘 ヶ岬 風 景 （藁 家 と松 ）》
　 　 油 彩 ・カ ン ヴ ァス 　 1922年

fig.15古 賀 春 江 《風 景 》 油 彩 ・カ ンヴ ァス
　 　 1924年 　 府 中 市 美 術 館 蔵
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（fig.15）と松 田 の 写 真 帖 に 残 る作 品 （fig.16）は,同

じ場 所 を描 い た も の で あ る こ とが 明 ら か だ か ら で

あ る 。 松 田 の 写 真 帖 に残 る そ の 作 品 は,松 田 自 身

の 筆 跡 で 「御 井 町 風 景 」 と い う タ イ トル が 付 け ら

れ,1924年2月 の 日付 と な っ て い る 。 しか も 同 じ
ペ ー ジ に は ,「 写 生 す る 古 賀 春 江 」 とい う作 品 の

写 真 （fig.17）が 貼 ら れ て お り,そ の 場 に 古 賀 が い

た こ と は ま ち が い な い 。

　 1922年 以 降,古 賀 は本 格 的 に油 彩 画 を制 作 し始

め る 。松 田 と古 賀 の作 風 は,こ の 頃 （1922­24年 頃 ）

最 も相 似 し て い る た め,後 年,松 田 の 作 品 に 古 賀

の 署 名 が 入 れ ら れ る こ と も あ っ た 。

あ る 。古 賀 か ら松 田 に 宛 て た 書 簡 は,1926（ 大 正15）

年6月 ま で は,年 に数 通 の 頻 度 で あ っ た の が,そ

の 後 は1927年3月31日 消 印 の 葉 書 （書 簡1­41）が

残 っ て い る だ け で あ る 。 古 賀 自身 の 帰 省 の 機 会 が

減 っ た こ と,そ れ ぞ れ が 多 忙 に な っ た こ と,絵 画

に 関 す る考 え方,取 り組 み 方 が 違 っ て きた こ と に

起 因 す る と思 わ れ る 。 上 記 昭 和 に入 っ て か らの 古

賀 の 葉 書 と は,来 目会 展 に 出 品 す る 作 品 を松 田 宛

に送 る の で,枠 に張 っ て 出 品 し て くれ,と い う依

頼 の 葉 書 で あ る 。 二 人 の 関 係 は,師 弟 関 係 か ら友

人 関係 へ と明 らか に 変 わ っ て い た 。

　 松 田 は,「 古 賀 春 江 の 面 影 」7）と い う 回 想 文 で 以

下 の よ う に 記 して い る。

2　古賀の死の前後

　 松 田 と古 賀 の 交 友 は,昭 和 に入 っ て か ら変 化 し

た よ う に 見 え る 。松 田 の 日記 が,1922（ 大 正11） 年

か ら1930（ 昭 和5）年 ま で を 欠 い て い る た め,書 簡

も松 田 の も と に残 さ れ た もの が す べ て と は 言 え な

い こ と が 予 想 さ れ る た め,断 言 は さ け な け れ ば な

らな い が,二 人 の 手 紙 の や り と り も減 り,ま して

や と も に 写 生 に 出 か け る こ と は な くな っ た よ うで

昭和六年か ら二 ヶ年間全 く彼 と会えなかった私
は昭和八年七月初め突然彼の細君より長文の音

信 に接 した。（暇乞いに行 くと云 って春江が帰郷
の途につ きました。着 きましたら入院療養する
よう説得願います。前後畧）。 これ と同時 に愛

犬 に曳かれ乍 ら彼が私の眼前に夢遊病者 さなが
らの姿で忽然 と現れたのである。一焦点のぼや

けた瞳差,物 怖する如 く右顧左顧 し乍 ら語る支
離滅裂で意味をなさぬ言葉－。私は惘然 自史唯
暗涙に咽ぶのみであった…。

　 二 人 の 交 友 は,少 な く と も2年 間 絶 た れ て い た

こ とが,上 記 回 想 よ りわ か る 。 そ の 間,古 賀 の 肉

体 も精 神 も急 速 に蝕 ま れ て い た の で あ る。

　 1933（昭 和8）年7月5日,古 賀 は 帰 郷 し た 。 帰 省

中 は ま る で 昔 を思 い 出 し た か の よ う に,た び た び

松 田 の も と を 訪 れ た こ と が,〈 日 記10〉 よ り わ か

る 。 以 下 該 当 部 分 を抜 粋 す る 。

fig.16松 田諦 晶 《御 井 町風 景 》 油 彩
　 　 1924年 〈写 真 帖 大 正No.6〉 よ り 午前八時古賀春江君来る今朝四時帰米せ しとの

事 　午前 十時停車場へ犬 （連 れて来 たブル愛
犬）を取 りに行 くとて帰る。兄さん病気通知 に
より帰つたとの事…古賀春江君来 り一時頃迄雑
談（7月5日）

午前八時半古賀春江君坂本氏訪問の途中一寸立
寄る（7月8日）

午前六時十三分古賀春江上京す　停車場迄見送

fig.17松 田諦 晶 《写 生 ス ル 古 賀 春 江 》 油 彩
　 　 1924年 〈写 真 帖 大 正No.6〉 よ り

る り六 時 半 帰 宅 （7月14日 ）
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　 上 記 〈日記10〉 で は,古 賀 の10日 間 の 久 留 米 滞

在 中 に,二 人 が 会 っ た と い う記 録 を6件 見 つ け る

こ とが で き る。 ま た,松 田 の も と に は,彼 の 回 想

文 に あ る よ う な7月10日 付 の 好 江 夫 人 か ら松 田 に

宛 て た 書 簡 （書 簡1­46） が 残 さ れ て い る 。 しか も,

そ の 書 簡 に は,古 賀 か ら好 江 夫 人 に宛 て た 手 紙 （お

金 を無 心 す る 内 容 の もの ）も 同 封 さ れ て い る 。 も

は や そ の 筆 跡 は ひ ど く乱 れ,判 読 し に くい 箇 所 も

あ る 。 そ の よ う な 身 内 の 恥 を さ ら して もか ま わ な
い ほ ど,好 江 夫 人 は 松 田 の こ と を信 頼 し,ま た そ
れ ほ ど古 賀 の 病 的 な行 動 を 持 て あ ま し て い た こ と

が 推 測 で き よ う。

　 8月7日 消 印 の 好 江 夫 人 か ら松 田 に 宛 て た 書 簡

（書 簡1­47）で は,古 賀 の 帰 京 後 の 病 状 な ど が 報 告

さ れ て い る。 そ の 書 簡 に よ る と,古 賀 は8月1日 に

帝 大 病 院 島 薗 内 科 に入 院,駄 々 を こ ね て は み な を

手 こ ず らせ て い る こ とな どが 報 告 さ れ て い る。「他

に話 して い た だ き ませ ぬ や う と 申 して も い つ か 分

る事 で せ うが 恥 多 い 日 々 を や るせ な く感 じて ゐ ま

す 」 と記 さ れ て い る 。 そ の 後 松 田 は古 賀 危 篤,死

亡 の 報 を 東 京 の 友 人 よ り受 け と る こ と に な る。 そ

の 記 録 も ま た 〈日記10〉 に見 る こ と が で き る。

今 日午后東京佐野敏一より入院中の古賀春江危
篤の通知来る（9月9日）

午后 四時古賀春江死亡通知報報来る（9月10日）

で 続 く 。

3古 賀没後

　古賀没後,松 田の日記に残る古賀関連の記録を
以下にあげる。

1933（昭 和8）年10月28日 　 古 賀 春 江 葬 儀 （松 田 は

弔 辞 を読 む ）:〈 日記10〉

1934（昭 和9）年12月1日 一3日 　 第23回 来 目 会 展

に て 古 賀 春 江 遺 作 展 開 催 （好 江 夫 人 奔 走,松 田

も尽 力 ）:〈 日記11〉

同12月3日 　 古 賀 《文 化 は 人 間 を 妨 害 す る 》 を

久 留 米 市 役 所 に,50号 の 作 品 を明 善 校 に そ れ ぞ

れ 寄 付:〈 日記11〉

同12月10日 　 好 江 夫 人,古 賀 の 水 彩 画 持 参,日

吉 校 及 び 男 子 高 等 学 校 へ 寄 付 す る 作 品 を 選 定:

〈日記11〉

　 《文 化 は 人 間 を 妨 害 す る》 （fig.18）は,現 在 所 在
不 明,明 善 校,日 吉 校,男 子 高 等 学 校 な ど古 賀 ゆ

か りの 学 校 へ 寄 付 さ れ た 作 品 に つ い て は現 時 点 で

は残 念 な が ら ど うい う 作 品 で あ っ た か 不 明 で あ る。

1944（昭 和19） 年5月15日 　 善 福 寺 境 内 に 古 賀 春

江 供 養 塔 建 立 （東 京 在 住 の 高 田 力 蔵 と と も に 奔

走 ）:〈 日記18〉 〈日記19〉 〈日記20〉

　 好 江 夫 人 は,古 賀 の 死 後 も松 田 を頼 り と し,そ
の 交 友 は,好 江 夫 人 が 亡 くな る1949（ 昭 和24）年 ま

　 こ の 古 賀 春 江 供 養 塔 （fig.19）建 立 に 関 し て は,
1942年12月 に そ の 動 きが 始 ま っ た こ とが 松 田 の 日

fig.19古 賀 春 江 供 養 塔 　 久 留 米 市 善福 寺 境 内

fig.18古 賀 春 江 《文 化 は 人 間 を妨 害

　 　 す る 》
　 　 油 彩 　 1933年
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記 よ りわ か る 。 完 成 ま で の 高 田 力 蔵 との や り と り

が 日記 に 記 され て い る 。

4　松田旧蔵の古賀作品

　 松 田 は,古 賀 春 江 の 作 品 を4点 所 蔵 し て い た こ

とが 日記 か ら わ か る 。 そ れ ら の 作 品 を晩 年 手 放 す

際,作 品 の 受 け 渡 しに 関 す る記 録 が 〈日記36〉 に

記 さ れ て い る の で あ る 。そ の 作 品 とは,《 裸 婦 》 （F

50号 ）,《 梅 》 （版 画 ）,《 房 州 波 太 風 景 》 （水 彩 ワ ッ

トマ ン半 切 ）,《 竹 藪 》 （水 彩 ）で あ る 。

　 《裸 婦 》 （fig.20）は,1927（ 昭 和2）年4月 の 第11回

来 目会 展 出 品 作,上 記 の 同 年3月31日 消 印 の 葉 書

（書 簡1­41） で,古 賀 が 松 田 に作 品 を 送 る か ら枠 に

張 り額 に入 れ て 出 品 し て ほ しい と頼 ん だ 作 品 で あ

る。 《梅 》 （fig.21）は,1924（ 大 正13）年 の 第11回 日

本 水 彩 画 展 出 品 作 に も とづ き木 版 画 に し た もの で,

古 賀 の 百 箇 日 の 返 礼 と し て 配 ら れ た 。 〈日記10〉

に 「寺 町 古 賀 よ り便 手 紙 を持 ち 来 る 帰 途 立 寄 り呉

れ との 事 　 帰 途 寄 る 故 春 江 君 百 ヵ 日 の 返 礼 に 春 江

君 水 彩 画 木 版 一 枚 を 貰 ひ…」 と あ る も の で あ る

（1933年12月19日 ）。 《竹 藪 》 （fig.22）は,1920（ 大 正

9）年6月,代 々 幡 の 藪 を と も に 描 い た 頃 の 思 い 出

の 作 で あ る 。

た と思 わ れ る 絵 葉 書 を忘 れ て は な ら な い 。 「独 逸

ハ ー ゲ ンベ ッ ク動 物 園 ・世 界 最 大 の 猛 獣 大 サ ー カ

ス 図 実 景 」 と書 か れ た そ の絵 葉 書 は10枚 残 り,う

ち6枚 に 絵 の 具 が 付 着 し て い る 。 古 賀 の 絶 筆 《サ ー

カ ス の景 》 は,そ れ らの 絵 葉 書 の な か の 動 物 を 組

み 合 わ せ て 制 作 さ れ た も の で あ る8）。 そ の 絵 葉 書

が ど うい う経 緯 で 松 田 の も と に残 さ れ た の か ， 死

を 目 の前 に し た古 賀 が松 田 に渡 し た も の な の か ，

あ る い は,も と も と松 田 が 所 有 し て い た もの を古

賀 が 借 りた の か ， 不 明 で あ る。 い ず れ に せ よ,こ

れ ら の 絵 葉 書 は,《 サ ー カ ス の 景 》 の 制 作 過 程 を

明 ら か に して くれ る だ け で な く,松 田 と古 賀 の 交

友 の 深 さ を う か が わせ る大 変 貴 重 な 資 料 で あ る 。

　 残 され た松 田 資 料 は,松 田 と古 賀 と い う二 人 の

画 家 の 交 友 記 録 と して 読 む こ と も可 能 で あ る 。 古

賀 は は じめ,松 田 の こ と を兄 の よ う に慕 い,絵 以

外 の 私 生 活 に つ い て も松 田 に い ろ い ろ な 相 談 を も

ち か け て い た 。松 田 も ま た 古 賀 の こ と を 常 に気 に

留 め て い た 。そ の よ う な 関 係 は,生 涯 変 わ ら な か っ

た もの の,古 賀 が 中 央 画 壇 で 認 め られ る よ う に な

る と,二 人 の 関 係 は微 妙 に変 わ っ て き た こ と,師

弟 関係 か ら友 人 関 係 へ と変 わ っ て い っ た こ と も わ

か る 。 そ の 資 料 は また,古 賀 の 没 後 は,松 田 を は

じ め 好 江 夫 人 や 高 田 力 蔵 ら故 人 を よ く知 る 人 た ち

に よ る,古 賀 顕 彰 の 記 録 で もあ る 。

お わ り に

　 松 田 と古 賀 に 関 す る資 料 と して,以 上 の 他 に も,

古 賀 が 《サ ー カ ス の 景 》 を制 作 す る際,参 考 に し

fig.22古 賀 春 江 《竹 や ぶ 》 水 彩 ・紙 　 1920年

fig.20古 賀 春 江 《裸 婦 》
　 　 油 彩 ・カ ン ヴ ァス 　 1927年

fig.21古 賀 春 江 《梅 》 木 版 画
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註:

1）詳 細 は,『 生 誕 百 年 記 念 松 田 諦 晶 展 』 カ タ ロ グ （1985年,

　 石 橋 美 術 館 ）巻 末 の 「松 田 諦 晶 資 料 」 を参 照 。

　 こ の 報 告 で 紹 介 す る松 田 資 料 を以 下 に列 記 す る 。

　 1ス ケ ッ チ ブ ック

　 　 　 〈ス ケ ッチ ブ ッ ク26〉1914年5月15日 ～10月16日

　 　 　 〈ス ケ ッチ ブ ッ ク49〉1922年7月 ～11月

　 　 　 〈ス ケ ッチ ブ ッ ク57〉1923年4月 ～9月 頃

　Ⅱ 日 記

〈日 記4〉1913年1月1日 ～1914年12月29日

〈日 記6〉1920年

〈日 記7〉1921年

〈日 記10〉1933年

〈日 記11〉1934年

〈日 記18〉1942年

〈日 記19〉1943年

〈日 記20〉1944年

〈日 記36〉1959年8月1日 ～1960年,1961年

　Ⅳ 　 写 真 帖

　 　 　 〈写 真 帖 大 正No.6〉1923年,1924年

　Ⅴ 書 簡

　 　 　 〈書 簡1­13〉1919年9月18日 消 印 古 賀 春 江 よ り松

　 　 　 田 宛 書 簡 （葉 書 ）

　 　 　 〈書 簡1­23〉1923年5月3日 付 古 賀 春 江 よ り松 田 宛

　 　 　 書 簡 （葉 書 ）

　 　 　 〈書 簡1­41〉1927年3月31日 消 印 古 賀 春 江 よ り松

　 　 　 田宛 書 簡 （葉 書 ）

　 　 　 〈書 簡1­46〉1933年7月10日 付 古 賀 好 江 よ り松 田

　 　 　 宛 書 簡 （封 書 ）

　 　 　 〈書 簡1­47〉1933年8月7日 消 印 古 賀 好 江 よ り松 田

　 　 　 宛 書 簡 （封 書 ）

　Ⅵ 来 目会 関 連 資 料

　 　 　 〈来 目会 日 誌 〉1922­28年

2）『古 賀 春 江 回 顧 展 』 （展 覧 会 カ タ ロ グ）,福 岡 県 文 化 会

　 館,1975（ 昭 和50） 年11月

　 古 川 智 次 編 『近 代 の 美 術 　 第36号 　 古 賀 春 江 』 至 文 堂,

　 1976（ 昭和51） 年9月1日

　 『写 実 と空 想 』 中 央 公 論 美 術 出 版,1984（ 昭和59） 年10

　 月

　 『古 賀 春 江 － 前 衛 画 家 の 歩 み 』 （展 覧 会 カ タ ロ グ）,石

　 橋 美 術 館/ブ リ ヂ ス トン美 術 館,1986（ 昭 和61） 年4月

　 『古 賀 春 江 創 作 の 原 点 － 作 品 と資 料 で さ ぐ る』 （展

　 覧 会 カ タ ロ グ ）,ブ リヂ ス トン 美 術 館/石 橋 美 術 館,2001

　 （平 成13）年4月

　 な お,松 田 資 料 の 書 簡151件 の う ち,古 賀 関 連 の も の
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　 は49件 あ り,古 賀 自 身 の 書 簡 は,上 記 『写 実 と空 想 』

　 で す べ て 紹 介 さ れ て い る 。

3）坂 本 繁 二 郎 と松 田 諦 晶 との 関 係 に つ い て は,「 松 田 諦

　 晶 と坂 本 繁 二 郎 － 松 田 資 料 を も と に」 （『館 報 』52号 ）

　 を参 照 。

4）1913（大 正2）年,武 田 弥 一 郎,松 本 豊 太 （松 濤 ）,東 原

　 経 治,大 野 米 次 郎,古 川 潤 二,松 田 の6名 が 協 議 し発

　 足 した 久 留 米 の 洋 画 団 体 。1922（ 大 正11） 年,「 来 目 洋

　 画 会 」か ら「来 目会 」と改 称 。1914年 の 第1回 展 か ら1953

　 （昭和28） 年 の 第39回 展 まで 開 催,そ の 後 久 留 米 市 総 合

　 美 術 展 に継 承 さ れ る 。

5）『古 賀 春 江 回 顧 展 』 （展 覧 会 カ タ ロ グ ）の 「年 譜 」 に よ

　 る 。

6）松 田 日 記 は,1922（ 大 正11）年 か ら1930（ 昭 和5）年 まで の

　 分 が な く,そ の 間 の 彼 に 関 す る く わ しい 消 息 が つ か め

　 な い 。1923年5月3日 付,古 賀 か ら松 田 に 宛 て た 葉 書 （書

　 簡1­23） で は,住 所 が 東 京 市 外 中 渋 谷 と な っ て い る。

7）『櫨 』5号 （1958年8月 ）所 収

8）くわ し く は,『 近 代 の 美 術 　 第36号 　 古 賀 春 江 』 （至 文

　 堂,1976年 ）,『古 賀 春 江 　 創 作 の 原 点­作 品 と 資 料 で

　 さ ぐ る』 （展 覧 会 カ タ ロ グ,ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館/石 橋

　 美 術 館,2001年 ）な ど を参 照 。



美 術 館 案 内 　 Guide　 to　the　Museums

ブ リヂ ス トン美 術 館 Bridgestone　 Museum　 of　Art

所在地

URL

開館時間

休館
入場料

東 京 都 中 央 区 京 橋1­10­1（ 〒104­0031）

TEL（03）3563­0241

http://www.bridgestone­museum.gr．jp

午 前10時 － 午 後8時 （火 － 土 ）

午 前10時 － 午 後6時 （日 ・祝 ）

毎 月 曜 日　 年 末 年 始

個 人:
一 般800円 　 シニ ア （65歳以 上 ）600円

大 ・高 生500円 　 中学 生 以下 無 料

団 体 （15名以 上 ）:
一 般600円 　 シ ニ ア （65歳以 上 ）500円

大 ・高 生400円 　 中学 生 以下 無料

な お,特 別 展 の 場 合 は変 更 す る こ とが あ る。

Address

URL

Hours

10­1,　 Kyobashi　 1­chome,　 Chuo­ku,　 Tokyo

l04­0031,Japan

Phone:+81（3）3563­0241

http://www.bridgestone­museum.gr ．jp

10:00　 to　20:00　 （Tuesday­Saturday）

10:00　 to　18:00　 （Sundays　 and　national　 holidays）

Closed　 on　Mondays,　 New　 year　 holidays

Admission　 Individual:

　 　 　 　 　　 Adults　 ¥800;　 Seniors　 65　or　older　 ¥600;

　 　 　 　 　 　 Students　 ¥500;　 Children　 under　 15　free

　 　 　 　 　 Group　 （15　or　more）:

　 　 　 　 　 　 Adults　 ¥600;　 Seniors　 65　or　older　 ¥500;

　 　 　 　 　 　 Students　 ¥500;　 Children　 under　 15　free

　 　 　 　 　 　 Different　 fees　will　 be　charged　 during　 special

　 　　　　　　 　exhibitions.

石橋美術館 Ishibashi　 Museum　 of　Art

所在地

URL

開館時間
休館
入場料

福 岡 県 久 留 米 市 野 中 町1015（ 〒839­0862）

TEL（0942）39­1131

http://www.ishibashi­museum.gr．jp

午 前10時 － 午 後5時

毎 月 曜 日　 年 末 年 始

個 人:
一 般500円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）300円

大 ・高 生300円 　 中 学 生 以 下 無 料

団 体 （15名 以 上 ）:

一 般400円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）200円

大 ・高 生200円 　 中 学 生 以 下 無 料

な お,特 別 展 の 場 合 は 変 更 す る こ と が あ る 。

Address

URL

Hours

1015,　 Nonaka－machi,　 Kurume­shi,

Fukuoka­ken　 839­0862,　 Japan

Phone:+81（942）39­1131

http://www.ishibashi­museum.gr．jp

10:00　 to　17:00

Closed　 on　Mondays,　 New　 year　 holidays

Admission　 Individual:

　 　 　 　 　 　 Adults　 ¥500;　 Seniors　 65　or　older　 ¥300

　 　　　 　　 　 Students　 ¥300,　 Children　 under　 15　free

　 　 　 　 　 　 Group　 （15　or　more）:

　 　 　 　 　 　 Adults　 ¥400;　 Seniors　 65　or　older　 ¥200

　　　　　　　　 Students　 ¥200,　 Children　 under　 15　free

　 　 　 　 　 　　 Different　 fees　 will　 be　 charged　 during　 special

　　　　　　　　　 exhibitions.

（2006年12月 現 在 ）
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